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1. フードテック官民協議会事務局運営

1.1 提案・報告会の開催 

フードテック官民協議会の提案・報告会をオンラインで２回開催した。開催概要は、下記のとおりであ

る。なお、提案・報告会のうち１回は、フードテックの振興に関して、有識者（２名）の講演及び参加者同士

の意見交換を含んだ内容とした。 

参加は、事前登録制として、１回当たりの参加者は、500名を想定して準備を行った。 

1.1.1 フードテック官民協議会 第 3回1 提案・報告会 

開催期日 2021年 10月 19日(火) 15：00～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM ウェビナー

参加者 フードテック官民協議会 会員 ２６３名

会議資料 別添 PDF 

プログラム（敬称略） 

１）開会挨拶
農林水産省 大臣官房 
総括審議官（新事業・食品産業） 水野 

２）規約の変更について 農林水産省 大臣官房 政策課 潮田 

３）フードテックに関する政府の取
組について

農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業政策課 井戸 

４）WT/CCの活動報告

・2050年食卓の姿WT

・新興技術ガバナンスWT

・スマート育種産業化WT

・昆虫ビジネス研究開発WT

・細胞農業WT

・ヘルス・フードテックWT

・細胞農業 CC

・FOOD TECH Lab CC

５）質疑応答

６）新規WT設立の提案

・サーキュラーフード推進WT

７）質疑応答

８）大阪万博について

・説明
公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会 井上 知郁 
ORANGE AND PARTNERS株式会社 萩尾 友樹 
経済産業省フードテック研究チーム 河西 笙子 

1 令和 2年度がフードテック官民協議会の初年度であり、2回の提案・報告会を実施済み。令和 3年度は、通算 3回目の開催

が初回となる。 
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・質疑応答

９）その他

・東京栄養サミット 2021 にお
ける農林水産省主催サイドイ
ベントについて

農林水産省 大臣官房 松下 茜 

・今後の予定 株式会社三菱総合研究所 葦津 紗恵 

主な意見交換の内容は、下記のとおりであった。 

⚫ プログラム（４）について

出席者から、FOOD TECH Lab（FOOD TECH Lab CCが運営し、日本のフードテックに

関する情報を発信するウェブサイト）について、英語版のサイト構築やアプリ化の要望があった。 

⚫ プログラム（５）について

WT 事務局は質疑に答え、サーキュラーフードシティ構想について、都心に近い場所を想定し

ていることや、サーキュラーフード認証実施団体として、NPO 法人や一般社団法人など、有志に

よる団体を想定している旨を説明した。 

1.1.2 フードテック官民協議会 第 4回 提案・報告会 

開催期日 2022年 3月 11日(金) 13：30～15：30 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM ウェビナー

参加者 登壇者：プログラムに記載、一般参加者：１６９名 

会議資料 別添 PDF 

プログラム（敬称略） 

１）開会挨拶
農林水産省 大臣官房 
総括審議官（新事業・食品産業） 水野 

２）フードテックに関する政府の取組について

・フードテックに関する政府の
取組

農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業政策課 井戸 

・水産代替飼料の取組（水産
庁）

水産庁 増殖推進部 中村 

・質疑応答

3）WT/CCの活動報告

・2050年食卓の姿WT

・新興技術ガバナンスWT

・Plant Based Food 普及
推進WT

・スマート育種産業化WT

・昆虫ビジネス研究開発WT

・細胞農業WT
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・ヘルス・フードテックWT

・サーキュラーフード推進WT

・細胞農業 CC

・FOOD TECH Lab CC

・質疑応答

4)有識者講演

・講演１：ゲノム編集技術をめ
ぐる動向とコミュニケーショ
ン活動

農研機構 企画戦略本部 
新技術対策課 ELSIチーム長 高原 学 

・講演２：個別栄養最適化技術
で実現するヘルス・フード
テック

信州大学 学術研究院（農学系） 
准教授 中村 浩蔵 

・質疑応答

5）その他

・ 大阪 ・ 関西万博 「 TEAM
EXPO 2025」
プログラムについて

公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会 
深澤 一宏 

・今後の予定

主な意見交換の内容は、下記のとおりであった。 

⚫ プログラム（２）について

水産庁は質疑に答え、海洋国家及び大陸国家における養殖のそれぞれの特徴や、飼料の低

魚粉化に向けた取組、日本の戦略的養殖品目について説明した。 

⚫ プログラム（４）について

信州大学 中村氏は質疑に答え、個別栄養最適化食のアルゴリズム、若い世代に対するヘル

ス・フードテックの訴求点、生体データの取得頻度について説明した。
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1.2 マンスリーレポートの配信 

マンスリーレポートは、フードテック官民協議会会員宛てに、今年度より毎月配信することとなった。

第 1 号については、農林水産省より配信を行った。第 2 号以降は、三菱総合研究所より、配信した。

内容は、官民協議会に関する情報の他、関連するイベント情報、ウェブニュース等から構成したものとし

た。 

配信対象 フードテック官民協議会 会員

配信内容（構成） 1.官民協議会等に係る連絡
2.イベント情報
3.ピックアップ情報
■プラントベース食品・細胞培養食品関係
■ロボット・スマート家電関係
■食品ロス・冷凍技術関係
■昆虫・微生物利用関係
■ゲノム編集
■海外情報
■その他

配信日程表 第 2号：2021年  9月 30日（木） 

第 3号：2021年 10月 28日（木） 

第 4号：2021年 11月 30日（火） 

第 5号：2021年 12月 24日（金） 

第 6号：2022年  1月 28日（金） 

第 7号：2022年  2月 25日（金） 
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2. 2050年の食卓の姿ワーキングチーム（官民協議会作業部会の運営） 

「2050年の食卓の姿ワーキングチーム（以下、WTと略す）」は、生活スタイルの変化や食料供給の課

題、技術動向等に関する議論を踏まえ、①2050 年の食卓のあり方や、その実現に向けて取り組むべき

事項を整理し、②豊かで・健康的で・持続的な将来の食卓を実現するための「ビジョンを作成して、広く

発信してくこと」を目的としている。対象技術・テーマは、現在実現していないものも含め、フードテック

全般としている。 

今年度は、「ビジョンの作成」を中心とした活動を実施した。WTとしては、通算 3回の会合をウェブ会

議で開催し、うち、2 回は、SF 思考学を用いた未来像作成のためのワークショップを行った。WT メン

バーからタスクフォース（以下、TF と略す）メンバーとして、10 名を募集・選定し、メンバーは、SF 小説

家、TF メンバー、事務局とのコミュニケーションを通じて、将来像をビビッドに描く SF 小説を作り上げ

るプロセスに関わった。また、最後に、シンポジウムを開催し、今回のビジョン策定の手法を含め、成果を

広く官民協議会会員に発信した。 

 

 

 

図 2-1 令和 3年度「2050年の食卓の姿WT」活動概要 

 

2.1 SF思考とは 

本事業で行った「SF 思考」とは、三菱総合研究所と筑波大学と共同研究により、中長期的かつ挑戦

的な未来像を具象化する Science Fiction（SF）作家の思考法に着目して開発した未来を描く手法で

ある。 

社会の不確実性が高まり、価値観の多様化や急速な技術革新が進む近年、長期的な未来を予測す

ることは困難になっている。これまでも未来を予測し対応すべく、シナリオプランニングやマクロトレンド
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分析などさまざまな手法が開発され使われてきた。これらの手法の特徴は、人口動態などの既存データ

の積み上げから見えてくる確実なトレンドを把握することや、社会制度の変革を予測し、確実性の高い

未来社会像を作成することにある。しかし、納得度が高い未来は描けるものの、具体的でワクワクし、実

現したくなる未来社会像を描けないことも多かった。 

こうした反省から社会起点発想の限界を超えるべく、デザインシンキングなどのヒューマンセントリック

型の未来創造手法が登場した。人間中心で未来社会像を考えるため、具体的でニーズがはっきりして

いる未来社会像を描くことができる。しかし、短期的な「ありたい未来社会やサービス」は導ける一方、未

来の人々の価値観を予測することが難しいこともあり中長期的な未来社会像は描きづらかった。そこで

開発したのが SF思考である。 

 

 

 

図 2-2 未来予測手法の比較 

出所）三菱総合研究所 

 

SF 思考の具体的手法としては、「未来における新技術や新価値観は何か」「それがもたらす社会や業

界の変化」「その社会のライフスタイルと新たな課題や対策」をステークホルダー全員で描き、バックキャ

ストにより非連続でワクワクする未来像を策定することである。SF思考では、不確実だがインパクトが大

きい変化を重視する一方、未来社会に生きる個々人がおかれた状況における「人間中心の視点」も併せ

もつ。よって、多様な価値観に基づく「生きている様」を具体的に描くことができ、より創造的な未来感と

リアリティーの両立が可能となる。 

 

2.2 ワーキングチーム参加者募集 

2021 年 9 月に、官民協議会会員を対象に、「2050 年の食卓の姿ワーキングチーム」のメンバーを

新規に募集した。募集に際し、第 1 回 WT の開催案内を行った。参加希望者は、食品メーカー、研究組

織、商社、ベンチャーキャピタルなどの異業種を含め 143 名であった。なお、今年度の活動に関する理

解の下で、ワークショップを開催するため、その後は、新規のメンバー募集は行わなかった。 
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2.3 ワーキングチームの運営・開催 

WTの開催概要は、以下の通りである。なお、第2回、及び第3回のワークショップにおける議論の概

要を取りまとめる。ここで採用されなかったアイディアもフードテックの将来像に関わる重要な視点であ

り、ビジョン作成を通じ、「未来はきっとこうなる」という予想ではなく、「こんな未来があっても良い」「こ

んな未来にしたい」「もっと違う未来もある」といった議論が活性化したことに意義がある。 

 

第 1回 2050年の食卓の姿WT 

開催期日 2021年 9月 17日（金）15：00～16：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 約 120名（事務局含む） 

目的・プログラム 手法の理解（SF思考学とは？ WTプログラムの概要） 

 

第 2回 2050年の食卓の姿WT 

開催期日 2021年 10月 12日（火）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 約７０名（事務局含む） 

目的・プログラム ビジョンの素材出し（SF思考 プロセスに沿ったワークショップ） 

 

第 3回 2050年の食卓の姿WT 

開催期日 2022年 1月 26日（水）13:30～16:30 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 約４０名（事務局含む） 

目的・プログラム ビジョンの磨き上げ（SF小説 Ver.1を題材とした議論） 

 

2.3.1 第 2回WT（ビジョンの素材出し） 

ビジョンの素材出しを行うため、SF 思考の手法を用いたワークショップを開催した。ワークショップは、

予め申込みをした参加者を 12 のグループに分けてオンライン形式にて行った。ここで作成されたプロッ

トを TFでのインプット情報として活用した。 

 

表 2-1 ワークショップの構成 

 

■本日のワークショップの目的について 

①2050年の社会像の解像度を上げる。 

②未来のユーザー視点から、未来の食に関するニーズや、開発技術について考察する。 

③現状とのギャップを把握して、今後の方向性について考える。 

■情報提供 

令和２年度「フードテックの推進に係る調査委託事業」及び「2050年の食卓の姿WT」より 

■ワークショップ（未来の食に関する新ビジネス（サービス・商品）を考える） 

・最近気になっていること、趣味、こだわっているもの、好きなもの 

・未来の食生活というテーマに関連して、気になっていることや未来に実現したいこと、開発したい技術 

・未来の言葉の作成（未来において新しく流行っている/浸透している言葉は何か？これの掛け合わせで造語を作る） 

・ガジェットアイディア出し 

・未来の言葉（造語）はどのようなものか？新ビジネス（製品含む）として詳細に落とし込む形で検討 
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・「新ビジネス」を成立させるために必要な「新技術」とは？派生する別の新ビジネスとは？ 

・「新ビジネス」に関する会話（不満のある人の意見、満足している人の意見を考える） 

■ワークショップ（登場人物を考える） 

・未来のキャラクターの設定（身近な人から個性的な人、特徴的な人） 

・未来キャラクターの新ビジネスに関するつぶやき 

・新ビジネスが社会に浸透した理由とは？ 

■ワークショップ（プロットの作成） 

・新ビジネスと未来のキャラクターによるストーリー作成 

■全体情報共有 

・各グループ発表 

 

（1） ワークショップ（未来の食に関する新ビジネス（サービス・商品）を考える） 

ここでは、新しい「未来の食に関する言葉」を作り、その言葉から未来の食に関する新ビジネス（サー

ビス・商品）のアイディアを考えるという手順を踏む。 

このため、まずは、「言葉」作りの材料として、ワークショップメンバーから、「最近気になっていること」

や「趣味」を出してもらう。次に、最初に出した「言葉」に掛け合わせて、未来のフードテックの名称とする

ため、「未来の食生活」というテーマに関連した「気になっていること」「未来に実現したいこと」などのアイ

ディアを出してもらう。 

これらの活動を通じて、メンバーの趣味などの「言葉」と、メンバーが「未来の食生活」をテーマに出し

た「言葉」が多数挙げられる。これら 2 種類の「言葉」群を掛け合わせ、音の面白さなどの観点で、その

チームで初めて聞く新しく「言葉」を次々と挙げていく。 

次に、出てきた新しい「言葉」について、メンバーから「それはどのようなものか？」についての意見を

出していく。面白そうなフードテックのアイディアが出てきたら、それを用いた新ビジネス、または、その新

ビジネスを成立させるために必要となる別の新技術など派生するアイディアを出していく。さらに、その

新ビジネスについて、満足している人と不満のある人を想定し、それぞれの立場からの意見を出してみ

る。こうすることで、新たに生まれた「言葉」が未来において、どのようなものとしてとらえられているか、

どのような機能をもったものなのか、グループのメンバーで一緒に想像し、形を作っていくこととした。 

 

 

 

 

図 2-3 新しい「言葉」から新ビジネスを考える 
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（2） ワークショップ（登場人物を考える） 

ここでは、未来のキャラクターの設定を考えるため、メンバーに「身近な個性的な人」「特徴的な人」を

挙げてもらう。今回は、ワークショップメンバーが初対面だったので、各々の身近な個性的な人の特徴を

挙げていく形で進めた。何人かのキャラクターが生まれたら、その人の立場や趣味や置かれている状況

から、（１）のワークショップで新たに作った「新ビジネス」について、どのように評価しているのか「つぶや

き」として言葉にしていくこととした。 

こうすることで、新ビジネスが未来の特徴的なキャラクターの人の目を通してどのように見えるのか、

予め設定していたフードテックの別の側面、特徴をはっきりさせていくことができる。 

（3） ワークショップ（プロットの作成） 

（１）の新ビジネスと、（２）の登場人物のアイディアから、最後に、未来に起きそうな「事件」のストーリー

を作成していく。プロットの構成は、4 段階に分けて、①日常、②非日常における課題、③非日常におい

て発生した課題を解消、④課題を解消した後の日常として描いていく。この際、主人公と他のキャラク

ターに分けて、それぞれの行動、感情を描いていくこととした。 

これにより、新たに作られた「言葉」が新ビジネスのアイディアとなり、個性的なキャラクターに使われる

ことによって、手触り感のある未来像のアイディアを作り出すことができた。12 グループで行われたワー

クショップの結果の一例を以下に示す。 

 

表 2-2 「2050年の食卓の姿WT」素材出しワークショップ（プロット案 A） 

 
 

主人公の行動や感情の動き 他のキャラクターの行動 

第一幕： 

未来における日常

（未来社会の前提

になっている状況） 
 

主人公：フローラエンジニア（３０代男性） 

花粉症改善のために始まった腸内フローラ

だけど、ぼくら Z 世代が社会の主役になって、

自分を変えたいと思う人が増えたんだろうな。

自分もフローラエンジニアに就職したし、いず

れ子どもができたら積極的に腸内細菌カプセ

ルを勧めたいな。 

倫理的な問題もあるけど、アイデンティティ

を変えても良い、変えたいと思う人が増えたと

も言われているな。 

昔からドーピング問題はあって、腸内細菌が普及す

る中で筋肉増強や性格が変わることについて懸念す

る気持ちはないのだろうか。フローラエンジニアという

職業が出てきたことによって、益々性格が変わる人が

出てきた。 

私達 Z 世代が５０代を迎えて、こうした新たな技術

を受け入れるようになってきたよね。最初は倫理的な

問題をはらんでいると言って反対するおじいちゃんも

多かったね。 

第二幕前半： 

未来における非日

常（突然訪れた課

題／災害に翻弄さ

れる） 

腸内細菌を投入することで、国際的なニー

ズが高まり、オリンピックアスリートがこぞって

腸内細菌を接種。国際的な規制機運が高ま

る。 

人口増加と食料不足の問題、金銭的な 2極

化により、「食＝健康、楽しみ」のグループと、

「食＝栄養摂取」のグループに分類される。 

貧困層に対して、栄養を高効率で摂取できる腸内

細菌を投与する国際貢献事業が出始める。 

第二幕後半： 

未来における非日

常（課題／災害を

富裕層と貧困層が益々二極化し、食料需給

も逼迫する最中、腸内細菌の新たなニーズと

して、栄養を高効率で摂取できる（ご飯一杯で

貧困層に対して、栄養を高効率で摂取できる腸内

細菌を投与する国際貢献事業が出始める。 
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乗り越える） 一日分の栄養を摂取できる）腸内細菌を開

発。 

第三幕： 

未来における日常 

（元のものとは少し

変化した日々に戻

る） 

腸内環境整備や美容として始まった技術で

ある腸内細菌カプセルが、社会課題に対する

解決手段としてニーズが高まっている。 

精神疾患や犯罪者に対する医療技術しても

腸内細菌が活用される。 

今や、地球温暖化で平均気温が５度も上がったけ

ど、高体温に耐えられる身体になるような腸内細菌が

開発されたおかげで、快適に過ごせるようになったよ。 

牛にも腸内細菌を投与することで、メタンガスの排出

量も大きく減ったみたいだね。 

生活習慣病も治って、医療費の削減につながり国

の財政も健全化されて良かった。 

 

 

表 2-3 「2050年の食卓の姿WT」素材出しワークショップ（プロット案 B） 

 
 

主人公の行動や感情の動き 他のキャラクターの行動 

第一幕： 

未来における日常

（未来社会の前提

になっている状況） 

・ふるさと納税で最近ゲットした土は、おいし

いし、肌の調子もとてもよいんだよね。 

・20××年、食糧難のため食用土が普及して

いるが、「心は勇者（キャラクター名称）」は、

「コーラ姫（キャラクター名称）」を助けるため

に伝説の万能土「○○」を探す旅に出ること

になった・・・・ 

・土BARや土鑑定士などのビジネスが確立し

ている。 

・財力のあるシニアがいろいろな地域の土を買い占め

ている。 

・栄養価の高い効能のある土はシニアが買い占めて

いる。 

・「コーラ姫」は身体が弱く、栄養価の高い希少な土を

必要としている。 

第二幕前半： 

未来における非日

常（突然訪れた課

題／災害に翻弄さ

れる） 

・万能土「○○」は悪の組織パワーシニアの住

む、中央島の標高 5800M の部分にあると

いう。 

・「心は勇者」は、「コーラ姫」を助けるために伝

説の万能土「○○」を探す旅に出た。 

・最終戦争で荒廃した、わが国では・・・・いつ

の間に北斗の拳？ 

・パワーシニアはあらゆるエネルギー、光、土を買い占

め、二酸化炭素も出し続けている。 

第二幕後半： 

未来における非日

常（課題／災害を

乗り越える） 

「心は勇者」は、アニマルライツで助かった、

牛、豚、鶏を連れて行ったが、パワーシニアに

買い占められていたので、 

・保険を使って入手した。 

・調合技術で良い土を作った。 

・海底から土を発見して採取してきた。 

 

第三幕： 

未来における日常 

（元のものとは少し

変化した日々に戻

る） 

・「心は勇者」は、手に入れた土を「コーラ姫」に

食べさせた。 

・これをきっかけとして、土の調合技術が確立

され、「心は勇者」は、ジェネリック企業に転

職した。 

・良い土が手持続的に入手できるようになっ

た。 

・パワーシニアのうち、希少性の高い土を持たない人

たちは没落した。 
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表 2-4 「2050年の食卓の姿WT」素材出しワークショップ（プロット案 C） 

 
 

主人公の行動や感情の動き 他のキャラクターの行動 

第一幕： 

未来における日常

（未来社会の前提

になっている状況） 

●主人公・・・こども社長 

「親が作った料理より、フードプリンター

の方が美味しい！ピカチューをイメージし

た肉が美味しかったぁ～！！（架空のキャ

ラクターの肉がある）」 

●世界観・・・フードプリンターで作った食事な

どデジタルであふれている。 

●アニメ巨匠 

●食通大人 

 “天然食材”を追いかけている。 

 “昔”を知っている。 

●ダイエッター大学生 

第二幕前半： 

未来における非日

常（突然訪れた課

題／災害に翻弄さ

れる） 

●大規模停電の発生。 

ライフラインにトラブルが起きる。 

●フードプリントステーションにバグが発生。 

システムトラブル、異物混入。数か月間細

胞肉などの人工食品が作れなくなる。 

●食通大人とアニメ巨匠が活躍して子ども社長に手

を差し伸べる。 

●アニメ巨匠が昔制作した作品を通して、食べられる

食材（牛など本来の食材）をこども社長が知る、食

の価値を見直す。 

●フードプリンター社会に依存しすぎた社会に反省。

ダイエッター大学生が気付く。 

第二幕後半： 

未来における非日

常（課題／災害を

乗り越える） 

●予備電源、自家発電 

●バージョンの逆戻りができるような設定 

●稼働できているフードステーションからド

ローンが出てきて救助活動をする。 

●便利すぎる世の中しか知らない小学生の人

生観（といっても短いですが）がひっくり返

る。 

●「代替肉スピリッツ」（仙豆みたいなもの）な

ど非常食、長期保存食の活用  

●食通大人とアニメ巨匠が活躍して子ども社長に手

を差し伸べる。 

 

●フードプリンター社会に依存しすぎた社会に反省。

ダイエッター大学生が気付く。 

第三幕： 

未来における日常 

（元のものとは少し

変化した日々に戻

る） 

●食の話に関心を持つ人が増える。 

●植物図鑑などが売れる。 

 

 

 

表 2-5 「2050年の食卓の姿WT」素材出しワークショップ（プロット案 D） 

 
 

主人公の行動や感情の動き 他のキャラクターの行動 

第一幕： 

未来における日常

（未来社会の前提

になっている状況） 

主人公①美肌男子くん：美容に熱心な男子大

学生。元高校球児。 

主人公②リケジョちゃん：昆虫は見るのも食べ

るのも大好き。夢は研究者。 

 

［美肌男子くん］温暖化のせいで、また肌の調

子が悪くなってきちゃったよ。鳥取のアレ（発酵

食品××）をお取り寄せしちゃお。 

［リケジョちゃん］あの昆虫ハンターから、あの

［美肌関係者］ 

鳥取の発酵食品××はお肌に良いことは美容関係者

では常識。しかし一般の方には知られていない。 

 

［リケジョちゃん両親］ 

畜産肉は入手困難。代替蛋白として培養肉や昆虫パ

ウダーを食べている。昆虫養殖キットは高価なので、リ

ケジョちゃんにねだられたが、購入に乗る気でない。リ

ケジョちゃんを説得する。 
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虫がおいしいって聞いたんだよね。早速お取り

寄せして育ててみよう。 

第二幕前半： 

未来における非日

常（突然訪れた課

題／災害に翻弄さ

れる） 

［美肌男子くん］鳥取のおばあちゃん、お年の

せいでもう××（発酵食品）を作れないんだっ

て。原料の◇◇も昆虫大発生の影響で食害さ

れて手に入りづらくなってきたらしい。どうしよ

う。 

昆虫は好きな人が食べていたが、みんなが食べなく

ちゃいけなくなった。 

第二幕後半： 

未来における非日

常（課題／災害を

乗り越える） 

［美肌男子くん］昆虫で発酵食品を自分で作っ

ちゃおう。 

［リケジョちゃん］美肌男子くんをお手伝い 

する。 

［常在菌判定士］ 

［昆虫ハンター］ 

昆虫を使った発酵に適合した菌を昆虫学会と発酵学

会の合同大会を開催し提案。 

 

第三幕： 

未来における日常 

（元のものとは少し

変化した日々に戻

る） 

食品残差を餌に成長する昆虫と、発酵昆虫は

宇宙に進出した人間の食を支える主たる食料

に！ 

 

 

 

 

表 2-6 「2050年の食卓の姿WT」素材出しワークショップ（プロット案 E） 

 
 

主人公の行動や感情の動き 他のキャラクターの行動 

第一幕： 

未来における日常

（未来社会の前提

になっている状況） 

リアルで生きないちゃん(14歳) 

世間がいう現実世界では、起きている時間

のほとんどを私の体はゲーミングチェアで過ご

しているので、必要なのはたった 1000kcal

なの。 

相次ぐ新型パンデミックに、気候変動による

ハードウェザー。正直外に出る意味なんて感じ

たことないです。必要な栄養素はニュートリ

アーキテクトにより設計して一括で衣食住サブ

スクを使っているし 、基本 20 時間は

Metaverse(3 次元仮想空間)上で動き続け

られます。 

しかも、世界中で流行っているゲームの中

で NFT 売りまくっているので生活にも困って

ない。 

欲を言えば、ニュートリピル（栄養剤）のカ

ラーバリエーションがほしい。数量限定の仕様

のニュートリピルがあったら、一粒 4E は積む

のにな。 

ニュートリアーキテクト（栄養建築士） 

・個々人の条件や課題に応じて、栄養や摂食の形を

提案する職業 

・きっかけ食スタイルの多様化・パーソナライゼーショ

ンの浸透 
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第二幕前半： 

未来における非日

常（突然訪れた課

題／災害に翻弄さ

れる） 

食べられていない（栄養を摂取できていな

い）人たちが増えてきていることをネットで見

かけました。 

今、私は NFT で爆儲けして 4000 年分摂

取可能な栄養を持っている。生きている間に

は使いきれない…「栄養」の寄付ができないか

な…。 

 

第二幕後半： 

未来における非日

常（課題／災害を

乗り越える） 

栄養の寄付とか再分配ができる場所がな

い。30 年も前にグレタさんが警鐘されたよう

に、何かアクションを起こそう。栄養証券を立

ち上げられないかな？(業界：栄養証券業界

/Business：栄養取引所) 

これで、栄養の再分配ができるはず！ 

栄養証券業界 

・余っているカロリーや栄養素を証券化。 

・食糧危機により、世界中で現物食料の取り合いが起

こっている中、栄養素リスクをヘッジするために余剰

カロリーと栄養素を証券化し、遠隔地との取引を可

能に。通貨は仮想とうもろこしの種。 

第三幕： 

未来における日常 

（元のものとは少し

変化した日々に戻

る） 

今までのようにパーソナライズされる最適化

だと結局人によって偏るため、最小化すること

が大事。 

月一で食事を楽しむような生活に少しずつ

変わってきている。 

 

 

2.3.2 第 3回WT（ビジョンの磨き上げ） 

TFを経て作成された SF小説 ver.1（4編）を題材に、以下の手順により、ビジョンの磨き上げを行っ

た。TFを経て作成されたSF小説 ver.1の概要及び議論のポイントは以下、（１）～（4）のとおりである。 

本ワークショップの目的は、最終アウトプットとなる SF小説 ver.2において、各フードテックの機能や

評価などが、より手触り感のある（現実に在りそうだと思える）ものとなるよう、作家にフィードバックを行

うことである。WT メンバーから賛否や違和感等についての率直な意見が出やすいよう、予め事務局に

おいて、取り上げたいフードテックについて設問を設定して問いかけを行った。 

ワークショップは、８つのグループに分かれて、ウェブベースで実施した。各グループで議論する小説

の順番を設定することにより、どの小説についても複数のグループで議論されるように設計した。 

このワークショップで提示された多くの意見の中から、小説のストーリーを大幅に変更することなく反

映でき、かつ、ビジョンをより未来感のあるものにすることができるアイディアについて、小説家にフィー

ドバックして、最終的な SF小説 ver.2（WTで示す 2050年の食卓の姿ビジョン）とした。 

 

■ワークショップの目的 

「ありたい未来像」に対するフードテック官民協議会としてのブラッシュアップ・サジェスチョンを小説家の先生にフィー

ドバックすること 

■各小説のフードテックに関するブラッシュアップのための議論 

■違和感を持ったシーンや価値観の描写に関する議論 

■全体情報共有 
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（1） SF小説 「山のくらし」の概要及び議論のポイント 

【主要登場人物】 

芸術家  21歳女性。高尾山麓のアトリエでひとりぐらししながら木彫にはげむ。 

食のプロである両親からのプレッシャーにより、口から食品をとることをきょくたんに嫌う。 

 

主要ガジェット 

モラヴェック この時代に一般的になっているウェアラブルデバイス内のアシスタントＡＩの名前。 

使用者によってそれぞれ個性がある。ウェイクワードは「おねがいモラヴェック」。 

ミールパッチ 経皮吸収型薬品から派生した栄養機能食品。皮膚に貼りつけて使用。糖、必須アミノ酸、必須脂

肪酸、ビタミン類など分子量 500 以下の栄養素を経皮吸収により体へ浸透させる。肌への負担を

減らすため一日いちど貼り替えるのが原則。 

会拒 「ひととつながらない自由」を保証するシステム。ウェアラブルデバイス上で使用を開始すると、避

けたい相手との遭遇を避けられるよう行動をうながしてくれる。 

風呂敷 リデュース・リユース・リサイクルできる布。最終的にエコバッグを駆逐した。 

Ｒペーパー  リデュース・リユース・リサイクルできる紙。リユースモードでは質感や色や印字をいったんリセット

し、新たなものを載せられるのでパッケージにも向く。 

オートシェフ  二本の腕にＡＩがついたもの。レシピと、一流シェフの動きデータをダウンロードして使用。 

３Ｄフードプリンタとはちがって人間のように調理してくれる。 

オートバーテ

ンダー 

接客とドリンク類に特化したオートシェフ。腕だけでなく全身があるが、立食パーティ等でじゃまに

ならないよう細身で小柄。会話能力が高くジョークもとばせる。 

 

【あらすじ】 

芸術家は完成した彫刻を都心のギャラリーに運ぼうとするが、その矢先に原因不明のドローン配送障

害が発生。自分で作品を運ぶはめになる。やっと電車に乗ると、そこにはずっと交流を断っていた母親が。

母は彼女に土産だといって菓子箱を押しつけて去る。そのあと菓子の中身を知り、母がどんなに自分を

思いやっていたかに気づく。両親と和解しようと連絡をとる。 

 

表 2-7 「山のくらし」のフードテックに関する議論（抜粋） 

 

１）非食（「いわゆる食事」をしない）の人たちへの完全栄養食の提供は、どんな人にとって魅力だと思うか？ 

• 途中で手を止めることのできない長時間作業の仕事をしている人（手術中の外科医、災害救助とか） 

• 宇宙飛行士の船外作業、潜水士などの遭難時の延命（救助までの時間の延長） 

• 探検家、冒険家、ウルトラマラソンの選手など運動中の栄養補給 

• 要介護老人、嚥下障害のある人 

• 様々な障害や、健康上の問題で食事ができない人 

• 多忙な人 

• 食べることがつらい、苦しい（記憶、アレルギーなど）と感じる人 

２）非食（「いわゆる食事」をしない）の人たちへの完全栄養食の提供の別の利用方法とは？ 

＜カスタマイズ・パーソナライズ＞ 

• 子ども、赤ちゃんなどに必要な栄養素を簡易に摂取できれば成長がよくなる。 
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• シチュエーションごと、個人ごとにカスタマイズ（アスリートなら○○多め、疲れたら○○・・・）。 

• 気分や体調に合わせて配合変えたりできる。 

＜挑戦を後押しする＞ 

• 人の行動範囲が広がる（高い山など）。 

• 宇宙食。2050年には宇宙に行くことも増えるのでは。NASAの点滴。無重力のために点滴もできなかった、押し

出すポンプの仕組みにより利用できるのではないか。 

• 人工冬眠との組み合わせ ～ 星間旅行、難病治療。 

＜新たな楽しみ方＞ 

• ご当地完全栄養食、海外の完全栄養食などを楽しめても良い。 

• 食感、香りなども楽しめるとさらに良い。 

• ストイックにささみだけの食生活のような人は楽しみが増える。 

• 苦痛を伴わないダイエット VRで食べた気になりつつ、必要最小限の栄養素を補給。 

＜手間の削減＞ 

• 家畜飼育（飼料）にもなる。人の手間が減る。 

３）非食（「いわゆる食事」をしない）の人たちへの完全栄養食の提供の全く別のアプローチ方法とは？ 

＜栄養摂取方法の違い＞ 

• 睡眠中に鼻からチューブで栄養を取れる。 

• 腕時計から栄養を摂取する。 

• 香気が栄養成分の代わりになる。気体。酸素ボンベのように。 

• 非接触充電（ブルートゥース）のように、ベッドに寝るだけで、栄養が摂取できる。 

• 光合成によって栄養を摂取する。 

• カプセルを飲んで栄養を摂取する（胃に在中している）。 

• ペットボトル。飲み物で対応できる。すべてが液体状。 

• 胃の中で栄養素を作り出す。消化管内微生物叢による栄養産生（芋で筋肉ムキムキになるパプアニューギニア高

地人）。 

• 芋からタンパク質に変換する細菌がある。生ごみを入れて細菌が分解して狙い通りの栄養素を出してくれる。 

• 経皮吸収。 

＜輸送方法の違い＞ 

• 飢餓地域に栄養成分を転送する。 

• どこにでもある植物に栄養が転送される。 

＜懸念点の解消＞ 

• 「食を通したコミュニケーション」が人間生活において大事 → 非食は仕方ないとしても、孤独に陥らないようにし

てあげる仕組みもセットで考える必要がある。チューブから介護のイメージ受けた。2050 年なのでスタイリッシュ

に栄養が取れるようになれば、今より明るい介護生活になるのでは。 

• 食べないと顎が弱る ～ EMSのようなもので顎の筋肉を鍛えることとセットで → 咀嚼と脳の発達。 

＜別の技術との組み合わせ＞ 

• 可食ロボット／センサーへの技術転用 ～ そのまま溶けていって栄養になってくれる。  

• 食事の回数が減る。 １日３食常識 → １回食べて２日は食べないが新常識に。食べるときは食べる、食べないとき

は食べない（スローカロリーフード／仙豆のような）（「満腹感の持続」技術もあると良い）。 

 

【上記議論を踏まえた、SF小説ブラッシュアップのための提案例】 

 小説中に書かれている「完全栄養食の「非食」の人たちへの提供」とは異なる完全栄養食の利用

方法について、「災害救助時」、「潜水士の作業時」、「運動中の栄養補給」など、豊富なアイディ

アを、バリエーションを示してリアリティーを増すための要素として作家へ提案した。 

 「非食」の人たちへの完全栄養食の提供方法について、「酸素カプセル型」や「腕時計型」など豊
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富なアイディアを、利便性等の観点、利用方法と合わせて提案した。 

 なお、これらの議論で膨らませたイメージは、イラスト表現を行う際のサジェスチョンとしても活

用された。 

（2） SF小説 「街のくらし」の概要及び議論のポイント 

【主要登場人物】 

アキオ   50歳男性。都内在住。フリーランスの食育アドバイザ。 

  食にこだわりがありすぎて長女を追いつめてしまったことを後悔している。 

  ゆえに息子たちには甘い。 

長男   14歳。バスケ部所属。各種食物アレルギーあり。 

次男   11歳。ピンク色を嫌う変な偏食家。将来の夢は食レポタレント。 

アキオの妻 50歳女性。伝統食ハンターで年じゅう出張している。 

 長女を気にかける気持ちはアキオと同じ。 

 

主要ガジェット 

ゲノム編集ア

レルゲン除去

食品 

アレルゲンとなる物質遺伝子をノックアウトした生物からつくった食品。全ゲノム解析のめざましい

発展の成果。この時代での特定原材料 11品目および推奨 47品目に対応。 

エ ン タ メ 型

スーパー 

さまざまな趣向のレストランを併設した、テーマパーク的なスーパーマーケット。 

食材やレシピも購入できる。家族の週末のお出かけ先。 

生産型スー

パー 

水耕栽培の野菜工場、養魚場、細胞肉工場等を併設したスーパー。かぎりなく新鮮な食材を注文

に応じて各家庭へドローン配送で届けてくれる。市民の冷蔵庫がわり。 

 

【あらすじ】 

いつものように自宅で仕事していたアキオは、昼まえになってドローン配送障害を知る。学校から帰っ

てきた息子たちが空腹をうったえて大騒ぎ。レストランは宅配も持ち帰りも停止しているので、ものすご

く久しぶりの食品買い出しに出かける。だがどのスーパーも在庫切れでけっきょく手ぶらで帰宅。すると

妻がすでに帰っており、数年前に家を出た長女と再会した話をする。アキオはきょうの「食べられない」事

件を通じて、娘の非食を理解できた気がした。そんなとき長女から連絡がはいった。 

 

表 2-8 「街のくらし」のフードテックに関する議論（抜粋） 

 

１）フードプリンターや AI搭載のオートシェフマシンの標準的な大きさ、価格などはどんなもの？ 

＜大きさ・形状＞ 

• 小型化して持ち歩ける。 

• 普通の電子レンジくらいのサイズになるのでは。お皿が 4つ入るサイズ。３Dプリンターのような見た目。 

• フードプリンターという名前なので、現在の家庭用のプリンターサイズではないか。 

• 最大冷蔵庫サイズ。宅配等ですぐ手に入るため、2050年には保存用のスペース、冷蔵庫が不要になる。 

• 上半身だけあればよい。料理するのに足を使う必要はなさそうなので上半身のみのロボットでよいのではないか。 

＜価格＞ 
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• お金持ち用とか、万能タイプとかがある。 

• 経済状況で持っている人と持っていない人が二極化。 

• サラリーマンの平均給与と主婦の料理に関する拘束時間を踏まえ、材料費も含め、毎年 200万円は支出できるく

らいの存在ではないか。 

• レストランでの利用など業務用であれば、200 万円くらいの金額でも良い。家庭用として普及させる場合、20 万

円が限度か。一人暮らしの 20代とかのニーズがありそう。年収３００万円台でも買えるくらいがいい。 

＜社会への影響＞ 

• 家庭用に普及すれば、将来的には一家に一台。マンションや新築戸建てではビルドインというのもあり得る。業務

用高性能マシンから性能を知ってもらうというセールス、家庭用廉価版で広がりをもつという2側面で普及を図っ

ていく。 

• 家庭内で調理しない世界になっているかも。 

• パンやクッキーを焼くなど、ストレス解消法として料理が使われる面もあり、食事が全てマシンに置き換わることは

想定されない。どの程度の頻度で使われるかを念頭に置いて価格設定を考える必要がある。 

2）フードプリンター/AIシェフマシンが提供した魅力的な機能とは？ 

＜カスタマイズ・データ活用＞ 

• 誰でも料理研究家 イメージワードから簡単に料理を創造、レシピのデータ販売。 

• カスタマイズ可能な様々な+α機能が増えている。 

• フードプリンターについては、再現性の高さが重宝される。旅番組や料理番組で紹介されるようなグルメが、レシピ

の公開によってフードプリンターによって再現されるとなると魅力的。 

• 勝手にお好みメニューを考えて作ってくれる。メニューのローテーション、体調から勝手に考えてくれる気の利いた

マシン。 

• 出来上がったものの写真を撮ったら不足する栄養素など、追加すべき食品などアドバイスをくれる。塩分指摘な

ど。 

• おふくろの味、家庭の味（代々伝わる家庭の味付け）のデータ化／継承／共有。離れて暮らす家族と同じ食事メ

ニューを楽しめる。 

• レシピサイトで見て「これ食べたい」と思ったものをすぐに食べられる。 

• コミュニティのビッグデータから嗜好や体質に合わせた食事がサーブできる（いちいち確認する手間が無い）。 

• 味、食感はデータでコントロールできている。 

• どちらのマシンについても、所有者のウェアラブル端末で察知したその日の体調や気分などに合わせて、料理を工

夫してくれるといい（例：カレーのスパイス調合のアレンジ、パスタの形状変更など）。 

＜All in One＞ 

• 家電や調理機器が一体化（冷凍・冷蔵庫＋オーブン＋レンジ＋３DFP・・・）。 

• 在庫管理して欲しい。冷蔵庫の中を監視する。見える化されている。消費期限など。 

• 食費の計算もしてくれる。 

＜食の幅を広げる＞ 

• 見た目の克服ができるなど、出力性能が利点（コオロギをそのまま食べるとなると、新奇性恐怖が出てしまうが、コ

オロギパウダーであれば抵抗は少なくなるなど）。多様な原料を使えるという利点を生かし、カロリー調整をし、生

活習慣病に対応するなどができると良い。 

• 代替たんぱくを家庭で取れるようにするためにフードプリンターが普及している。長期常温保存技術＝保存庫が

大きくなる未来もあるのでは。 

• 「どんな味なんだろう？」をすぐ試せる→ すごく臭いと言われている物とか、わざわざ買ってくるのは嫌だけど興

味のあるものを少しだけ食べられる。 

• 皿や箸まで食べられる素材で作ってもらい、食事の後に片づけをするという習慣がなくなるとうれしい。 

• 料理の技術が発展していない国、地域でも一流の料理を食べることができる。 

• 海外で調味料がそろわなくても、特殊な材料買わずに現地のものに似せた料理を作ることができる。 
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＜調理工程＞ 

• オートシェフについては、調理工程を楽しむという体験も魅力がある。 

• 帰宅するタイミングで料理ができている。 

3）未来のスーパーマーケットに、どのような機能や場所があれば魅力的か？ 

＜生産・流通一体型＞ 

• スーパー内で野菜生産、肉・魚培養、飼育（出来立てを必要なだけ）。 

• スーパーの横に野菜の生産拠点やレストランがあって、体験を踏まえた調達ができるようになる／味、香り、食感

を楽しむショールームがある（見本市）。 

• 生産者とのコミュニケーションが取れる（バーチャル空間でのコミュニケーション／野菜生産などの工程を VR で

体験）。 

• VRやメタバースのような技術で、自分で畑から好みの野菜を獲ってくるような買い物スタイル。 

＜流通機能特化型＞ 

• 実店舗の役割がかわっている（非常時の食糧倉庫的な役割り）。 

• オンライン注文がほとんどになっている。 

• スーパーまでの距離が無意味化。自宅近くのスーパーじゃないところでの買い物も気軽に。 

• VR空間にお店、配達してもらう（店舗なし、倉庫のみ）。 

• 特定カテゴリーに特化して品ぞろえを充実させたいろいろなスーパー（別店舗）をひとまとめにして買い物ができ

る。 

＜エンターテイメント＞ 

• 昔の食、買い物文化を体験できるレジャー施設。 

• スーパーは 2極化し、無機的な物流拠点となるか、エンターテイメント性を備えたテーマパークとなる。 

• わくわく感を提供するものとして、味、香り、食感、経験に関する機能を備えていると予想。 

• 試食し放題。試食してよかったものを購入する、というイメージ。 

＜流通・調理一体型＞ 

• スーパーで物を買って、そのまま調理して持って帰れる。栄養素、塩分指定可能。 

• ウォークインクローゼットのような冷凍食品売り場が欲しい。防寒着を着ないまますぐに入れる。 

• 個人ごとのレンタル倉庫、体験型。自分が開発した野菜のフリーマーケット＆その場で調理して食べてもらえる。エ

ンタテイメントパーク（調達の場ではなく、体験の場）。 

４）どのような模擬食材が実現していると魅力的か？ 

＜新たな食体験＞ 

• 木を原料にしているなど、従前では食べられなかったものを原料として生産されている。 

• 絶滅した動物、絶滅危惧種の味を再現。 

• 毒のある食材 フグ肝、毒キノコ。 

• 生食を禁じられている食材の生味再現 心置きなくレバ刺し。 

• そっくりさんにする方向とは別に自然界にない食感。新しい食品。それまでなかったものが可能方法により可能に

なる（ハリーポッター「鼻くそ味のお菓子」そんなイメージの食品あるかも）。 

• ピーマンの青臭さが嫌われる。無味無臭で食べられる野菜（青臭さ）、魚（生臭さ）のない疑似的な食べ物。 

＜超高機能＞ 

• どれだけ食べても０カロリー。 

• １粒たべれば１週間満足。 

＜社会的ニーズ＞ 

• 環境負荷が低減されている商品であることが一つの評価軸となっている。 

• 欧州で食べられない食品（禁止されているフォアグラなど）を疑似的に作る。 
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【上記議論を踏まえた、SF小説ブラッシュアップのための提案例】 

 「未来のスーパーマーケット」の機能や利用方法について、「絶滅した野菜や石器時代の食事を

体験できるエンターテイメント型スーパーマーケット」、「アニメの中に出てくる食事ができるスー

パーマーケット」など、豊富なアイディアを、バリエーションを示してリアリティーを増すための要

素として提案した。 

 「フードプリンター/AI シェフマシン」の提供価値についてのアイディアを、生活や価値観への影

響等の観点についてのイメージとして提案した。 

 なお、これらの議論で膨らませたイメージは、イラスト表現を行う際のサジェスチョンとしても活

用された。 

（3） SF小説 「美はまた近くになりにけり」の概要及び議論のポイント 

【主要登場人物】 

橘アサヒ 男性：31歳 

アパレルメーカーに勤める会社員。美容系 SNS のヘビーユーザーでランキング上位。元々は配信者

としてコスメ、エステ、美容整形の情報などを扱い、SNS内で人気だった。強い美学の持ち主だが、その

中心にある「美しさ」が何であるか上手く説明できない。会社で責任ある立場になり、昔のように美容に

こだわる時間が減ってしまった。自宅には段ボールと脱ぎかけの衣服が散乱し、雑に食事を摂ることも多

い。さらには便秘気味で、週に一度はマッサージ店へ行っている。 

 

柳川ノゾミ 女性：94歳 

腸内環境を他人へ公開しているフローラモデル。若い頃は舞台女優だった。美容系 SNS が開催する

アワードの健康部門では六年連続トップ、総合トップにも一度。プロフィールは基本的に非公表で、マス

ク姿の写真だけで 40 代くらいと思われている。趣味は旅行。海外にも頻繁に行くし、都内なら歩きだけ

でどこにでも行く。性格はあけすけで、フローラモデルという職業でさえ「うんこモデル」と自称する。子供

の頃に教師から「ちゃんと背筋を伸ばせ」と教えられたことを丁寧に守っている。そのためか、汚いものも

受け入れ、真っ直ぐ前を向くことを誇る。 

 

主要ガジェット 

フローラオー

トドライブ 

腸内環境を整える機能を持った人工細菌。サプリメントとして経口摂取し、腸まで届く。免疫細胞

の活性化、代謝調節などに効果がある。摂りすぎると悪玉菌を減らしてしまう。市販品であり安価

だが、一般的な用法でしか効果はない。リストバンドと検便用の棒。それから微小な機械と腸内細

菌を一緒に固めたサプリメントのキットを購入して使う。使用者が検便すると簡易な診断結果が出

て、その結果に基づき、利用する細菌サプリメントと食品を組み合わせて摂取する。海外旅行など

の際、旅行先の地域の人々の腸内環境を参考にして腸を調整することもある。 

フ ロ ー ラ ド

ネーション 

フローラオートドライブを利用した便移植技術。美容医療行為であり、いくらか高価。腸内環境が

悪化した人物の腸内細菌叢を解析し、そこに見合った細菌環境を調整する。フローラモデルなど

による、公開された良好な腸内環境をもとに移植する人工便を作成。オーダーメイドで作成された

フローラオートドライブであり、理想的な腸内環境を作れる。時にはフローラモデル本人による提

供もあり、アスリートや美容家などのものが人気。 

スクロール 電子フィルムの一種。鏡などの平面に薄い膜を張り、簡易なモニター端末にする技術。スクロール

の本体はペン型で、起動した状態で二本の線を引くと、その間に膜を投射する。使用された膜は

回収もできるが、大体は分子になって分解される。カートリッジ式。 
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【あらすじ】 

都内に暮らす会社員の男性・アサヒは、美容系 SNS に投稿を行っている。しかし、自身よりも人気の

ある「ノゾミ」を名乗るユーザーに複雑な感情を抱いている。アサヒは「フローラオートドライブ」という美

容技術をノゾミが使っていることを知る。自身も取り入れるべきか悩むアサヒは、健康で若々しい柳川と

いう老女と知り合う。彼女もまた腸内環境の重要性を説く。アサヒも心身ともに大事にすることを願い、

フローラオートドライブを使おうと思い立つ。 

 

 

表 2-9 「美はまた近くになりにけり」のフードテックに関する議論（抜粋） 

 

１）フローラオートドライブ（腸内細菌のケア・移植など）は、どんな人にとって、どんなところが魅力的か？ 

＜どんな人に＞ 

• 老若男女にとって汎用性が高い。すべての人にとって魅力的。 

• 健康面で困っている人。病気とまではいかなくても「不調」は腸内環境が原因の場合が結構ある。 

• 食事によるプロ/プレ/シンバイオティクスでは体質改善ができない人。 

• 便秘対策 シニア、若い人（偏食、運動不足、ストレス）が市場を作るのでは。 

• アレルギーの子どもを持つ親（突然アレルゲン反応した理由に、腸内細菌叢の変化がある）にとって魅力的。 

• 女性にニーズがありそう。お肌、代謝、便秘など、女性のお悩みにドラスティックに効果があるイメージ。 

＜どのように＞ 

• 一般論として、腸内細菌は免疫などすべてに関わる。どこが悪いというより全体的によくしていきたいという価値が

高いのではないか。 

• 健康のベースになる。健康診断の必須項目になると嬉しい。 

• 体の測定。体温などを簡易に測定できることによって、食べるべきものなどがわかると良い。 

• あこがれの人と同じになれるという心理的効果（有名人が身に着けているブランドを買い求める感覚）。 

• アスリートと同じパフォーマンスを発揮できる（気がするというだけでも魅力）。 

• 消化吸収の効率向上→摂取する食品の量が減る→食糧総量減、フードロス削減につながる。 

• ドネーションされたい。食の楽しみは、「いろいろ食べたい」と「必要なものを食べたい」の２つがあるが、これをコン

トロールできるようになる。結果、食の選択肢が増える。 

2）フローラオートドライブ（腸内細菌のケア・移植など）の別のアプローチ方法とは？ 

＜センサリングの方法＞ 

• 腸内にカプセル型のセンサーを入れる。 

• TOTOなどトイレメーカーが、分析してから流す機能をもつ。 

• サンプリングが採便の棒ではなく、センシング、ITやビッグデータの部分を発展させてみては。 

＜見える化・分かる化＞ 

• 食べたものが腸内細菌との共存共生、腸内細菌と話せる、など。 

• 今より簡単に腸内フローラがわかるようになった。今のピロリ菌の情報と同じように、腸内細菌も。 

＜健康サービス＞ 

• 新生児～乳幼児段階でデザインされた腸内細菌叢を構築する栄養処方。 

• 運動やセラピーなども含めてフローラを診る複合健康施設。 

• ドネーションだけではだめで、そのあとで食べ物とセットにした健康づくりのサービスがある。 

• インカ帝国のスーパーフードを食べている人たちの便を何かしらの形（３時のおやつのクッキーなど）で提供する。 

• ビフィズス菌の由来も状態によって選択すると健康に。 

• トイレに行ったときの便で可視化できる、食べるものもリコメンドしてくれる。 
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• マンション工場とつながってくる、何を食べたらいいのかわかる。 

3）フローラオートドライブ（腸内細菌のケア・移植など）の別の活用方法とは？ 

＜腸内細菌からの拡張＞ 

• 土壌細菌も見えれば、どこの土地の食品がよいというエビデンスが取りやすくなる。 

＜腸内細菌との関係性＞ 

• 細菌は悪いイメージだが、腸内細菌のような有用なものもある。より友好的な関係になっているのではないか。 

• お風呂で腸内細菌フローラルを取り入れている、フローラドネーションがある意味行われている、脳腸相関の観点

からメンタルヘルス・心が疲れ気味の人に効果的→メンタルヘルスと脳腸相関からあこがれている人のフローラド

ネーションを受けると憑依する。 

• 家族の気分が落ち込んでいるときに何を食べさせるべきなのかの選択肢の指標となるのがフローラオートドライブ

なのか、食べ物とセットでサプリ様の調整剤を摂取する。 

• フローラの美しさ、一様の美しさではなく好んで選ぶ時代、どういう腸でありたいか。 

• 個人の DNA検査のように、腸内フローラデータも入手可能に。（ログがあればもっと有効活用できそう）。 

＜治療＞ 

• 難病の人は腸内細菌が偏っているため健康な人のものを移植するというのが医学界隈でも使われ始めている。 

• 大腸がんの家族歴のある人への事前治療法としての活用（乳がん治療のような）。 

• 口内フローラ移植による虫歯や歯周病の撲滅。 

• 皮膚常在菌層の移植による肌トラブルの撲滅。 

• 微生物叢デザインによる創薬 タンクに健康な人の大腸を再現して有用成分を抽出。 

• 自分が健康な若い時の糞便を老後に移植。 

＜消化吸収＞ 

• 消化管内微生物叢による栄養産生。 

• 乳製品やココアなどへの添加、粉末飲料での摂取や、その他食品からの摂取（発酵食品経由 納豆やキムチ）。 

• 飢餓等、満足に食が得られない国の人々に一時的ではあるが、救済措置として。 

• シロアリのようにセルロースも何でも消化吸収できる腸内細菌。 

• 家畜（例：乳牛）への応用。少ない飼料で育つ、ゲップしづらい、健康に育つ。 

 

【上記議論を踏まえた、SF小説ブラッシュアップのための提案例】 

 「フローラオートドライブ（腸内細菌のケア・移植など）」の機能や利用方法について、「人だけで

はなくてペットや家畜への応用もできるのではないか？」などの豊富なアイディアを、リアリ

ティーを増すための要素として提案した。 

 「フローラオートドライブ（腸内細菌のケア・移植など）」と食事との関係性についてのイメージを

出すとよりリアリティーが増すのではないかという提案を行った。 

 なお、これらの議論で膨らませたイメージは、イラスト表現を行う際のサジェスチョンとしても活

用された。 

（4） SF小説 「くらやみマンション S.O.S」の概要及び議論のポイント 

【主要登場人物】 

イサ、みっつん、フクロ 男性：全員 9歳 

千葉県の循環植物工場と併設されたマンションに暮らす小学三年生の男子三人組。性格はそれぞれ

知恵者、お調子者、おっとり。 全員が今どきの子供で品行方正。ただし、好奇心は十分にある。 
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米良カツキ 男性：26歳 

マンションに暮らす若い男性。循環植物工場でブランド化した野菜の生育を指導する栽培士。固定種

の栽培は難しいが、循環植物工場の管理された環境では安定した供給になる。マンション内で新しく黄

ニラの栽培を始めたところ、変な噂の出どころになってしまう。ずっと自室に籠もり、また無口なため、マ

ンションの子供たちから不気味に思われている。 

 

主要ガジェット 

複合マンショ

ン 

様々な業態をマンション内で完結させるもの。主に食品生産などが扱われる。災害に強く、輸送に

かかるコストと環境負荷を下げ、住民に安定して食料を提供できるというメリットがある。マンション

に住んでいない近隣住民も契約することで、栽培物や養殖物を定期購入できる。 

循環植物工

場 

一般的な野菜の栽培工場に対し、近隣住民が出すゴミなどを肥料といて循環させる生産モデル。

さらに進化し、複数の機能を持つ複合マンションの一種として存在している。マンション住民の出

すゴミを微生物によって高速分解する設備があり、肥料として再利用される。得られる肥料はマン

ションごとに変化があり、それらの肥料で最も良く育つ野菜を見極める技が必要。宅地栽培士の

資格を持つものがマンションに入り、見合った生産物を用意する。 

ペーパー 電子フィルムの一種。付箋のような形で何枚も束ねて入っている。情報検索が可能だが、通信機

能は付いていない。子どもから大人まで利用している。 

 

【あらすじ】 

小学生のイサ、みっつん、フクロの三人は社会科の発表で野菜について調べることになった。しかし、

誰も野菜がどこから来るのかを知らない。悩む三人は自身の暮らすマンションに「くらやみ階」なるもの

があると聞く。三人は「くらやみ階」の謎を追う中で、米良カツキという若い男性と出会った。そうした中、

みっつんが「くらやみ階」に閉じ込められたと言い、イサとフクロが探しに行く。しかし、そこで三人を出迎

えたのは怪しい住人の米良だった。米良の案内によって、三人が目撃したのは暗い室内で栽培される黄

ニラだった。三人が暮らすマンションは、生ゴミから肥料を作り、マンション内で野菜を作る場所だったの

だ。 

表 2-10 「くらやみマンション S.O.S」のフードテックに関する議論（抜粋） 

 

１）都市部における野菜の地産地消・循環が提供する価値の魅力とは？ 

＜資源循環の価値＞ 

• 生ごみや生活排水由来のエネルギー生産で、光熱費を抑えたマンション 太陽光＋バイオマス（発酵→メタンと

か）。 

• ごみを出さないことを大切にしている家族にとって、自分のマンションで育てた野菜への愛着、「ごみをださない」に

フォーカスして、舵を切るのでも良い。 

• 害虫がいないため農薬・肥料を使わないのがメリット、有機野菜を使用して健康を考えている層にとって魅力的。 

＜地産地消・フードマイレージの短縮＞ 

• 全部の植物を作ることはできないが、輸送をしなくていいということは大きな価値。フードマイレージ。 

• 地産地消・食育という文脈で価値がある。 

• 環境保護に関心のある人。 

• 食料自給率とかは改善している／野菜を輸出入するエネルギーを省いていく。 

• SDGｓでエネルギーを使わない社会にしていくことが可能（地産地消）。 

＜コミュニケーション＞ 

• この時代のおじさん・おばさん世代の考えを継承していく、地域で農業をしていくことで世代間をつなげる、世代を
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分断しないコミュニティ形成に役立つ。最初は玄人の人がつくり、そこから各家庭に広げていく。 

• 複数の世代間でのコミュニケーションツール（これまで以上にコミュニケーションをとれる）。 

• 「知り合いが作っている」という情報価値は美味しさを増す。 

• 栽培プロセスへの参加 ～ 収穫祭のようなコミュニティのイベント。 

＜野菜の鮮度・安心感＞ 

• 鮮度の良い食材を容易に手に入れられるのは魅力。外出がつらい人、ひきこもりたい人。 

• 鮮度，安全安心感 ～ 手元で作っている。 

• 植物工場ではあるが、マンションの一室、住んでいる空間で完結する。外出を嫌がる人もいる。身近で植物ができ

る。 

• 防災的な観点からのレジリエンス。 

＜利便性＞ 

• 値段の上下が無い 安定した価格で野菜が食べられる。 

• 買い物難民が減る、なくなる。 

• 少量で栄養価の高い野菜を食べたい人にいい。 

• 自分が出す生ごみで家賃が安くなる。 

＜その他＞ 

• 場の価値を上げたい、デベロッパーにとって魅力的（出たもので肥料にする＝そこに住んでいるキャラクターで特

長立つ）。 

• チーズをよく食べる人が多いこのマンションでは乳酸菌の多いレタスができるとか。 

2）都市部における野菜の地産地消・循環の別の利用方法とは？ 

＜他の種類の建物＞ 

• 人がいなくなった廃墟や住宅を拠点として再利用可能。 

• マンションでできるのであれば戸建て、オフィスビルでも可能。団地の集会所で野菜を配る。 

• 大型店舗で野菜の仕入れ、レストランの屋上で栽培と仕入れができてしまうのではないか。 

• 人が集まれば船の上でも可能。 

＜極めて厳しい自然環境下＞ 

• 食糧の搬送に大きなコストのかかる南極地域観測隊や山小屋などでの活用（種子を持っていくだけ）。 

• 海底都市、地底都市、空中都市など、現代では街の無い空間に街を作れる。 

• 宇宙ステーションでの活用 水、食料。 

• 日本も亜熱帯化して別のものが作れる。 

＜技術開発を伴う＞ 

• ごみ循環で発電しドローンにも利用できている。 

• 残飯（ゴミ）を肥料やエネルギーにするだけでなく、「食品」として利用。 

• 世界に広がれば食糧問題を解決できる。 

• 分解を今よりも高速にしないといけない。今のスピードでも堆肥にするのは難しい（10 倍の速さが必要）。プラス

チック・紙ごみも早く土に返るようにする高速分解・循環システム。 

• 細胞培養液の栄養素に変換する。 

＜その他＞ 

• 黄ニラ以外に、ホワイトアスパラ、もやしなども欲しい。 

• 栄養価の高い作物ができる技術が発展する。コミュニティごとの食を通しての健康管理、健康になれるマンション。

マンションごとにアプリがあって調子が悪い人にリコメンドできる。 

3）都市部における野菜の地産地消・循環の別のアプローチ方法とは？ 

• 高速で安価な物流網を整備して、地方と都市の時間的距離を縮める（都市部が便利になりすぎると人口の偏在化

が加速しそうで心配）。 

• いきなりマンション（民間）でなく、行政（学校など／教育の観点からもよい）が先行するのでは？ 
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• 経済を活性化させるため、マンションごとのデータがデジタルツイン化されていれば、メタバース間で売買がされる

ようになる→野菜・肥料のデータが共有されることでブラッシュアップされる、デジタル側でデータを回すことで活

性化効率をあげる、地産地消の循環サイクルを早くする。マンション内で消費するだけだと飽きる、結局遠いところ

から引っ張ってくるとサステナブルではない。 

• 料理にレシピがあるように、植物生育にもデータセットがある、そのデータを流通させることでどこでも誰でも場所

を選ばず各地のマンションで作られている野菜が生育可能になる。 

• マンションの一か所で作るだけでなく、一部屋ごとに作る（〇〇さんちのじゃがいもはうまい、葉物は～）。 

• 収穫された野菜がそれぞれの個人宅に自動的に届くシステムが欲しい。 

 

【上記議論を踏まえた、SF小説ブラッシュアップのための提案例】 

 小説中に書かれている「野菜の地産地消・循環」のほか、「野菜以外の循環も行われると楽しい」、

「栽培技術に関するデータセットが流通するなどの IT 技術があるとわくわくする」などの提案を

行った。 

 「都市部における野菜の地産地消・循環」のメリットについて整理した上で、生ゴミ以外のものも

分解し、利用するシステムがあると良いとの提案を行った。 

 なお、これらの議論で膨らませたイメージは、イラスト表現を行う際のサジェスチョンとしても活

用された。 

  



 

25 

2.4 タスクフォースの実施 

2.4.1 メンバー募集と選定 

WT 参加者に対して、TF の全日程に参加可能であることを条件として、希望者を募集した。35 名か

らの応募があり、属性、職種、食品産業への関わり等の多様性に配慮し、メンバーを 10 名選定した。10

名を 5 名ずつの 2 チームに分けて、SF 作家 1 名、及び事務局メンバー（監修者を含む）でのワーク

ショップを、第２回WT と第３回WTの間に各 3回ずつ実施した。 

各ワークショップの流れは、「第１回：【未来の新言葉を作成 】（発散）」「第２回：【未来社会の構造作

成 】（収束）」「第３回：プロットへのサジェスション」の順に行っている。2 

2.4.2 タスクフォースの実施 

（1） チーム 1のタスクフォース開催概要 

 

タスクフォース１ 

開催期日 2021年 10月 26日（火）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 ５名（事務局含まず） 

 

タスクフォース２ 

開催期日 2021年 11月 2日（火）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 ５名（事務局含まず） 

 

タスクフォース３ 

開催期日 2021年 12月 14日（火）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 ５名（事務局含まず） 

（2） チーム２のタスクフォース開催概要 

 

タスクフォース１ 

開催期日 2021年 10月 27日（水）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 ５名（事務局含まず） 

 

タスクフォース２ 

開催期日 2021年 11月 4日（木）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 ５名（事務局含まず） 

 
2 ワークショップの基本的な流れは、「SF思考 ビジネスと自分の未来を考えるスキル」（三菱総合研究所 シニアプロデュー

サー 藤本敦也、筑波大学 HAI研究室 研究員 宮本道人、三菱総合研究所 参与 関根秀真、2021年 7月、ダイヤモンド

社）、第 4章「SF思考がはばたく『未来ストーリーづくり』」に示すものと同じ。 
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タスクフォース３ 

開催期日 2021年 12月 15日（水）13：30～17：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 ５名（事務局含まず） 

 

（3） タスクフォース ワークショップ概要 

1） タスクフォース１ 

タスクフォース１の主な目的は、「2050 年の食卓」を大きく変えているフードテックやそれを活用した

サービスが何かを考え、具体的にしていくことにある。 

よって、まず事務局から、WT２の内容や結果および、フードテック技術マップなどのインプットを行っ

た。これらを踏まえ、あらたに WT２と同様に新しい「未来の食に関する言葉」を作り、その言葉から未来

の食に関する新ビジネス（サービス・商品）のアイディアを考えるという手順を踏んだ。 

その後の流れも基本的には WT2 と同様である。この未来の食に関する言葉を具体化すべく、新ビジ

ネスを成立させるために必要となる別の新技術など派生するアイディアを出していき、さらに、その新ビ

ジネスについて、満足している人と不満のある人を想定し、それぞれの立場からの意見を出してみる。こ

うすることで、新たに生まれた「言葉」が未来において、どのようなものとしてとらえられているか、どのよ

うな機能をもったものなのか、グループのメンバーで一緒に想像し、形を作っていった。 

この段階では、例えばソニックブームレストラン（形はそのまま、中だけやわらかく、どんな人でも、周囲

と同じように見える料理（衝撃波調理による）を楽しめるレストラン）や、脳内賞味期限などの言葉がにつ

いて検討していった。 

 

■インプット（MRI説明） 

・豊かさと持続可能性の両立 

・価値観変容・技術革新に伴い加速するライフスタイル変化・ニーズに対応しながらも、100 億人近くにまで達すると見

込まれる人口全体に、持続可能な形で食料が行き渡るようなフードシステムを希求 

・パーソナライズ化やコミュニケーションテクノロジーによる「ウェルビーイングの実現」、代替タンパク質、フードロス削

減、地産地消、スマート農林水産業による「持続可能性確保」の両立・同時実現を目指す。 

・2050年の食卓シーン  

①食材生産：タンパク質需要の増加、AI・ロボットによる省力化 等  

②食の消費：環境負荷削減への意識向上、食の二極化（栄養／楽しみ）等  

③食と健康：健康データの利活用拡大、パーソナライズ食・生活指導 等 
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出所：令和２年度フードテックの振興に係る調査委託事業 

 

出所：令和２年度フードテックの振興に係る調査委託事業 

 

次に、その新ビジネスからどのような新職業が出てきているのか、そしてその新職業についている人

はどのような属性（年齢、性格など）なのかを考えてもらった。現在でいうところの YouTuber のような

2050年の食卓の姿へ

2020 2050

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
化/

技
術
革
新

時間

過去30年の生活スタイル
⚫ 「くらしのインフラ」パソコン、スマホなど情報通信機器の
普及、エコカー、再生可能エネルギー等の環境技術の
普及

⚫ 「仕事・暮らし方」一人暮らしの増加、女性の社会進出
⚫ 「食と健康」電子レンジの普及と冷凍食品の利用拡大
（30年間で約2倍）、内食から中食（30年間で1.7
倍）への変化等

豊かさと持続可能性の両立
⚫ 価値観変容・技術革新に伴い加速するライフスタイル変化・ニーズに対応しながらも、100億人近くにまで達すると見込まれる人口全体に、持続
可能な形で食料が行き渡るようなフードシステムを希求。

⚫ パーソナライズ化やコミュニケーションテクノロジーによる「ウェルビーイングの実現」、代替タンパク質、フードロス削減、地産地消、スマート農林水産業
による「持続可能性確保」の両立・同時実現を目指す。

社会
（人口）

環境

食料需給
の持続可能性

1990

フードテックの
進化・拡大

ニーズに対応

97億人78億人53億人

1988年
IPCC設立
気候変動が国際課題化

1997年
京都議定書採択
温室効果ガス削減目標

2015年
SDGs・パリ協定採択
2020年以降の排出削減

2008年頃
バイオ燃料
食料との競合
問題提起

2016年
畜産物・ロスの
気候変動影響
問題提起（FAO)

生活スタイル（ニーズ）※１
⚫ 【環境配慮型】食品ロス等を極力減らし、環境に配慮した食生
活（67.6％）

⚫ 【個人への最適化型】自分の対象・好み・アレルギー等の情報
に基づいたメニュー提案等パーソナライズされた食生活
（52.5%）

⚫ 【バランス型】好きな料理は自分で作り、食材管理等作業を部
分的にロボットに任せた食生活（49.1%）

※１：2020年12月実施mifアンケート調査(対象年齢20代~40代前半（SDGsのターゲットのうち、「飢餓をなくすこと」や「持続可能な生産と消費」といったターゲットに関心のある層）N=1,000)

2030年
日本の目標
GHG46%削減 ※2013年比

2050年
日本の目標
カーボンニュートラル

世界の需要
2010年・2012年比
穀物：1.5~1.7倍 畜産物：1.5%~1.8倍
野菜・果物1.5倍 魚類：1.4倍

～次世代フードシステム～
⚫ パーソナライズされた医食同源、個々人のニーズ対応（ゲノム編集育種、機能性食品、その
他スマートキッチン（情報解析含む）、他）

⚫ 重労働等からの解放（スマート農林水産業、宅配ロボット、調理ロボット、他）
⚫ 資源投入効率向上（代替タンパク質、陸上養殖、高効率冷凍技術、他）
⚫ フードロスの削減（食品廃棄物利用飼料用昆虫、保蔵技術、他）
⚫ 地産地消の促進（産地～消費者へのプラットフォーム、他）
⚫ 社会とのつながり（VRを利用したコミュニケーション技術）

トレンド継続

・・・・

気候変動影響本格化（供給サイド）

279兆円

サハラ以南アフリカなどで人口が増加

気候変動影響が異常気象の形などで出始めている

24兆円

ライフスタイル
（現在）

ライフスタイル

フードテックが実現

ライフスタイル
（過去）
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存在である。新職業を考えることで、新ビジネスがどのように浸透しているのかだけでなく、未来のバ

リューチェーンの検討も同様に行うことができる。 

そして、時代の変化を一番実感していると想定される新職業/属性（キャラクター）の視線から「2050

年までの社会変化・事件」についてつぶやいてもらった。自分の視点ではなく、あくまでキャラクターの視

点で、客観と主観を兼ね備えた面白いコメントが登場した。（例：流動食しか食べられないときに、枕元に

衝撃波調理器があって新鮮なリンゴを破壊して食べさせてもらえるようになって、すごくうれしい） 

ここまでがタスクフォース１の主な内容となる。インプットを踏まえ、新しい言葉を作り、その意味や技

術的な裏付け、そしてそれにより台頭した新職業を検討。加えて、なぜそのような世の中になったかを、

キャラクターの口から語らせることで、現在と未来をつなぐキートレンド候補を出した。 

 

 

図 2-4 タスクフォース１の流れイメージ 

 

※「逆行植物工場」は、「くらやみマンション S.O.S」の中にコンセプトとして取り込まれ、ガジェット名称は「循環植物工場」となった。 

 

2） タスクフォース２ 

タスクフォース２の目的は、タスクフォース１で考えた新サービス・技術などが、食卓を超えてどのよう

な社会変化を起こしているのか、そしてその社会変化の中で出てくる新たな社会課題は何で、どうすれ

ば解決できるのかを浮き彫りにすることである。 

よって、最初に事務局より、マクロトレンドを踏まえた 2050 年におけるヘルスケアや、モビリティ、エ

ネルギーについてのインプットを行った。インプットを踏まえ、「2050 年、前回考えた食の新ビジネスは

サステナビリティ、コミュニティ、暮らし方、住居や、働き方、ヘルスケア（介護、予防、医療）などと、どのよ

うに絡んでいるか？」という問いを投げかけて、議論を行った。（例：ソニックブームレストランだと調理時

間が短く CO２排出量の削減になる、等） 

一通り、社会像がイメージできたところで、新たに未来のキャラクターを考えた。前回の新職業のキャ
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ラクターとの違いは、フードテックの供給側ではなく、どちらかといえばユーザー側のキャラクターを作る

ことにある。また、なるべく多様なキャラクターを作っておくことも意識した（例：天然さん：70 代男性。天

然。無添加にこだわっている。ワンちゃんの餌も天然のもの。年金とリモート顧問で生計。柴犬を飼って

いる）。またタスクフォース 1 と同様に、なぜこのような 2050 年になったのかなどについても、キャラク

ターの口を借りて話すことで、現在から 2050年までの社会変化のポイントを浮き彫りにした。 

次に、もう少し詳細な社会像を検討すべく、様々な業界がどう変化しているのかについても検討した。

ここでは食に関連する、流通業界だけでなく、服飾業界や建築業界など、すそ野を広げて検討すること

を行った。 

最後に、自分たちが作ったキャラクターが未来社会を楽しんでいるか、辛いのかなどを考え、そこから

未来社会の課題やトラブル、解決方法などを検討した（例：口から食べることの重要性を再認識してもら

うプロジェクトがポイント。顎を鍛えてもらうための商材普及により解決、等） 

 

■新ビジネスと 2050年の社会トレンドとの関係性 

 ・サステナビリティ：カーボンニュートラル/気候変動への対応（収量・漁獲量） 

 ・コミュニティ：高齢化率 33％/単身・共働世帯増加 

 ・暮らし方・住居：家電の知能化/多拠点移住の進行（関係人口増加）/EV・水素、ドローンの普及 

 ・働き方：ロボットファーストの職場が増えていく（流通、建設、介護など） 

 ・ヘルスケア：予防に対する取り組みが本格化（健康管理デバイスなど） 

 

 

図 2-5 タスクフォース２の流れイメージ 

 

※「逆行植物工場」は、「くらやみマンション S.O.S」の中にコンセプトとして取り込まれ、ガジェット名称は「循環植物工場」となった。 

 

 



 

30 

3） タスクフォース３ 

タスクフォース１と２を踏まえ、作家にプロット案を作成いただいた。そのプロット案をもとに、細部に対

する検討・意見を集約することを目的にタスクフォース３を開催した。 

まず、作成したプロット案や作家からの質問をもとに、事務局から検討すべき論点を列挙し各論点に

対してメンバーとともに、一つ一つ検討を行った。以下に、列挙した論点と議論の概要例を示す。 

※各作品の概要は、「第 3回WT（ビジョンの磨き上げ）」に示した。 

 

■作品（「山のくらし」「街のくらし」プロット） 

例１：2050年に解消されていない食育課題は何だろうか？（コオロギ飼育の意義）  

・ヘルスケアの観点から、栄養バランスを整えるための食育は、既に完全栄養食で一般的なものは調整済み。個人の

生活スタイルによる 眼精疲労とか、ストレスレベルのコントロールなどの段階になってきているのではないか？  

コオロギを育てて食べようプログラム（「鶏を育てて食べる」食育の昆虫食版：命の尊さを教えたい）。 

・2050年は昆虫食も一般的になっていると考えられる。動いているものの中で、家でも育てやすいコオロギが食

育のキートレンドになっている（食のサステナビリティ）。 

・2050年のコオロギは、今の我々の食材の感覚だと鶏と同じように（普通の食材として）とらえられている。 

例２：全自動宅配 AIがある時代のスーパーの役割とは？（普段は誰が何の目的で利用している？）  

・例えば、新しい加工食品の見本市的な場？趣味の料理教室？食育の場？など  

・普段は滅多に足を運ばないが、行けば何かあるかもという発想ではないか（非常時）。  

・リアルスーパーは物流倉庫化するのではないか。配送コストや物流コストを考えると、小規模の配送拠点ができるだ

ろう。そこがスーパーの進化版になるのでは。非常食の備蓄倉庫を兼ね備えたものがスーパーになっていく。実際に

大雪や大雨になると、救援物資の調達は行政主導となるので、今後は行政がスーパーと協働する可能性が高いと思

う。  

・スーパーに展示場としての可能性が出てくると思う（調理例の提示。伝統料理につながる可能性。どこそこのスー

パーが楽しい。 等）。  

・米国ではこのコロナ禍でカーブサイドピックアップ、オンライン・グローサリー・ピックアップ（OGP）が話題になった（オ

ンラインで注文して、自分で取りに行く。ドライブスルーの進化版） 。 

・経営的な観点だと、生鮮品だと在庫が 3日～4日しか持たないので、人が殺到してもすぐなくなってしまう。ライフラ

インの備蓄倉庫として考えるとそこまでのものではない。ジャストインタイムのシステム的な感じになっているのではな

いか。 

例３：未来の食レポって今と同じ職業なのだろうか？（中学生の子の夢という設定）  

・視覚と聴覚（音）に加え、触覚 VRの放送ぐらいまではできてそうな気がする。  

・あと、レシピに加え、最後の成分などの情報もオフィスロボットにインプットされるのではないか。  

・匂いの情報は必須で入ってくると思う。味やにおいは数値化されるので、食べたときの感情のレポーティングになるの

ではないか。  

・食レポには、表現される言葉の妙味（レポーターの表現力）を味わうというのもあると思う。「絹のような舌触り」など。 

・製造方法、ゲノム解析による数値などがデータ化されている。自分と味覚があっている人の食レポを見て、データを

保存、注文していくかなと思う。 

・レポーターは「エヴァンジェリスト」のような存在になるのではないか。専門的な人材であると同時に、最新のテクノロ
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ジーや ITにおけるトレンドをユーザーに分かりやすく伝えていく役割。データが出たときに、新しい形で普及していく

人。  

・未来では、食レポは「人間に残された仕事」のひとつ。いまの食レポタレントがやっていることとあまり変わらない。その

人がおいしそうに食べているから試聴したい、みたいな。舌が肥える＝解像度があがる。 

例４：なぜ伝統食がここに残っているのだろうか？（残した人の考えを知りたい）  

・完全栄養食の普及で、万人にとって美味しい食が世界の市場を席巻し、反動的にクセが強い食も再注目されてい

る。発酵食品の効能が世界的に注目されていて、日本政府は戦略的に、各地域の発酵食品をコンテンツとして保護す

るプログラムを推進している。 

・発酵食品は、今後も残ると思っている。そこに違和感はない。 

・なれずし、ふなずしは小学生男子が「わあ、おいしそう」と喜ぶものではないように思う。発酵食品ではないけれど、稲

荷ずしなどは、伝統的で良いのではないか（小学生男子も喜ぶ）。 

・保存食系の伝統食かつ、子どもにも人気のものを登場させてはどうか。 

例５：完全栄養食を「食べる」のではなく、食べるという行為自体も今とは革新的に違うスタイルにできないか？ （今も

既にある完全栄養食（パスタや餃子）より、もう少し未来感を出しても良いかも）。  

・例えば、寝ながら３D眼鏡で自分の好きな音楽と映像、香りの中でうっとりしている間に栄養注入が終わっている、み

たいな未来はあり得るか？「充電に近い」イメージ。クリエイティブモード、作業集中モード、など、これからやることに

対応してカスタマイズ栄養を注入。 

・作業集中モードにして準備していたのに、次の作業に移れなくてイライラする、過剰にアクティブになっている時に予

定通りに進まない、といった課題もありそう。 

・摂食障害の治療にも使える技術になるのではないか。 

・ロボット掃除機みたいに壁によりかかると充電ならぬ栄養補給ができる。  

・全員座薬で栄養とれたらいいのでは？（ウォシュレット栄養：点滴よりはよいのではないか。針を刺さないので、点滴

が必要な子どもには優しいかもしれない）  

・腸内細菌に必要な栄養を創らせるという発想はあるかもしれない。砂糖水呑むだけで筋肉がつくれるような腸内細

菌を飼うといったこともあるかもしれない。 

・見えないところから養分を取るということを考えると、肛門からという案はよい。食べながらの会談は失礼になるかも

しれない（リモート会議でも）。  

・食べるということ自体が秘め事になって、エロティックなものとして取り扱われている世界もあり得ます。えー、食べる

ところを知らない人に見せるなんて！みたいな。  

■作品（「美はまた近くなりにけり」プロット） 

例６：フローラオートドライブの負の側面も記載があるとイメージしやすいのではないか？ 

・例：フローラオートドライブ詐欺/副作用がある（腸内細菌の突然変異？）、等 

・腸内細菌の多様性が失われ、一気に人類が絶滅してしまう（新ウイルス感染が怖い。抗生物質で腸内細菌が死滅し

たことでアレルギーやうつ、肥満等の現代病が蔓延したという話もあるし、多様性の確保は必要）。 

・社会実装の初期段階では、臓器売買のように、闇のイメージがついてしまう可能性もあるのではないか。 

・それぞれの国の食文化によって異なるフローラがあり、例えば欧米系の人のフローラを入れたら、ワイン（アルコール）

には強くなったが、大好きな生ノリが消化できなくなった、などのオチがあってもよい。 

・負の側面ではないが、ヨーグルトを食べても、ほとんどの乳酸菌は便で排出されてしまうそうなので、急激な変化をも
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たらすのではなく、変化にある程度時間が必要ということもあるのではないか。 

例７：美しくなること、自信を持つことに対して、活用できそうなフードテックはフローラ以外で他に何がありそうか？ 

・例：ロコモ対応のサプリ 

・例：うつ病と腸内環境の関係（食べ物からのメンタルヘルス対策：ストレスが腸を乱して鬱になることを防止するフード

テック）。 

・食物繊維や栄養バランス：未解明だが、気を抜くと食べなくなるもの（レンコン、ゴマなど）。 

【フローラオートドライブの定義】 

・自分自身で腸内環境をコーディネートできる（便移植など）：概念というよりもスタイルのことではないか。 

・フローラオートドライブの技術：便移植のほか、便の状態を把握し、サプリや栄養バランスのための食品を提供するな

どの健康管理手法や、菌を殺さない調理器具、便を検査機関に送って適した食生活のアドバイスをくれるサービス

などがあり得るか。 

・繰り返しの便採取はハードルが高いので、フローラオートドライブ専用トイレ、スマートトイレがあると良い。 

・菌の可視化便利ツール（日々の便から、手を汚さず、面倒くさくなく、簡単に、すぐに分かる）。 

・取り入れる（IN/Eat）」と「取り除く（デトックス）」の両方が記録されて、フローラ状況の推測をしてくれる。 

・ウェアラブルデバイスで心電図が取れるように、菌の状態はアプリで確認できると便利。 

・腸まで届き腸で溶けるカプセルで乳酸菌を飲むといった商品もあってよい。 

・実際に開発するとしたら、1. 実際の測定、2. AIで予測（推定）、の両軸で発展させる気がする。実際の測定はお金も

時間もかかるので、日常的にはAI予測を使い、年に 2～3回（健康診断の頻度）は実際の測定を行い、結果と紐づ

けるイメージではないか。 

・足りない食べ物の料理だけを、自宅に届けてくれる（例：きんぴらごぼうだけ届けてくれる、等）サービスも派生するの

ではないか。 

・リコメンドが発酵食品などの場合、キッチンである程度自動で調理してくれる、といったサービスもあるとよい。 

・サプリとかフードテックそのものだと、人工的な感じがして、利用を躊躇するかもしれない。 

例８：綺麗か、綺麗ではないか、の判断は、近い・遠いだけではない方が納得感があるのではないか。例えば、取り入

れているものへの拘りがあるのか、無いのかによって、丁寧に気を使っているかどうかなどの観点もあってよいので

は？（「自然との調和・在り方」が美しくないものは徹底して食べない、など） 

・登場人物の魅力を具体的にすると良いのではないか（どんな肌質なのか、髪質、歯が全部キレイ、歯茎が綺麗、目が

綺麗、手もキレイ、鎖骨もキレイ、ささくれもなく、生き方、ライフスタイル、自分に似合うメイク）。 

・アバターだと、フィルターをかけられるから、見た目はフィルター補正するようになるのではないか。 

・自分から遠い・近い、理解している・しない、などが美の話に近いのではないか。 

・登場人物の自分からの距離感で「汚い」を説明する件はとても共感。一方、あまりにも離れすぎると、無関心になる

（例えば、なぜ、自分の唾液は、一度外に出ると汚いと感じるのか？）。 

■作品（「くらやみマンション S.O.S」プロット） 

例 10：植物工場は、場所によらずに同じ品質のものが出来上がることに特性があり、特産品という言葉にやや違和

感。 栽培方式などについて知財化するといった方向か？（実証実験なので秘密） 

・システムそのものが知財化されているということではどうか。 

・すごく特徴を持っているとか、特産品という括りでなくても、付加価値が高いものがあるとよいのでは。 

・栽培士は、地域ではなく「マンションの特産」と発言しているので、違和感はない。 

・標準化された栽培設備＋栽培技術＝特徴のある農産物みたいなものと理解。（作られるものが違うのでは）。 
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・子どもが多いとか、〇〇好きな人が多いといった住民の特性によって、排出されるゴミに特徴があり、そのゴミからで

きるものにも特徴がでる。肥料や虫を介して、食などに循環していく。 

・食品に関する循環を意識した、マンションの住み替えなどがあればよいと思う。循環に参加するマンション。 

・調達に特徴があるという設定はどうか。例えば凄い量の紙おむつが必要になるなど、ペーパーレス時代に材料となる

紙が入手できるマンションはそこまで多くない。 

・ノウハウがマンション独自ならば特産品として良いかも。日照時間とか酸性度（土や水）とか。マンション独自に知財が

ある。「このマンションの人参、大根、ニラがうまい！」とか「管理人が匠」、といったキャッチフレーズができる。 

・farm to forkがマンション内で完結する。マンションの不動産価値に反映される付加価値となる。 

例１１：この時代の野菜の流通に関して課題とは？ 

・例：流通に環境コストが上乗せされ、野菜の値段が今よりもかなり高くなってしまう 

・例：生の野菜は高級品になり（刺身的な感じ）、加工（フリーズドライ、冷凍食品に）して運んでくるのが一般的となる、

等。 

・流通そのものが変わるのではないか。出荷するということ自体が変わってくる。 

・CO2対策の農地が増えてきて、実際の野菜の生産に影響を及ぼすこともあるか？ 

・流通はもっと革命が起きてもいいはず（容器の使いまわしによって、ゴミを少なくする）。 

・マンションの中で、循環させることで、マンション内での物流が普通になっていくのではないか（資源循環の仕組みが

ないと、マンションが売れない）。 

・マンション間の生産情報が共有化され、物々交換が生じるのではないか。（細かい物流みたいなのが出来てくるので

は。地域内での物々交換の仕組みが進化するイメージ）。 

・多品種になって品数が多くなると、住む人にとっての魅力になるのではないか。 

・フードマイレージは環境指標として重視されてくると思う。鮮度の高い、かつ安全な野菜の価値はますます高くなって

くる。作るプロセスも重要視されると、マンション植物工場がより魅力的になるかも。 

・温暖化で、作物の栽培適地が北上すると言われている。これまで食べられていた野菜の価格が上がってしまうので

は。 

→量を食べなくても必要な栄養素がたくさん入っている凄い野菜みたいなものが高価格で取引される、というのはど

うか（サプリなのか、野菜なのか…わからないものが高価格で取引されるのかも）。 

例１２：地産地消や環境負荷の低い不動産が求められていることを考えると、都心のマンションで植物工場を行うのは

理にかなっている気がするが、現状できていないのはなぜか？（採算性か？規制か？技術か？）もし、植物工場を導

入することで容積率緩和などの優遇措置があれば、普及するのか。 

・ブランドイメージなどは必要なのではないか。 

・現状はまだ採算性の面で厳しいのではないか。 

・マンション植物工場の出荷価格≒スーパーの販売価格であれば可能ではないか。 

・2050年に、都心への一極集中はないのかもしれない。 

・工場栽培のレタスだと無菌で作ることが可能なため、鮮度が保ちやすいという付加価値があり、サンドイッチ用のレタ

スなどの加工用原料は植物工場産のものが増えていると聞く。 
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2.5 「2050年の食卓の姿」ビジョン ～SF思考による～ 

今年度のWT活動を通じて制作した「2050年の食卓の姿」ビジョンは、SF思考の手法を用いたSF

短編小説４編として次ページ以降に示す形で公開した。 
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。
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光
合
成
を
は
じ
め
る
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。
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。
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収
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介
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。
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る
。 

 

分
解
作
業
が
終
わ
る
こ
ろ
、
左
手
首
の
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
が
振
動
し
た
。
「お
仕
事
中
す
み
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
で
す
」 

「
な
に
」芸
術
家
は
額
の
汗
を
軍
手
で
ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
木
槌
を
土
間
に
置
く
。
「地
震
警
報
な
の
」 

「
ち
が
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
障
害
で
す
。
現
在
、
東
京
上
空
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
安
全
飛
行
閾
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
原
因
究

明
中
、
復
旧
未
定
」 

 

耳
を
疑
っ
た
。
「な
に
そ
れ
。
ど
う
い
う
こ
と
」
芸
術
家
は
大
き
な
窓
か
ら
み
え
る
空
に
目
を
や
る
。
「
天
気
の
せ
い
、
じ
ゃ
な
い

よ
ね
」
ド
ロ
ー
ン
が
飛
べ
な
い
の
は
大
型
台
風
が
き
て
い
る
と
き
く
ら
い
だ
。
天
気
予
報
と
あ
わ
せ
て
配
送
障
害
予
測
情
報
が
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通
知
さ
れ
る
の
で
こ
れ
ま
で
困
っ
た
経
験
は
な
い
。 

「
っ
て
、
こ
と
は
」い
や
な
予
感
が
し
た
。
「予
約
ず
み
の
ド
ロ
ー
ン
配
送
機
、
こ
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
」 

「
そ
の
と
お
り
で
す
。
残
念
な
が
ら
」 

「
ち
ぇ
、
間
が
悪
い
な
あ
」
芸
術
家
は
頭
を
振
っ
た
。
し
か
た
な
い
、
自
分
で
届
け
る
か
。
「
お
ね
が
い
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
、
エ
ア
タ
ク

シ
ー
を
呼
ん
で
」 

「
残
念
で
す
が
、
同
じ
理
由
で
タ
ク
シ
ー
も
飛
べ
ま
せ
ん
」 

「
う
ひ
ゃ
あ
、
ど
う
し
よ
う
」
残
る
手
段
は
陸
運
だ
が
、
最
寄
り
駅
ま
で
は
四
キ
ロ
以
上
あ
る
。
作
品
を
抱
え
て
歩
き
通
せ
る
距

離
で
は
な
い
。 

 

考
え
る
と
き
の
常
と
し
て
腕
を
組
み
、
土
間
を
ぐ
る
ぐ
る
歩
き
回
る
。
す
る
と
、
三
年
前
に
こ
の
古
民
家
を
借
り
た
と
き
家

主
が
い
っ
た
台
詞
を
思
い
出
し
た
。
倉
庫
の
も
の
は
自
由
に
つ
か
っ
て
い
い
で
す
よ
。 

 

た
し
か
、
な
ん
か
乗
り
物
な
か
っ
た
っ
け
。 

  

倉
庫
の
隅
に
う
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
電
動
バ
ギ
ー
は
ひ
ど
く
古
い
型
だ
っ
た
。
電
源
は
入
っ
た
も
の
の
、
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
と
つ
な

い
で
コ
マ
ン
ド
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。 

「
直
接
、
音
声
入
力
す
る
タ
イ
プ
の
よ
う
で
す
よ
」 

「
そ
ん
な
の
つ
か
う
の
、
は
じ
め
て
だ
な
あ
」
梱
包
し
た
作
品
を
バ
ギ
ー
後
部
の
荷
台
に
し
っ
か
り
く
く
り
つ
け
て
か
ら
命
じ
る
。

「
高
尾
山
口
駅
ま
で
。
壊
れ
も
の
を
積
ん
で
い
る
か
ら
慎
重
運
転
モ
ー
ド
」 

 

ふ
た
つ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
点
っ
た
。
片
側
が
ウ
イ
ン
ク
の
よ
う
に
点
滅
す
る
。
「が
っ
て
ん
だ
、
ま
か
せ
て
く
れ
。
さ
あ
乗
ん
な
」 

 

一
抹
の
不
安
が
よ
ぎ
る
。
な
ん
な
の
、
こ
の
言
葉
づ
か
い
。 

 

ほ
ど
な
く
不
安
は
的
中
し
た
。
野
鳥
の
声
が
響
く
の
ど
か
な
山
道
を
下
っ
て
い
る
途
中
、
バ
ギ
ー
は
。 

「
あ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
」と
つ
ぶ
や
い
て
完
全
に
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
目
を
閉
じ
る
よ
う
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
消
え
る
。 

「
ち
ょ
っ
と
、
な
に
。
こ
ん
な
と
こ
で
バ
ッ
テ
リ
切
れ
な
の
」 

 

座
席
の
前
に
つ
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ニ
タ
を
両
手
で
ば
ん
ば
ん
叩
く
が
も
ち
ろ
ん
効
果
は
な
い
。 

「
歩
き
ま
し
ょ
う
よ
。
残
り
二
キ
ロ
弱
で
す
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
間
に
合
い
ま
す
よ
」 

 

モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
の
意
見
に
従
う
し
か
な
い
。
荷
物
を
肩
に
か
つ
ぎ
あ
げ
る
。
な
ん
と
か
運
べ
そ
う
だ
、
杉
が
軽
い
木
材
で
よ
か
っ

た
。 

「
あ
ん
た
も
手
伝
っ
て
よ
」 

「
む
り
で
す
。
か
わ
り
に
駅
ま
で
の
道
案
内
は
い
た
し
ま
す
」 

 

最
初
の
う
ち
こ
そ
軽
口
が
出
た
が
、
し
だ
い
に
荷
の
重
み
が
肩
に
食
い
こ
ん
で
き
た
。
背
中
の
筋
肉
が
痛
み
だ
す
。
全
身
に
汗

が
に
じ
む
。
と
き
お
り
、
荷
物
を
下
ろ
し
て
休
憩
す
る
。
空
を
見
あ
げ
る
。
み
ご
と
な
秋
晴
れ
だ
。
あ
あ
な
ん
て
広
び
ろ
と
し
た

空
、
生
ま
れ
育
っ
た
都
心
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
。
や
っ
ぱ
り
制
作
の
場
に
山
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
な
。 

 

一
瞬
、
光
が
遮
ら
れ
た
。
頭
上
を
な
に
か
が
舞
っ
て
い
る
。 

 

目
を
こ
ら
し
た
。
蝶
だ
。
黒
で
ふ
ち
ど
ら
れ
た
う
す
あ
お
い
大
き
な
翅
を
ゆ
っ
た
り
は
ば
た
か
せ
な
が
ら
、
長
い
列
を
つ
く
っ
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て
飛
び
す
ぎ
て
い
く
。
ま
る
で
空
中
に
道
が
あ
る
か
の
よ
う
に
。 

 

へ
え
え
、
美
し
い
な
。
い
い
も
の
み
た
。 

 

青
い
蝶
の
行
列
は
何
頭
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
途
ぎ
れ
な
く
つ
づ
い
て
い
た
。
し
ば
し
観
察
し
、
そ
の
映
像
を
心
の
記
憶

庫
に
し
ま
い
こ
ん
で
か
ら
、
芸
術
家
は
出
展
作
品
を
ま
た
か
つ
ぎ
あ
げ
た
。 

  

都
心
へ
の
リ
ニ
ア
急
行
は
渋
谷
が
終
点
で
、
そ
こ
か
ら
地
下
鉄
に
乗
り
か
え
る
つ
も
り
だ
。
顔
認
証
改
札
を
通
っ
て
乗
車
し
、

空
い
た
席
を
さ
が
す
。
あ
っ
た
。
「や
れ
や
れ
」
小
声
で
つ
ぶ
や
く
と
、
光
抗
菌
シ
ー
ト
に
腰
を
下
ろ
し
て
作
品
を
し
っ
か
り
前
で

抱
え
た
。
あ
と
は
寝
て
い
た
っ
て
い
い
。
体
の
力
を
抜
き
、
両
目
を
閉
じ
る
。
安
心
感
か
ら
う
つ
ら
う
つ
ら
し
は
じ
め
た
。
意
識
が

溶
け
て
い
く
。
あ
あ
い
い
気
持
ち
。 

 

だ
が
ほ
ど
な
く
眠
り
は
破
ら
れ
た
。
「ひ
さ
し
ぶ
り
ね
。
元
気
そ
う
で
よ
か
っ
た
」 

 

ぎ
ょ
っ
と
し
て
顔
を
あ
げ
る
。
右
側
の
座
席
に
い
つ
の
ま
に
か
、
母
が
座
っ
て
い
た
。
紺
の
ス
ー
ツ
を
着
て
大
き
な
風
呂
敷
包
み

を
膝
に
載
せ
て
い
る
。
い
つ
も
の
出
張
帰
り
の
ス
タ
イ
ル
だ
。
風
呂
敷
は
近
年
み
な
お
さ
れ
て
い
た
。
布
い
ち
ま
い
と
い
う
シ
ン
プ

ル
さ
ゆ
え
多
様
な
用
途
に
対
応
で
き
る
か
ら
だ
。 

 

芸
術
家
は
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
し
ま
っ
た
、
出
か
け
る
と
き
あ
わ
て
て
た
か
ら
、
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
の
「
会
拒
」モ
ー
ド
を
オ
ン
に

し
て
お
く
の
忘
れ
て
た
。 

 

会
拒
と
は
、
ひ
と
と
つ
な
が
ら
な
い
自
由
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
移
動
時
に
集
中
し
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や
、
孤

独
を
だ
い
じ
に
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ら
に
好
ま
れ
て
い
る
。
彼
女
の
場
合
、
特
定
の
人
間
だ
け
を
避
け
る
よ
う
設
定
し
て
い
た
。 

 

モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
の
や
つ
、
会
拒
オ
フ
だ
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
。
気
が
利
か
な
い
。 

「
そ
う
だ
、
こ
れ
あ
げ
る
」
母
は
風
呂
敷
包
み
に
手
を
入
れ
る
。
三
年
ぶ
り
に
み
る
母
も
元
気
そ
う
だ
っ
た
。
で
も
す
こ
し
白
髪

が
増
え
た
か
な
、
抗
老
化
処
置
と
か
興
味
な
い
ひ
と
だ
か
ら
。 

「
は
い
、
出
張
土
産
」箱
を
手
渡
し
て
き
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
芸
術
家
の
目
は
く
ぎ
づ
け
に
な
っ
た
。
素
朴
な
よ
う
で
す

る
ど
い
独
特
の
タ
ッ
チ
は
あ
の
有
名
木
版
画
家
の
も
の
で
は
な
い
の
か
。
包
装
の
Ｒ
ペ
ー
パ
ー
も
和
紙
の
質
感
を
う
ま
く
再
現
し

て
い
る
。
発
色
も
い
い
。 

「
あ
、
新
宿
。
じ
ゃ
あ
ね
、
元
気
で
ね
」
芸
術
家
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
鑑
賞
し
て
い
る
う
ち
に
、
母
は
乗
り
換
え
の
た
め
席
を
立
っ
て

電
車
を
降
り
て
い
っ
た
。
正
味
数
分
の
再
会
で
あ
っ
た
。 

 

で
も
こ
れ
中
身
、
お
菓
子
で
し
ょ
。
食
べ
た
く
な
ん
か
な
い
の
に
。
あ
の
押
し
つ
け
が
ま
し
さ
は
あ
い
か
わ
ら
ず
か
。 

 

箱
を
裏
返
す
。
商
品
説
明
が
印
字
さ
れ
て
い
た
。
砂
糖
、
卵
、
寒
天
の
み
を
使
用
し
た
く
ち
ど
け
の
よ
い
伝
統
菓
子
で
す
。 

 

ふ
う
ん
。
マ
シ
ュ
マ
ロ
に
似
て
る
か
も
。 

 

意
識
が
ふ
と
過
去
へ
飛
ん
だ
。
き
ょ
く
た
ん
に
食
の
細
い
子
ど
も
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
唯
一
い
や
が
ら
ず
に
食
べ
ら
れ
た
の
は
、
噛

む
必
要
の
ま
っ
た
く
な
い
菓
子
だ
っ
た
。 

 

芸
術
家
は
菓
子
箱
を
作
品
と
い
っ
し
ょ
に
抱
え
こ
ん
だ
。
リ
ニ
ア
急
行
は
静
か
に
、
な
め
ら
か
に
乗
客
た
ち
を
終
点
の
渋
谷
へ

運
ん
で
い
く
。 

 



 

3
9

 

 

南
青
山
に
着
い
た
の
は
十
一
時
四
十
五
分
だ
っ
た
。 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
他
の
出
展
作
家
た
ち
が
展
示
作
業
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。
半
分
く
ら
い
は
ど
う
み
て
も
作
業
着
姿
で
、
残
り

半
分
は
個
性
的
な
私
服
で
あ
る
。
自
作
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
与
え
ら
れ
た
一
角
で
荷
解
き
を
は
じ
め
る
と
、
と
な
り
の
区

画
か
ら
知
人
の
塑
像
作
家
が
声
を
か
け
て
き
た
。 

「
お
、
ぎ
り
ぎ
り
間
に
合
っ
た
ね
。
そ
っ
ち
も
ド
ロ
ー
ン
障
害
だ
っ
た
の
」
彼
女
の
作
業
着
は
甚
兵
衛
だ
。
頭
は
手
ぬ
ぐ
い
で
覆
っ

て
お
り
、
足
下
は
足
袋
に
草
鞋
で
あ
る
。
和
装
も
、
気
候
風
土
に
合
っ
た
衣
類
と
し
て
み
な
お
さ
れ
て
い
た
。
「な
ん
か
さ
、
蝶
の

せ
い
だ
っ
た
ら
し
い
よ
。
意
外
な
と
こ
が
脆
弱
な
ん
だ
ね
、
ド
ロ
ー
ン
っ
て
」 

 

あ
れ
か
。
芸
術
家
の
脳
内
で
う
す
あ
お
い
翅
の
ひ
ら
め
き
が
再
生
さ
れ
た
。
「
そ
う
い
え
ば
み
た
よ
、
蝶
の
群
れ
。
す
っ
ご
い
き

れ
い
だ
っ
た
」 

「
あ
た
し
も
見
た
。
き
れ
い
だ
っ
た
し
許
し
て
や
る
か
ね
」ふ
た
り
の
芸
術
家
は
う
な
ず
き
あ
う
。 

 

床
に
置
い
た
菓
子
箱
に
塑
像
作
家
が
目
を
つ
け
た
。 

「
あ
っ
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
棟
方
志
功
デ
ザ
イ
ン
じ
ゃ
ん
。
み
せ
て
み
せ
て
」
と
拾
い
あ
げ
る
。
「
ふ
ん
ふ
ん
、
卵
を
つ
か
っ
た
伝
統

菓
子
ね
。
お
い
し
そ
う
だ
な
あ
、
開
け
て
い
い
」
彼
女
は
無
類
の
食
い
し
ん
坊
で
あ
る
。 

「
ど
う
ぞ
」開
梱
し
た
木
像
パ
ー
ツ
を
組
み
あ
げ
は
じ
め
る
。 

 

Ｒ
ペ
ー
パ
ー
包
装
は
塑
像
作
家
の
短
く
切
り
詰
め
た
爪
で
も
か
ん
た
ん
に
開
け
ら
れ
た
。
し
ば
し
の
ち
。
「や
あ
、
こ
れ
。
お
い

し
い
よ
。
食
べ
て
み
な
よ
」 

「
え
っ
」と
振
り
返
っ
た
そ
の
口
に
、
有
無
を
い
わ
さ
ず
菓
子
が
押
し
こ
ま
れ
た
。
表
皮
は
固
く
感
じ
た
が
そ
れ
も
一
瞬
で
、
舌
に

触
れ
た
と
た
ん
窓
に
つ
く
霜
の
ご
と
く
溶
け
て
い
っ
た
。
残
っ
た
の
は
ふ
ん
わ
り
し
た
卵
の
か
お
り
と
や
さ
し
い
甘
み
。 

 

マ
シ
ュ
マ
ロ
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
噛
ま
な
く
て
い
い
。
喉
を
通
っ
て
い
く
感
触
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 

卵
が
入
っ
て
る
か
ら
、
家
へ
の
土
産
に
は
不
向
き
だ
。
そ
れ
に
、
買
っ
た
か
ら
っ
て
わ
た
せ
る
と
は
限
ら
な
い
の
に
。
ま
さ
か
、

毎
回
。 

 

胸
の
奥
で
固
く
凍
っ
た
な
に
か
が
溶
け
て
い
っ
た
。
組
み
あ
が
っ
た
自
作
を
み
あ
げ
る
。
顔
。
あ
の
顔
、
こ
う
し
て
見
る
と
な
に

か
気
に
な
る
。
な
に
か
が
足
り
な
い
。 

 

念
の
た
め
持
参
し
て
き
た
道
具
袋
を
出
す
。
三
角
鑿の

み

を
選
ぶ
。
手
を
伸
ば
し
、
木
像
の
鼻
の
下
へ
刃
を
あ
て
る
。
位
置
ぎ
め
す

る
。
角
度
を
き
め
る
。
そ
し
て
。 

「
え
い
っ
」 

 

一
刀
の
も
と
に
、
下
へ
ふ
く
ら
ん
だ
ゆ
る
い
弧
が
刻
ま
れ
た
。
木
く
ず
が
足
下
へ
は
ら
り
と
落
ち
る
。
一
歩
さ
が
っ
て
出
来
ば

え
を
確
認
し
た
。
う
ん
、
ア
ド
リ
ブ
に
し
て
は
上
出
来
。
こ
れ
で
欠
如
は
満
た
さ
れ
た
。 

 

台
座
に
か
が
み
こ
む
。
指
紋
認
証
で
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
ロ
ッ
ク
を
解
除
す
る
。
「
作
品
名
変
更
。
『わ
た
し
に
は
口
が
な
い
、

そ
れ
で
も
わ
た
し
は
叫
ぶ 

Ⅷ
』
か
ら
『口
の
発
見 

I
』へ
」 

 

矩
形
の
ボ
ー
ド
は
二
回
点
滅
し
、
新
し
い
作
品
名
を
表
示
し
た
。 

 

台
座
の
上
で
は
木
像
が
ほ
ほ
え
ん
で
い
る
。 
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「
あ
れ
っ
、
今
回
は
非
食
モ
チ
ー
フ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
ど
う
い
う
心
境
の
変
化
な
の
」 

 

グ
ル
ー
プ
展
の
主
催
者
は
目
を
ま
る
く
し
て
木
彫
作
品
と
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
交
互
に
み
た
。
彼
の
右
手
の
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス

に
は
泡
の
た
つ
液
体
が
入
っ
て
い
る
。
見
て
い
る
う
ち
に
ピ
ン
ク
か
ら
黄
色
、
紫
へ
と
ゆ
っ
く
り
色
を
変
え
て
い
く
。 

「
い
え
、
べ
つ
に
」芸
術
家
は
あ
い
ま
い
に
笑
う
。
彼
女
の
ほ
う
は
グ
ラ
ス
も
皿
も
持
っ
て
い
な
い
。 

 

初
日
の
夕
刻
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
食
テ
ー
マ
の
作
品
展
と
あ
っ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
に
は
３
Ｄ
フ
ー
ド
プ
リ

ン
タ
と
オ
ー
ト
シ
ェ
フ
が
一
台
ず
つ
運
び
こ
ま
れ
て
い
た
。
内
蔵
Ａ
Ｉ
が
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ど
ん
な
細
か
い

注
文
に
も
応
え
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
ビ
ー
ガ
ン
も
宗
教
上
の
戒
律
を
守
り
た
い
ひ
と
も
ア
レ
ル
ギ
ー
持
ち
も
糖
尿
病

患
者
も
い
っ
し
ょ
に
飲
食
で
き
る
。
近
ご
ろ
話
題
の
オ
ー
ト
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
も
い
て
、
客
の
オ
ー
ダ
ー
を
き
き
な
が
ら
笑
顔
を
振

り
ま
い
て
い
た
。
腕
二
本
の
み
の
オ
ー
ト
シ
ェ
フ
と
ち
が
っ
て
歩
行
も
で
き
る
。 

「
と
こ
ろ
で
食
材
の
搬
入
、
間
に
合
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」ド
ロ
ー
ン
障
害
は
さ
き
ほ
ど
解
消
さ
れ
た
ら
し
い
。 

「
ひ
や
ひ
や
し
た
よ
。
あ
や
う
く
非
食
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
楽
し
ん
で
ね
、
と
言
い
残
し
て
主
催
者
が
去
っ
て

か
ら
、
芸
術
家
は
会
場
を
見
回
し
た
。
作
家
た
ち
は
自
作
の
横
で
客
に
解
説
を
し
て
い
る
。
え
え
、
買
い
出
し
と
い
う
過
去
の
風

習
を
あ
つ
か
っ
た
作
品
で
す
。
信
じ
ら
れ
ま
す
か
、
数
十
年
前
は
人
間
が
わ
ざ
わ
ざ
店
舗
に
出
向
い
て
、
食
品
を
ま
と
め
買
い

し
て
家
ま
で
持
ち
帰
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。 

「
え
え
っ
、
な
に
そ
れ
。
重
そ
う
。
時
間
か
か
り
そ
う
。
め
ん
ど
く
さ
そ
う
」
Ｖ
Ｒ
参
加
の
客
の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
驚
き
の
表
情
を
み

せ
る
。
「そ
の
こ
ろ
生
ま
れ
て
な
く
て
よ
か
っ
た
あ
」 

 

近
く
に
客
が
い
な
い
の
を
確
認
し
て
か
ら
、
芸
術
家
は
左
手
首
に
口
を
よ
せ
た
。
「
お
ね
が
い
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
。
実
家
に
ホ
ロ
グ

ラ
ム
通
話
」 

「
え
、
い
い
ん
で
す
か
。
会
拒
対
象
で
す
よ
ね
」
デ
バ
イ
ス
は
と
ぼ
け
た
調
子
で
確
認
し
て
く
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
ほ
ん
と
、
人

間
く
さ
い
。 

「
い
い
か
ら
、
つ
な
い
で
」
接
続
を
待
つ
あ
い
だ
深
呼
吸
す
る
。
な
に
を
話
そ
う
か
。
い
ま
グ
ル
ー
プ
展
に
最
新
作
を
出
し
て
る
の
。

う
ん
、
青
山
だ
か
ら
近
い
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
。 

「
接
続
し
ま
し
た
」モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
が
い
っ
た
。
芸
術
家
は
も
う
い
ち
ど
深
く
息
を
吸
う
。
口
角
が
自
然
と
あ
が
っ
た
。 

（了
） 
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第
二
話 

街
の
く
ら
し 

松
崎 

有
理  

「
む
む
む
。
い
っ
た
い
な
に
が
悪
か
っ
た
の
か
な
あ
」 

 

ア
キ
オ
は
リ
ビ
ン
グ
の
白
い
壁
に
映
し
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
み
つ
め
て
た
め
息
を
つ
い
た
。
「
コ
オ
ロ
ギ
を
育
て
て
食
べ
よ
う
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
給
食
ロ
ス
へ
の
影
響
評
価
だ
。
対
照
群
と
く
ら
べ
、
残
さ
れ
た
給
食
の
量
に
有
意
な
差
は
出
な
か
っ
た
。 

「
コ
オ
ロ
ギ
を
食
べ
ら
れ
な
い
子
も
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
左
手
首
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
が
、
デ
ー
タ
を
壁
に

投
影
し
な
が
ら
意
見
を
述
べ
る
。 

「
知
っ
て
る
よ
、
そ
ん
な
の
。
う
ち
の
長
男
だ
っ
て
節
足
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
」た
と
え
ば
エ
ビ
フ
ラ
イ
は
、
彼
の
ぶ
ん
だ
け
ゲ
ノ
ム

編
集
ア
レ
ル
ゲ
ン
除
去
エ
ビ
を
つ
か
う
よ
う
自
宅
の
オ
ー
ト
シ
ェ
フ
Ａ
Ｉ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
る
。
長
男
は
卵
、
小
麦
、
牛
乳
に

も
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
に
は
ほ
ん
と
う
に
助
け
ら
れ
て
い
た
。
「
だ
け
ど
食
ア
レ
ル
ギ
ー
持
ち
は
全
人
口
の
〇
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
だ
し
。
そ
れ
に
食
べ
ら
れ
な
く
て
も
、
育
て
て
調
理
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
参
加
で
き
る
し
」 

「
じ
ゃ
あ
、
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
」 

 

こ
う
や
っ
て
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
が
合
い
の
手
を
入
れ
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
。
ひ
と
り
で
黙
考
す
る
よ
り
仕
事
が
進
む
。
「う
ー

ん
。
足
り
な
い
の
は
イ
ン
パ
ク
ト
、
か
な
あ
」
ア
キ
オ
は
回
転
椅
子
の
背
も
た
れ
に
体
を
あ
ず
け
た
。
思
考
が
過
去
へ
飛
ぶ
。
数
十

年
前
、
ま
だ
平
成
の
時
代
。
小
学
校
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
つ
か
っ
た
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
有
精
卵
を
孵
卵

器
に
入
れ
る
。
ま
い
に
ち
転
卵
し
、
三
週
間
た
つ
と
ふ
わ
ふ
わ
の
ひ
よ
こ
が
孵
る
。
交
代
で
餌
を
や
り
、
と
さ
か
が
出
て
く
る
ま

で
育
て
る
。
名
前
も
つ
け
て
、
ク
ラ
ス
の
人
気
者
だ
。
そ
れ
で
も
さ
い
ご
は
屠
殺
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
調
理
実
習
室
で
水
炊
き
を

食
べ
な
が
ら
全
員
が
泣
い
て
い
た
。
シ
ン
プ
ル
な
塩
味
の
水
炊
き
は
記
憶
に
し
み
こ
む
う
ま
さ
だ
っ
た
。
衝
撃
的
だ
っ
た
、
命
を

い
た
だ
く
と
は
こ
う
い
う
意
味
な
の
か
。 

 

あ
の
体
験
が
ア
キ
オ
を
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
と
い
う
現
在
の
仕
事
に
み
ち
び
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
食
関
連
分
野
は
Ａ
Ｉ
に
代

替
さ
れ
に
く
い
職
業
で
あ
る
。
も
の
を
食
べ
る
こ
と
は
人
間
に
し
か
で
き
な
い
か
ら
だ
。 

 

と
つ
ぜ
ん
、
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
が
警
告
音
を
鳴
ら
し
た
。
「お
仕
事
中
す
み
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
で
す
」 

「
な
に
」ア
キ
オ
は
体
を
起
こ
し
た
。
「
地
震
警
報
か
」 

「
い
い
え
、
ド
ロ
ー
ン
障
害
で
す
。
現
在
、
東
京
上
空
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
安
全
飛
行
閾
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
原
因
究
明
中
、

復
旧
未
定
」 

「
な
ん
だ
と
」リ
ビ
ン
グ
の
窓
を
み
た
。
天
気
の
せ
い
で
は
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
十
五
階
か
ら
み
え
る
秋
の
空
は
、
ほ
か
の
高
層
ビ

ル
に
よ
っ
て
切
り
と
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
皮
肉
な
ほ
ど
に
晴
れ
て
い
た
。
だ
い
い
ち
、
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
事
前

に
通
知
が
く
る
は
ず
だ
。 

 

い
っ
た
い
な
に
が
起
き
た
の
か
。 

 

リ
ビ
ン
グ
中
央
に
浮
く
全
方
位
時
計
を
み
る
。
ど
の
方
向
か
ら
で
も
時
刻
が
読
め
る
す
ぐ
れ
も
の
で
、
お
と
と
し
の
誕
生
日

に
妻
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
十
一
時
半
だ
。
今
日
は
土
曜
日
、
も
う
じ
き
息
子
た
ち
が
腹
を
減
ら
し
て
帰
っ
て
く
る
。
昼
食

用
の
食
材
は
届
い
た
だ
ろ
う
か
。 
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「
お
ね
が
い
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
を
確
認
」 

 

デ
バ
イ
ス
は
〇
・五
秒
で
答
え
を
返
し
た
。
「未
配
送
」 

「
な
、
な
ん
だ
っ
て
え
」ア
キ
オ
は
椅
子
を
蹴
っ
て
立
ち
あ
が
っ
た
。
食
事
が
で
き
て
い
な
い
と
き
の
騒
動
を
考
え
る
と
頭
が
痛
い
。

長
男
は
中
二
で
次
男
は
小
五
、
育
ち
盛
り
食
べ
盛
り
だ
。
男
の
子
が
ふ
た
り
い
る
の
は
楽
し
く
も
あ
る
が
な
か
な
か
に
め
ん
ど

う
で
も
あ
る
。 

 

ま
て
ま
て
、
落
ち
つ
け
自
分
。
「
お
ね
が
い
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
。
食
品
の
在
庫
を
確
認
」 

 

デ
バ
イ
ス
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
す
る
。
オ
ー
ト
シ
ェ
フ
内
蔵
Ａ
Ｉ
と
通
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
秒
後
。
「宇
治
伝
統
深
蒸
し
煎

茶
、
約
一
八
〇
グ
ラ
ム
。
鹿
児
島
酒
造
組
合
認
証
薩
摩
焼
酎
、
約
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
。
一
子
相
伝
ぽ
る
と
が
る
製
法
金
平

糖
、
ひ
と
袋
」 

「
嗜
好
品
ば
っ
か
り
だ
な
」
こ
れ
ら
は
妻
の
出
張
土
産
で
あ
る
。 

「
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
本
日
ま
で
奥
さ
ま
が
お
出
か
け
で
す
の
で
食
材
の
購
入
量
を
抑
え
て
い
ま
し
た
。
今
朝
の
食
べ
残
し

は
も
う
コ
ン
ポ
ス
ト
に
」 

「
手
詰
ま
り
か
」ア
キ
オ
は
肩
を
落
と
し
た
。 

「
だ
か
ら
、
３
Ｄ
フ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
と
申
し
あ
げ
た
の
で
す
。
粉
末
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
常
温
保
存
が
き
き
ま

す
。
こ
ん
な
と
き
に
便
利
で
す
」 

「
こ
ん
な
と
き
っ
て
、
い
ま
ま
で
一
度
も
な
か
っ
た
だ
ろ
。
そ
れ
に
わ
が
家
は
フ
ー
プ
リ
を
つ
か
わ
な
い
主
義
だ
」
ア
キ
オ
も
妻
も

食
の
専
門
家
だ
。
新
鮮
な
食
材
か
ら
料
理
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
よ
う
す
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
い
が
ゆ
え
の
選
択
だ
っ
た
。

オ
ー
ト
シ
ェ
フ
で
あ
れ
ば
し
な
や
か
な
機
械
の
両
腕
が
熟
練
し
た
料
理
人
さ
な
が
ら
に
調
理
器
具
を
操
っ
て
材
料
を
切
り
、
叩

き
、
す
り
お
ろ
し
、
か
き
ま
ぜ
、
調
味
料
を
加
え
、
焼
い
た
り
蒸
し
た
り
揚
げ
た
り
し
た
あ
と
皿
を
選
ん
で
盛
り
つ
け
る
と
こ
ろ

ま
で
実
演
し
て
く
れ
る
。
も
し
自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
に
フ
ー
プ
リ
し
か
な
か
っ
た
ら
、
食
の
過
程
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
。 

 

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
。
「た
だ
い
ま
あ
、
お
腹
へ
っ
た
。
で
も
ま
ず
シ
ャ
ワ
ー
」 

 

玄
関
の
虹
彩
認
証
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
長
男
が
入
っ
て
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
グ
を
投
げ
出
す
と
バ
ス
ル
ー
ム
へ
直
行
す
る
。
午

前
中
は
バ
ス
ケ
部
の
練
習
だ
っ
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
パ
ワ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
、
プ
ロ
選
手
に
な
る
の
が
夢
だ
と
い
う
。
最
近
は
ぐ
ん
ぐ

ん
背
が
伸
び
て
い
る
の
で
彼
の
食
事
だ
け
は
一
日
三
五
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
設
定
し
て
い
る
。
加
え
て
各
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

も
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

つ
づ
い
て
。
「た
だ
い
ま
あ
、
お
腹
へ
っ
た
」次
男
の
帰
宅
で
あ
る
。
公
立
小
学
校
で
の
土
曜
半
日
授
業
も
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
へ
放
る
と
期
待
を
こ
め
た
目
で
振
り
返
る
。
「お
昼
、
な
に
」食
い
し
ん
坊
な
の
だ
っ
た
。 

「
す
ぐ
食
べ
る
な
ら
金
平
糖
が
あ
る
ぞ
」 

「
や
ー
だ
。
ピ
ン
ク
だ
か
ら
」
食
い
し
ん
坊
の
く
せ
に
偏
食
家
だ
。
桃
色
を
し
た
食
品
を
徹
底
的
に
避
け
る
。
し
か
も
将
来
は
食

レ
ポ
タ
レ
ン
ト
に
な
り
た
い
ら
し
い
。
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
が
小
学
生
男
子
と
は
そ
ん
な
も
の
だ
。
と
に
か
く
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン

カ
ム
を
も
ら
い
つ
つ
気
楽
に
生
き
た
い
、
な
ど
と
さ
め
た
口
調
で
い
わ
れ
る
よ
り
は
い
い
。 

 

長
男
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
も
う
じ
き
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
解
決
し
て
く
れ
そ
う
だ
っ
た
。
次
男
の
偏
食
は
、
わ
が
ま
ま
で
は
あ
る
が
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夫
婦
と
も
気
に
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
長
じ
る
に
つ
れ
治
る
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
追
い
つ
め
て
は
い
け
な
い
、
追
い
つ
め
て
は
。 

 

ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
長
男
が
タ
オ
ル
で
頭
を
ふ
き
な
が
ら
リ
ビ
ン
グ
に
入
っ
て
き
た
。
「お
父
さ
ん
。
お
昼
、
な
に
」 

 

ア
キ
オ
は
二
秒
ほ
ど
黙
っ
て
か
ら
事
情
を
話
し
た
。
だ
が
説
明
が
半
分
も
す
ま
な
い
う
ち
に
。 

「
え
え
え
え
っ
。
な
に
そ
れ
」「う
そ
。
信
じ
ら
ん
な
い
」「じ
ゃ
、
お
昼
ご
は
ん
食
べ
ら
れ
な
い
っ
て
こ
と
」「腹
へ
っ
た
よ
。
死
ん
じ
ゃ

う
死
ん
じ
ゃ
う
死
ん
じ
ゃ
う
」「な
ー
に
ー
か
ー
食
わ
せ
ろ
ー
。
ピ
ン
ク
じ
ゃ
な
い
や
つ
」 

 

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
ア
キ
オ
は
耳
を
両
手
で
ふ
さ
ぎ
な
が
ら
。
「わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
、
な
ん
と
か
し

よ
う
。
デ
リ
バ
リ
ー
を
た
の
む
っ
て
の
は
、
ど
う
だ
」
な
じ
み
の
店
の
名
を
あ
げ
た
。
お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、
き
め
こ
ま
か
な
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
も
し
て
く
れ
る
。 

「
や
っ
た
あ
。
あ
そ
こ
の
バ
イ
ン
ミ
ー
だ
い
す
き
」次
男
は
無
邪
気
に
よ
ろ
こ
ん
だ
が
、
長
男
は
首
を
か
し
げ
た
。 

「
ド
ロ
ー
ン
飛
ば
な
い
ん
だ
よ
ね
。
デ
リ
バ
リ
ー
も
無
理
じ
ゃ
な
い
の
」 

「
あ
っ
」あ
わ
て
て
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
を
通
じ
て
確
認
す
る
。
案
の
じ
ょ
う
。 

「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
デ
リ
バ
リ
ー
は
受
付
停
止
中
」と
い
う
答
え
だ
っ
た
。 

 

あ
の
店
な
ら
歩
い
て
い
け
る
な
。
「そ
れ
じ
ゃ
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
す
る
か
」 

「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
受
付
終
了
だ
そ
う
で
す
」 

「
そ
れ
、
売
り
切
れ
っ
て
こ
と
。
早
す
ぎ
る
よ
」
次
男
が
声
を
は
り
あ
げ
る
。 

 

ア
キ
オ
は
キ
ッ
チ
ン
に
視
線
を
走
ら
せ
た
。
「
う
ち
と
い
っ
し
ょ
で
、
ど
の
家
も
ろ
く
に
食
材
を
備
蓄
し
て
な
い
ん
だ
ろ
。
だ
か

ら
み
ん
な
、
昼
食
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
し
よ
う
と
考
え
た
ん
だ
」 

 

こ
ん
な
盲
点
が
あ
っ
た
と
は
。 

 

ド
ロ
ー
ン
と
自
動
運
転
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
配
送
イ
ン
フ
ラ
の
発
達
は
家
庭
で
の
食
品
備
蓄
を
廃
れ
さ
せ
た
。
フ
ー
プ
リ

や
オ
ー
ト
シ
ェ
フ
の
登
場
も
手
伝
っ
て
、
食
は
い
つ
で
も
手
に
入
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
醸
成
さ
れ
た
。
昨
今
の
ス
マ
ー
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
の
多
く
は
収
納
を
も
た
な
い
。 

 

も
ち
ろ
ん
行
政
は
備
蓄
を
し
て
い
る
が
あ
く
ま
で
災
害
用
だ
。
ラ
ン
チ
が
わ
り
に
利
用
で
き
る
わ
け
が
な
い
。 

「
こ
ん
な
と
き
昔
は
ど
う
し
て
た
の
。
お
父
さ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
ド
ロ
ー
ン
宅
配
っ
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
」 

 

長
男
に
質
問
さ
れ
て
よ
う
や
く
思
い
つ
い
た
。
「
よ
し
。
買
い
物
に
出
か
け
よ
う
」 

「
買
い
物
。
出
か
け
る
」次
男
が
さ
も
不
思
議
そ
う
に
ふ
た
つ
の
言
葉
を
並
べ
て
口
に
し
た
。 

  

モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
経
由
で
オ
ー
ト
シ
ェ
フ
Ａ
Ｉ
に
買
い
物
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
息
子
二
人
を
つ
れ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
た
。 

 

い
ち
ば
ん
近
い
ス
ー
パ
ー
は
エ
ン
タ
メ
型
店
舗
だ
っ
た
。
歴
史
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て
お
り
、
週
替
わ
り
で
さ
ま
ざ
ま
な

時
代
や
文
化
の
再
現
料
理
を
提
供
す
る
。
先
週
は
ポ
ン
ペ
イ
、
そ
の
前
は
ア
ス
テ
カ
だ
っ
た
。
雰
囲
気
の
あ
る
衣
装
を
貸
し
て
く

れ
る
し
食
事
中
の
動
画
撮
影
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
気
に
入
っ
た
料
理
の
フ
ー
プ
リ
用
レ
シ
ピ
も
購
入
で
き
る
。 

 

街
に
点
在
す
る
ス
ー
パ
ー
は
配
送
拠
点
に
も
な
っ
て
い
た
。
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
新
鮮
な
食
材
が
搬
入
さ
れ
、
近
隣
家

庭
か
ら
注
文
が
く
る
と
ド
ロ
ー
ン
が
個
別
配
達
す
る
し
く
み
だ
。 

 

だ
か
ら
な
に
か
は
手
に
入
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
期
待
は
、
ス
ー
パ
ー
へ
の
最
後
の
曲
が
り
角
を
曲
が
っ
た
と
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き
に
打
ち
砕
か
れ
た
。 

 

ま
る
で
平
成
の
時
代
の
よ
う
な
行
列
が
で
き
て
い
る
。
長
い
。
な
ん
ど
も
折
り
返
し
て
店
の
前
の
歩
道
を
す
っ
か
り
埋
め
て
い

る
。
な
ん
と
、
人
間
の
ス
タ
ッ
フ
が
ふ
た
り
も
出
て
客
た
ち
の
整
理
に
あ
た
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
を
つ
か
ま
え
て
質
問
す
る
。
「ど
の
く
ら
い
待
た
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
」 

 

す
る
と
ス
タ
ッ
フ
は
。
「た
い
へ
ん
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
じ
つ
は
す
で
に
在
庫
が
尽
き
か
け
て
お
り
ま
し
て
、
い
ま
か
ら
お

並
び
い
た
だ
い
て
も
ご
購
入
で
き
ま
せ
ん
と
お
声
が
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
て
」 

 

す
み
ま
せ
ん
お
役
に
立
て
ず
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
と
頭
を
さ
げ
る
ス
タ
ッ
フ
を
残
し
て
、
ア
キ
オ
一
家
は
ス
ー
パ
ー
か
ら
離

れ
た
。
謝
罪
は
Ａ
Ｉ
で
代
替
不
可
能
な
数
す
く
な
い
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。 

「
ね
え
。
お
腹
へ
っ
た
」次
男
が
ア
キ
オ
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
。 

「
ほ
か
へ
行
こ
う
。
つ
ぎ
に
近
い
の
は
、
お
ま
え
の
好
き
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
つ
い
て
る
ス
ー
パ
ー
だ
ぞ
」
映
画
や
ゲ
ー

ム
に
出
て
く
る
料
理
を
再
現
し
て
く
れ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
大
人
に
も
大
人
気
だ
。 

 

左
手
首
の
デ
バ
イ
ス
が
光
っ
た
。
「
僭
越
な
が
ら
。
原
因
が
ド
ロ
ー
ン
配
送
障
害
な
の
で
す
か
ら
、
ほ
か
の
ス
ー
パ
ー
で
も
同
じ

状
況
か
と
」 

「
そ
ん
な
の
、
行
っ
て
み
な
き
ゃ
わ
か
ら
ん
だ
ろ
」 

 

だ
が
ア
キ
オ
の
希
望
は
ま
た
も
打
ち
砕
か
れ
た
。
ま
た
も
人
間
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
て
い
ね
い
に
謝
罪
さ
れ
た
。
と
は
い
え
謝
罪

で
腹
は
ふ
く
れ
な
い
。 

 

エ
ン
タ
メ
型
だ
け
で
な
く
植
物
工
場
や
養
魚
場
を
備
え
た
生
産
型
店
舗
も
あ
た
っ
て
み
た
。
ど
の
ス
ー
パ
ー
も
さ
い
し
ょ
の
店

と
同
じ
だ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
状
況
は
悪
化
し
て
い
き
、
在
庫
切
れ
を
理
由
に
一
時
閉
店
す
る
店
さ
え

出
は
じ
め
た
。 

 

必
要
以
上
に
買
い
占
め
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
ほ
か
の
ひ
と
の
た
め
に
少
し
は
我
慢
し
た
ら
ど
う
な
ん
だ
。 

「
お
な
か
、
へ
っ
た
、
よ
お
」 

 

次
男
の
声
は
す
っ
か
り
元
気
を
な
く
し
て
い
た
。
ア
キ
オ
の
右
手
を
握
る
力
も
心
な
し
か
弱
い
。
気
づ
け
ば
秋
の
日
は
傾
き
は

じ
め
て
い
る
。
ア
キ
オ
は
ひ
ど
い
敗
北
感
に
う
ち
の
め
さ
れ
な
が
ら
息
子
た
ち
を
連
れ
て
と
ぼ
と
ぼ
と
家
路
に
つ
い
た
。
子
ど
も

の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
自
分
が
ひ
ど
く
み
じ
め
だ
っ
た
。
だ
い
い
ち
、
空
腹
っ
て
こ
ん
な
に
辛
か
っ
た
っ
け
。
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
た
。 

 

こ
れ
ほ
ど
気
落
ち
す
る
の
は
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
。
前
回
は
、
忘
れ
も
し
な
い
三
年
前
。
あ
の
子
が
家
を
出
て
い
っ
た
日
だ
。 

 

お
れ
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
子
だ
っ
た
。
気
負
い
す
ぎ
て
、
追
い
つ
め
て
し
ま
っ
た
。 

 

長
男
は
ア
キ
オ
の
左
ど
な
り
を
歩
き
な
が
ら
自
分
の
モ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ク
と
会
話
し
て
い
た
。
し
ば
し
の
ち
立
ち
止
ま
っ
て
空
を
指

し
た
。
「お
父
さ
ん
。
あ
れ
、
み
て
」 

「
な
に
」ア
キ
オ
は
ま
っ
す
ぐ
上
を
み
あ
げ
た
。
そ
し
て
息
を
呑
ん
だ
。 

 

暮
れ
な
ず
む
空
を
背
景
に
、
西
か
ら
の
日
差
し
を
受
け
て
、
な
に
か
が
ふ
わ
ふ
わ
と
漂
い
な
が
ら
輝
い
て
い
た
。
最
初
は
、
光

る
川
が
空
中
を
流
れ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。
だ
が
目
を
こ
ら
す
と
わ
か
っ
た
、
蝶
の
群
れ
だ
。
う
す
あ
お
い
翅
が
夕
陽
に
透
け

て
美
し
い
。 
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「
あ
れ
が
ド
ロ
ー
ン
障
害
の
原
因
ら
し
い
よ
。
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
、
っ
て
名
前
だ
っ
て
。
大
型
の
蝶
で
、
渡
り
鳥
み
た
い
に
群
れ
で
移

動
す
る
習
性
が
あ
っ
て
。
今
日
、
す
ご
く
大
き
な
群
れ
が
東
京
都
の
上
空
を
西
へ
進
ん
で
い
る
み
た
い
」 

 

西
か
。
高
尾
山
の
あ
る
方
角
だ
。
「
鳥
類
対
策
は
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
徹
底
的
に
や
っ
て
た
が
な
。

虫
の
大
群
は
盲
点
だ
っ
た
わ
け
か
」 

「
き
れ
い
」半
べ
そ
だ
っ
た
次
男
も
蝶
の
乱
舞
に
み
と
れ
て
い
る
。 

  

め
ず
ら
し
く
て
美
し
い
光
景
を
み
た
。
し
か
し
空
腹
が
い
や
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

「
た
だ
い
ま
」父
子
三
人
が
ふ
ら
ふ
ら
し
た
足
ど
り
で
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
帰
っ
て
み
る
と
。 

「
お
か
え
り
。
遅
か
っ
た
ね
」
出
張
中
の
妻
が
す
で
に
帰
宅
し
て
い
た
。
ス
ー
ツ
を
部
屋
着
に
替
え
、
メ
イ
ク
も
落
と
し
て
い
る
。 

「
い
や
そ
の
、
ド
ロ
ー
ン
障
害
で
な
」
状
況
を
て
み
じ
か
に
説
明
す
る
。
「
そ
っ
ち
も
、
エ
ア
タ
ク
シ
ー
飛
ば
な
く
て
大
変
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
」 

「
い
え
い
え
、
電
車
つ
か
っ
た
か
ら
。
そ
れ
と
障
害
は
も
う
解
消
さ
れ
た
っ
て
」
妻
は
大
き
な
風
呂
敷
包
み
を
リ
ビ
ン
グ
の
テ
ー
ブ

ル
に
持
ち
あ
げ
た
。
息
子
ふ
た
り
が
わ
あ
っ
と
歓
声
を
あ
げ
る
。
「な
に
な
に
、
お
み
や
げ
。
な
に
」
目
を
輝
か
せ
て
風
呂
敷
を
解

き
に
か
か
る
。 

「
そ
う
そ
う
。
電
車
に
乗
っ
た
お
か
げ
で
ね
、
め
ず
ら
し
い
ひ
と
に
会
っ
ち
ゃ
っ
た
」 

「
め
ず
ら
し
い
っ
て
、
ま
さ
か
」 

「
な
ん
の
気
ま
ぐ
れ
か
会
拒
を
解
除
し
て
た
の
。
大
き
な
荷
物
抱
え
て
た
か
ら
展
覧
会
か
な
。
あ
の
子
っ
た
ら
お
し
ゃ
れ
も
せ
ず

に
作
業
着
姿
で
。
あ
の
子
ら
し
い
け
ど
」
妻
は
窓
の
む
こ
う
の
夕
焼
け
を
み
て
少
し
笑
う
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
空
に
ド
ロ
ー
ン
の
影

が
行
き
交
っ
て
い
る
。
い
つ
も
の
光
景
だ
。
「で
ね
、
お
土
産
も
わ
た
せ
た
」 

 

ア
キ
オ
は
笑
み
を
返
し
た
。
「
や
っ
と
だ
な
。
食
べ
て
く
れ
る
と
い
い
な
」
妻
は
出
張
の
た
び
、
家
へ
の
土
産
と
は
べ
つ
の
品
を
み

つ
く
ろ
っ
て
買
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
努
力
が
よ
う
や
く
実
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

 

妻
は
目
を
細
め
た
。
「箱
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
食
い
つ
い
て
た
よ
、
予
想
ど
お
り
に
」 

「
ね
え
お
母
さ
ん
。
こ
れ
、
な
あ
に
」 

 

長
男
が
Ｒ
ペ
ー
パ
ー
の
包
装
を
と
り
の
け
て
い
た
。
出
て
き
た
の
は
、
木
桶
が
ふ
た
つ
。
い
や
、
桶
と
い
う
に
は
浅
い
。
指
の
幅

二
本
ぶ
ん
ほ
ど
し
か
な
い
。 

「
ふ
ふ
ふ
。
じ
ゃ
あ
、
開
け
て
み
ま
し
ょ
う
か
」 

 

息
子
た
ち
は
興
味
し
ん
し
ん
で
母
親
の
手
つ
き
に
見
入
る
。
ア
キ
オ
も
ふ
た
り
の
肩
越
し
に
の
ぞ
き
こ
ん
だ
。
妻
の
仕
事
は
伝

統
食
ハ
ン
タ
ー
。
い
ま
は
国
が
主
導
す
る
「伝
統
食
カ
タ
ロ
グ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
く
ん
で
い
る
。 

 

丸
い
木
の
ふ
た
が
取
り
除
か
れ
た
。
あ
ざ
や
か
な
緑
の
笹
が
あ
ら
わ
れ
る
。
桶
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
笹
に
包
ま
れ
た
中
身
を
ふ

た
に
乗
せ
、
ナ
イ
フ
で
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
放
射
状
に
切
り
分
け
る
。 

 

切
り
口
を
み
て
ア
キ
オ
は
合
点
し
た
。
白
い
飯
に
あ
ざ
や
か
な
桜
色
の
魚
肉
。
「鱒
寿
司
か
」 

「
そ
う
、
押
し
寿
司
の
一
種
。
常
温
で
持
ち
歩
け
る
か
ら
お
土
産
に
最
適
」 

 

切
り
分
け
が
す
む
と
笹
を
い
ち
ま
い
い
ち
ま
い
取
り
除
く
。
鱒
の
身
は
白
い
酢
飯
の
下
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
次
男
の
き
ら
い
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な
ピ
ン
ク
の
色
は
目
に
つ
き
に
く
い
。 

「
わ
あ
、
や
っ
た
あ
」 

「
お
い
し
そ
う
。
い
た
だ
き
ま
す
」 

「
待
っ
て
。
ふ
た
り
と
も
手
は
洗
っ
た
の
」 

 

し
あ
わ
せ
な
家
族
だ
、
と
ア
キ
オ
は
あ
ら
た
め
て
妻
子
を
な
が
め
る
。
た
だ
ひ
と
つ
、
欠
け
た
も
の
が
あ
る
の
だ
が
。
ひ
と
つ
だ

け
。 

 

四
人
が
食
卓
を
か
こ
む
。
楔
形
の
押
し
寿
司
を
舌
に
載
せ
る
、
あ
あ
脂
の
の
っ
た
鱒
の
う
ま
み
と
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
飯
の
酸

味
。
飢
え
た
体
に
し
み
わ
た
っ
て
い
く
。 

「
こ
れ
、
す
っ
ご
く
お
い
し
い
。
こ
ん
な
お
い
し
い
の
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
」次
男
が
叫
ぶ
。 

 

ア
キ
オ
の
脳
内
で
な
に
か
が
ひ
ら
め
い
た
。
そ
う
だ
、
こ
れ
ま
で
お
れ
は
食
べ
る
こ
と
ば
か
り
に
集
中
し
す
ぎ
て
い
た
。
逆
に
考

え
る
ん
だ
。
食
べ
な
い
時
間
を
あ
え
て
設
け
る
こ
と
で
、
食
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
忍
耐
力
も

つ
ち
か
わ
れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
買
い
占
め
抑
止
に
つ
な
が
る
か
も
。 

 

食
べ
な
い
こ
と
。
非
食
、
か
。 

 

そ
の
と
き
。
「お
食
事
中
す
み
ま
せ
ん
。
ホ
ロ
グ
ラ
ム
通
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
し
ま
す
か
」 

「
ん
。
だ
れ
だ
」
デ
バ
イ
ス
に
目
を
落
と
す
。
接
続
待
機
中
の
ア
ド
レ
ス
名
を
み
て
、
思
わ
ず
目
尻
が
下
が
っ
た
。
欠
如
は
よ
う
や

く
埋
ま
る
ら
し
い
。 

（了
） 
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「
美
は
ま
た
近
く
に
な
り
に
け
り
」 

柴
田 

勝
家  

１
． 

 

更
新
、
更
新
、
ま
た
更
新
。 

 

ド
レ
ッ
サ
ー
の
鏡
を
何
度
な
ぞ
っ
て
も
、
そ
こ
に
表
示
さ
れ
た
自
分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
変
化
は
な
し
。
わ
ざ
わ
ざ
本
名
の
「橘
ア

サ
ヒ
」
で
登
録
し
て
い
る
の
に
、
リ
ア
ル
の
友
人
は
誰
も
反
応
し
て
く
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ロ
ワ
ー
か
ら
の
賞
賛
の
声
も
、
こ

れ
見
よ
が
し
な
嫉
妬
の
声
も
な
い
。
評
価
数
だ
け
は
百
個
を
越
え
て
る
が
、
こ
れ
は
新
着
投
稿
に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
同
士
で
送
る
ご

祝
儀
の
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

だ
か
ら
ラ
ン
キ
ン
グ
も
変
わ
ら
な
い
。
『Vie

w
tie

s

』の
美
容
コ
ス
メ
部
門
で
は
十
位
ギ
リ
ギ
リ
。
こ
れ
で
も
立
派
だ
と
言
っ
て

く
れ
る
人
も
い
る
が
、
数
あ
る
美
容
系

S
N

S

の
中
の
、
さ
ら
に
複
数
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
の
中
で
の
十
位
だ
。
総
合
カ
テ
ゴ
リ
な
ら

百
位
以
下
だ
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
顔
の
綺
麗
さ
で
は
勝
負
も
で
き
な
い
。 

 

つ
い
気
に
な
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
る
と
、
総
合
カ
テ
ゴ
リ
の
ト
ッ
プ
に
い
る
「ノ
ゾ
ミ
」と
い
う
名
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
レ
コ

メ
ン
ド
さ
れ
た
。
写
真
は
首
か
ら
下
し
か
写
し
て
い
な
い
と
い
う
の
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
と
健
康
部
門
で
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に

い
る
。
ま
る
で
住
む
世
界
が
違
う
。
き
っ
と
ど
こ
か
の
金
持
ち
で
、
高
級
エ
ス
テ
に
通
い
、
好
き
な
だ
け
服
を
買
い
、
デ
パ
コ
ス
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る
ん
だ
。
札
束
で
殴
ら
れ
た
ら
勝
ち
目
が
な
い
。 

 

開
い
て
い
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
、
改
め
て
鏡
を
見
る
。
化
粧
ノ
リ
も
悪
く
な
い
し
、
美
容
院
で
髪
も
整
え
て
き
た
。
筋
肉

だ
っ
て
全
身
の
フ
ォ
ル
ム
が
崩
れ
な
い
程
度
に
は
鍛
え
て
お
い
た
。
な
ら
何
が
ダ
メ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
つ
つ

自
分
の
顔
を
チ
ェ
ッ
ク
。
目
の
下
に
く
ま
が
あ
る
け
ど
、
こ
れ
は
写
真
の
加
工
で
消
し
て
る
か
ら
大
丈
夫
。 

 

で
も
、
と
思
う
。 

 

も
し
か
し
た
ら
、
写
真
の
加
工
越
し
で
も
生
活
の
乱
れ
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
し
た
ら
、
も
っ
と
良
い
暮
ら

し
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
で
も
無
理
だ
。
仕
方
な
い
。
忙
し
い
ん
だ
か
ら
。 

 

振
り
返
れ
ば
洋
服
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
飲
み
か
け
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
散
ら
ば
る
部
屋
が
あ
る
。
写
真
を
撮
る
時
だ
け
、
そ
ん
な

ゴ
ミ
を
足
で
ど
か
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
た
。
写
真
の
中
の
私
は
、
綺
麗
な
世
界
で
生
き
る
優
雅
な
ア
ラ
サ
ー
男
性
だ
。 

「
モ
デ
ル
さ
ん
と
か
や
ら
れ
て
た
ん
で
す
か
。
ア
サ
ヒ
さ
ん
み
た
い
な
人
に
な
り
た
い
な
」 

 

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
た
感
想
コ
メ
ン
ト
は
何
度
も
読
み
返
し
て
い
る
。
だ
か
ら
覚
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

２
． 

 

家
の
近
く
に
あ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
。
全
身
も
み
ほ
ぐ
し
で
一
時
間
三
千
円
。
最
新
設
備
も
何
も
な
い
、
整
骨
院
に
毛
が
生
え
た

よ
う
な
場
所
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
安
息
の
場
所
だ
。 

 

だ
と
い
う
の
に
。 

「
む
ぅ
、
ま
た
負
け
て
る
」 

 

ベ
ッ
ド
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
ま
ま
、
ス
ク
ロ
ー
ル
を
い
じ
っ
て
『Vie

w
tie

s

』の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
今
週
も
私
の
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投
稿
は
鳴
か
ず
飛
ば
ず
で
、
逆
に
例
の
「
ノ
ゾ
ミ
」
は
ま
た
し
て
も
総
合
カ
テ
ゴ
リ
で
一
位
。
何
気
な
く
投
稿
を
見
て
み
れ
ば
、

来
週
に
は
ハ
ワ
イ
に
飛
ん
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
。
つ
く
づ
く
住
む
世
界
が
違
う
よ
う
だ
。 

「
ア
サ
ヒ
さ
ん
、
眉
間
に
シ
ワ
寄
っ
て
る
よ
」 

 

施
術
を
担
当
し
て
く
れ
る
女
の
子
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
。
い
け
な
い
、
と
思
っ
て
眉
を
上
げ
て
表
情
筋
を
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

こ
う
し
た
顔
の
コ
リ
は
自
分
で
な
ん
と
か
で
き
る
が
、
体
の
疲
れ
は
他
人
に
任
せ
る
し
か
な
い
。 

「
そ
の
人
、
ノ
ゾ
ミ
さ
ん
で
す
よ
ね
」 

 

む
、
と
思
わ
ず
反
応
し
て
し
ま
う
。
彼
女
に
『Vie

w
tie

s

』を
教
え
た
の
は
私
だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
「
ノ
ゾ
ミ
」
を
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
に
少
し
嫉
妬
す
る
。 

「
ノ
ゾ
ミ
さ
ん
っ
て
、
フ
ロ
ー
ラ
モ
デ
ル
を
し
て
る
ら
し
い
で
す
、
よ
！
」 

 

そ
こ
で
聞
き
慣
れ
な
い
単
語
が
飛
び
出
し
て
き
た
か
ら
、
背
中
を
伸
ば
さ
れ
つ
つ
尋
ね
て
み
る
。 

「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
世
界
に
公
開
し
て
る
ん
で
す
よ
。
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
か
な
、
腸
内
環
境
を
最
適
な
形
に

保
っ
て
く
れ
て…

…

、
食
生
活
や
健
康
に
も
役
立
つ
情
報
だ
と
か
。
ノ
ゾ
ミ
さ
ん
の
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
真
似
た
い
、
っ
て
人
が
大

勢
い
る
ん
で
す
よ
ね
」 

「
そ
れ
っ
て
、
結
局
ど
う
す
る
の
？
」 

「
な
ん
だ
っ
た
か
な
、
健
康
な
人
の
腸
内
環
境
を
測
定
し
て
、
あ
と
は

A
I

と
か
で
環
境
が
似
て
る
人
に
食
事
と
か
、
サ
プ
リ
を

オ
ス
ス
メ
す
る
と
か
。
牛
乳
飲
む
と
お
腹
壊
す
よ
う
な
人
が
、
こ
れ
を
利
用
す
る
と
牛
乳
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
み
た
い
な
」 

 

な
る
ほ
ど
、
と
思
っ
た
。
よ
う
は
ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
が
使
っ
て
い
る
化
粧
品
や
サ
プ
リ
を
一
般
人
に
勧
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。

憧
れ
の
人
と
同
じ
体
に
な
り
た
い
、
と
思
う
こ
と
は
万
国
共
通
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
が
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
だ
と
い
う
な
ら
。 

「
で
も
、
そ
れ
っ
て
結
局
、
排
泄
物
の
話
で
し
ょ
？
」 

「
ま
ぁ
、
排
泄
物
の
話
に
な
り
ま
す
ね
ぇ
」 

 

話
を
聞
き
な
が
ら
、
ス
ク
ロ
ー
ル
で
検
索
し
て
関
係
す
る
話
題
を
調
べ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
腸
と
い
う
の
は
第
二
の
脳
と
も
言

う
べ
き
重
要
な
器
官
で
、
そ
こ
の
環
境
が
健
康
状
態
に
直
結
す
る
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
が
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
微

小
な
機
械
を
腸
内
に
入
れ
る
こ
と
で
、
自
動
的
に
悪
玉
菌
と
善
玉
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
く
れ
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
い

ら
れ
る
、
と
か
な
ん
と
か
。 

 

さ
ら
に
フ
ロ
ー
ラ
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
脈
拍
や
心
拍
数
を
見
る
よ
う
に
、
自
身
の
排
泄
物
を
定

期
的
に
測
定
し
て
腸
内
環
境
を
ベ
ス
ト
な
状
態
に
保
っ
て
い
る
人
た
ち
だ
そ
う
だ
。
こ
の
人
た
ち
の
腸
内
環
境
を
参
考
に
し
て
、

最
新
型
の
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
が
ど
ん
ど
ん
更
新
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
を
扱
う
企
業
に
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
健
康
で
い
る
。
そ
れ
は
結
構
な
努
力
だ
ろ
う
が
、
私
の
美
意

識
に
は
な
い
も
の
だ
。
い
く
ら
内
臓
を
綺
麗
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
他
人
が
そ
れ
を
評
価
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
で
も
。 

「
評
価
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
な
ぁ
、
そ
れ
が
」 

「
何
が
で
す
？
」 

 

私
の
独
り
言
を
聞
き
流
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
、
不
意
に
隣
の
ベ
ッ
ド
と
こ
ち
ら
を
隔
て
る
カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
た
。
視
線
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を
送
る
と
、
一
人
の
老
年
女
性
が
ベ
ッ
ド
に
寝
そ
べ
っ
た
状
態
で
私
の
方
を
見
て
い
た
。 

「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
う
る
さ
か
っ
た
で
す
か
」 

 

思
わ
ず
私
が
謝
る
と
、
対
す
る
女
性
は
歯
を
見
せ
て
ニ
カ
と
笑
っ
た
。 

「
い
や
、
全
然
。
た
だ
、
ち
ょ
っ
と
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
話
し
て
た
か
ら
さ
。
私
も
や
っ
て
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
気
に
な
っ
て
ね
」 

 

朗
ら
か
に
笑
う
女
性
は
、
そ
れ
こ
そ
白
髪
に
シ
ワ
の
寄
っ
た
顔
が
目
立
つ
が
、
背
筋
は
通
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
あ
れ
で

六
十
代
の
前
半
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。 

「
最
近
、
引
っ
越
し
て
こ
こ
に
通
い
始
め
た
ん
だ
。
ア
ナ
タ
、
常
連
さ
ん
？
」 

「
あ
、
は
い
、
橘
で
す
」 

「
私
は
柳
川
。
ま
だ
ま
だ
元
気
な
九
十
四
才
だ
」 

 

き
ゅ
っ
、
と
思
わ
ず
聞
き
返
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。
と
て
も
そ
う
は
見
え
な
い
。 

「
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
っ
て
の
は
い
い
ね
、
健
康
な
ウ
ン
コ
を
出
す
の
が
大
事
な
の
さ
」 

 

柳
川
さ
ん
は
大
笑
い
し
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
ウ
ン
コ
と
い
う
言
葉
を
連
呼
し
て
い
た
。 

 

３
． 

 

そ
の
翌
週
も
、
私
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
で
柳
川
さ
ん
に
出
会
っ
た
。 

「
橘
さ
ん
、
先
週
ぶ
り
だ
ね
。
こ
れ
お
土
産
」 

 

待
合
室
で
出
会
っ
た
柳
川
さ
ん
か
ら
マ
カ
デ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
の
チ
ョ
コ
を
渡
さ
れ
た
。
た
だ
私
は
、
そ
の
中
身
よ
り
も
真
っ
直
ぐ

背
を
伸
ば
し
て
立
つ
彼
女
の
姿
に
見
と
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
に
赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
足
は
ス
ラ
リ
と
伸
び
て
い

る
。 

「
改
め
て
見
る
と
、
柳
川
さ
ん
っ
て
お
綺
麗
で
す
ね
」 

「
そ
う
か
な
？ 

ま
ぁ
、
昔
は
舞
台
女
優
を
や
っ
て
た
の
さ
」 

 

そ
の
日
の
会
話
は
そ
れ
く
ら
い
で
、
お
互
い
別
々
の
時
間
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
帰
っ
た
。
帰
り
道
で
私
は
二
つ
の
こ
と
を

考
え
る
。
一
つ
目
は
柳
川
さ
ん
み
た
い
に
綺
麗
に
歳
を
取
る
こ
と
の
凄
さ
。
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
真
似
で
き
な
い
。
二
つ
目
は

『Vie
w

tie
s

』で
今
週
も
「ノ
ゾ
ミ
」
に
ラ
ン
キ
ン
グ
で
惨
敗
だ
っ
た
こ
と
。 

 

こ
の
二
つ
を
つ
な
ぐ
の
は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
が
綺
麗
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
。 

 

男
な
ら
筋
肉
で
勝
負
を
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
部
屋
で
で
き
る
く
ら
い
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
し
て
い

る
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
私
は
筋
肉
よ
り
も
肌
や
髪
、
自
然
な
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
の
方
に
美
し
さ
を
見
出
す
し
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
化
粧
や
美
容
食
を
用
意
し
て
き
た
。
色
ん
な
も
の
を
試
し
て
き
た
。
そ
れ
が
一
つ
二
つ
増
え
た
っ
て
、
ど
う
と
い

う
こ
と
は
な
い
。 

 

だ
か
ら
私
は
、
つ
い
に
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
の
セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。
柳
川
さ
ん
も
や
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
「ノ

ゾ
ミ
」も
や
っ
て
い
る
と
な
れ
ば
、
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
整
え
る
こ
と
が
美
に
つ
な
が
る
の
だ
と
安
易
に
考
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

つ
い
こ
の
間
、
自
分
で
馬
鹿
に
し
た
ば
か
り
だ
。
ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
と
同
じ
サ
プ
リ
を
飲
め
ば
自
分
も
同
じ
存
在
に
な
れ
る
、

な
ん
て
。
で
も
、
こ
れ
だ
っ
て
仕
方
な
い
。
出
来
る
こ
と
は
何
だ
っ
て
試
す
し
か
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
「
ノ
ゾ
ミ
」に
は
勝
て
な
い
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ん
だ
か
ら
。 

 

私
は
自
宅
に
届
い
た
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
の
キ
ッ
ト
を
開
封
す
る
。
中
身
は
リ
ス
ト
バ
ン
ド
と
検
便
用
の
棒
。
そ
れ
か

ら
微
小
な
機
械
と
腸
内
細
菌
を
一
緒
に
固
め
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
。
こ
ん
な
も
の
で
自
分
が
本
当
に
綺
麗
に
な
れ
る
の
か
。 

 

私
は
期
待
と
疑
念
を
込
め
て
、
空
に
な
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
部
屋
に
投
げ
捨
て
た
。 

 

４
． 

「
な
ん
だ
か
、
調
子
が
悪
そ
う
だ
ね
」 

 

マ
ッ
サ
ー
ジ
店
で
柳
川
さ
ん
が
声
を
か
け
て
き
た
。
も
う
知
り
合
い
だ
か
ら
と
、
ベ
ッ
ド
同
士
を
仕
切
る
カ
ー
テ
ン
は
開
か
れ

て
い
る
。 

「
最
近
、
サ
プ
リ
を
飲
ん
で
る
ん
で
す
。
細
菌
サ
プ
リ
」 

「
ダ
ジ
ャ
レ
、
じ
ゃ
な
い
か
。
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
用
の
か
い
？
」 

「
は
い
。
後
は
、
食
事
も
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
か
、
玄
米
と
か
、
腸
に
良
さ
そ
う
な
も
の
ば
か
り
に
し
た
ん
で
す
け
ど
。
で
も
、
ダ
メ
な

ん
で
す
。
ど
れ
だ
け
計
測
し
て
も
腸
内
環
境
は
よ
く
な
ら
な
い
し
、
肌
荒
れ
は
凄
い
し
、
も
う
『Vie

w
tie

s

』の
投
稿
も
全
然
出

来
て
な
い
し…

…

」 

 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
な
が
ら
、
つ
い
吐
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
柳
川
さ
ん
は
心
配
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
が
。
こ
う
な
る
と

止
ま
ら
な
い
。 

「
柳
川
さ
ん
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
『Vie

w
tie

s

』っ
て
い
う
美
容
系

S
N

S

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
ノ
ゾ
ミ
っ
て
い
う

女
性
が
人
気
な
ん
で
す
。
そ
の
人
も
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
を
使
っ
て
て
、
私
、
ど
う
し
て
も
そ
の
人
に
勝
ち
た
く
て…

…

」 

 

こ
こ
最
近
、
ず
っ
と
「ノ
ゾ
ミ
」の
こ
と
が
脳
裏
に
あ
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
柳
川
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
綺
麗
に
な
ろ
う
と
す
る
ほ
ど
、
周
囲
の
環
境
は
遊
ん
で
き
て
、
汚
れ
て
い
く
自
分
に
焦
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
ス
ト
レ
ス

が
貯
ま
る
。
完
全
な
悪
循
環
だ
。
わ
か
っ
て
は
い
る
。 

 

だ
か
ら
、
柳
川
さ
ん
が
私
の
悩
み
を
快
活
に
笑
い
飛
ば
し
て
く
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。 

「
そ
う
だ
ね
、
大
事
な
の
は
バ
ラ
ン
ス
だ
よ
。
腸
内
環
境
は
も
ち
ろ
ん
悪
い
と
い
け
な
い
け
ど
、
良
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
ん
だ
。
そ

の
人
に
合
っ
た
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
食
事
は
取
っ
て
る
？ 

ヨ
ー
グ
ル
ト
だ
け
で
済
ま
せ
て
な
い
よ
ね
。
そ
ん
な
状
態
で

サ
プ
リ
の
飲
み
す
ぎ
も
良
く
な
い
」 

「
で
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、
私
」 

「
そ
う
だ
な
、
そ
ん
な
に
気
に
な
る
な
ら
、
フ
ロ
ー
ラ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
ら
ど
う
だ
い
？
」 

 

今
度
も
聞
き
覚
え
の
な
い
単
語
が
出
て
き
た
。
だ
か
ら
視
線
を
上
に
向
け
て
い
る
と
、 

「
便
移
植
だ
よ
。
相
性
の
良
い
他
人
の
ウ
ン
コ
を
体
に
入
れ
る
ん
だ
」 

 

と
、
柳
川
さ
ん
が
身
も
蓋
も
な
い
説
明
を
し
て
く
れ
た
。 

「
そ
ん
な
、
汚
く
な
い
で
す
か
？
」 

「
汚
い
も
ん
か
。
腸
内
環
境
が
整
っ
た
健
康
な
人
間
の
便
だ
。
ま
ぁ
、
口
か
ら
は
勘
弁
だ
け
ど
ね
」 

 

柳
川
さ
ん
は
可
笑
し
そ
う
に
笑
う
が
、
つ
ま
り
、
そ
れ
は
口
で
は
な
い
箇
所
か
ら
排
泄
物
を
体
に
入
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
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の
場
合
、
該
当
の
箇
所
は
一
つ
し
か
な
い
。 

「
そ
の
顔
を
見
る
と
、
橘
さ
ん
は
ま
だ
汚
い
と
思
っ
て
る
ね
」 

「
い
や
、
ま
ぁ…

…
」 

「
汚
い
っ
て
い
う
の
は
人
間
の
感
じ
方
さ
。
そ
う
い
う
の
は
大
体
、
離
れ
る
と
汚
く
感
じ
る
」 

「
離
れ
る
と
汚
い
、
で
す
か
？
」 

 

私
の
問
い
か
け
に
、
柳
川
さ
ん
は
少
し
だ
け
寂
し
そ
う
な
表
情
を
作
っ
た
。 

「
唾
も
、
ゲ
ロ
も
小
便
も
、
体
の
中
に
あ
る
時
は
な
ん
と
も
思
わ
な
い
。
で
も
、
そ
れ
が
体
か
ら
離
れ
る
と
汚
い
と
思
う
ん
だ
。
な

ん
で
も
そ
う
さ
。
自
分
の
部
屋
は
汚
い
と
は
思
わ
な
く
て
も
、
他
人
の
部
屋
の
汚
れ
は
気
に
な
る
。
親
し
い
人
間
の
欠
点
は
美

徳
に
感
じ
ら
れ
る
し
、
嫌
い
な
ヤ
ツ
が
人
気
だ
と
裏
が
あ
る
と
思
う
」 

 

い
く
ら
か
思
い
当
た
る
こ
と
も
あ
り
、
私
は
柳
川
さ
ん
の
言
葉
を
静
か
に
聞
い
て
い
た
。 

「
人
が
一
番
離
れ
て
い
る
と
思
う
の
は
、
き
っ
と
老
い
だ
ろ
う
ね
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
ず
っ
と
離
れ
て
い
く

ん
だ
。
ど
ん
ど
ん
古
く
な
っ
て
い
く
」 

 

そ
の
言
葉
は
、
柳
川
さ
ん
が
自
分
自
身
に
向
け
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
若
々
し
く
あ
っ
て
も
、
や
は
り
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。 

「
で
も
、
柳
川
さ
ん
は―

―

」 

 

だ
か
ら
、
何
か
気
の
利
い
た
こ
と
で
も
言
お
う
と
思
っ
た
。 

 

そ
ん
な
瞬
間
に
、
突
如
と
し
て
激
し
い
腹
痛
に
襲
わ
れ
た
。
脂
汗
が
滲
ん
で
く
る
。
近
頃
、
ず
っ
と
突
っ
張
っ
て
い
た
お
腹
が
、

こ
こ
で
破
裂
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
恐
怖
が
あ
る
。 

「
綺
麗
な
ま
ま
で
」 

 

な
ん
と
か
一
言
を
絞
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
私
の
腹
痛
は
耐
え
難
い
も
の
と
な
っ
た
。 

 

５
． 

 

結
局
、
私
は
病
院
に
運
ば
れ
、
い
と
も
簡
単
に
「便
秘
」と
い
う
症
状
が
告
げ
ら
れ
た
。 

 

腹
痛
は
時
間
と
共
に
治
ま
っ
た
し
、
一
応
は
薬
も
も
ら
っ
た
か
ら
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
内
科
の
先
生
は
私
に
「フ
ロ
ー
ラ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
案
し
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
運
命
じ
み
て
く
る
。 

 

内
科
医
の
先
生
か
ら
詳
し
く
聞
け
ば
、
フ
ロ
ー
ラ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
の
進
化
版
、
と
い
う

か
、
よ
り
個
人
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
人
に
と
っ
て
相
性
の
良
い
、
理
想
的
な
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
自
動
的
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
機
能
自
体
は
フ
ロ
ー
ラ
モ
デ
ル

の
人
た
ち
が
使
っ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
、
自
身
の
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
可
視
化
し
て
情
報
を
送
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
々
の
状

態
に
見
合
っ
た
食
事
を
オ
ス
ス
メ
し
て
く
れ
た
り
も
す
る
ら
し
い
。 

 

そ
の
答
え
を
保
留
に
し
つ
つ
、
私
は
翌
週
も
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に
行
っ
た
。
助
け
を
呼
ん
で
く
れ
た
オ
ー
ナ
ー
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の

女
の
子
、
そ
し
て
柳
川
さ
ん
に
御
礼
を
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。 

「
や
ぁ
、
橘
さ
ん
」 
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し
か
し
、
当
の
柳
川
さ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
い
な
が
ら
「
こ
れ
、
お
土
産
。
パ
リ
の
」
と
告
げ
、
洒
落
た
ク
ッ
キ
ー
の
缶
詰
を
渡
し

て
き
た
。
こ
の
人
に
は
敵
わ
な
い
、
と
思
っ
て
、
私
は
素
直
に
フ
ロ
ー
ラ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
再
び
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
。 

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
橘
さ
ん
は
前
向
き
に
検
討
中
、
っ
て
こ
と
か
い
」 

「
そ
う
で
す
ね
。
今
ま
で
、
ず
っ
と
外
見
ば
か
り
気
に
し
て
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
内
面
も
大
事
に
し
な
き
ゃ
な
、
っ
て
」 

「
な
に
よ
り
。
健
康
っ
て
い
う
の
は
体
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
精
神
も
含
め
て
さ
。
内
面
っ
て
の
は
臓
物
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
心
の
こ
と

だ
よ
。
腸
の
環
境
が
良
け
り
ゃ
、
不
安
に
な
っ
た
り
も
し
な
い
。
逆
も
然
り
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
た
ら
腹
が
痛
く
な
る
。
そ
ん
な

も
ん
さ
」 

 

柳
川
さ
ん
の
言
葉
が
、
今
な
ら
素
直
に
受
け
取
れ
る
気
が
し
た
。 

 

ほ
ん
の
一
ヶ
月
ほ
ど
だ
が
、
あ
の
『Vie

w
tie

s

』
に
投
稿
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
考
え
方
が
変
わ
っ
た
。
美
容
は
大
事
な
も
の

だ
が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
中
毒
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
柳
川
さ
ん
も
腸
内
環
境
は
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
の
め

り
込
み
過
ぎ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
投
稿
し
て
い
く
だ
ろ
う
。 

「
と
こ
ろ
で
」 

 

そ
う
し
た
中
で
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
柳
川
さ
ん
に
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
。 

「
柳
川
さ
ん
っ
て
、
フ
ロ
ー
ラ
オ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
詳
し
い
の
に
『Vie

w
tie

s
』の
話
と
か
、
し
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。
あ
れ

で
人
気
の
ノ
ゾ
ミ
も
や
っ
て
る
の
に
」 

「
そ
り
ゃ
そ
う
さ
」 

 

こ
の
日
も
、
隣
の
ベ
ッ
ド
に
並
ん
で
何
気
な
い
会
話
を
す
る
。
そ
の
つ
も
り
だ
っ
た
。 

「
自
分
の
こ
と
を
声
高
に
言
う
の
な
ん
て
、
恥
ず
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」 

「
え
え
？
」 

 

思
わ
ず
変
な
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
柳
川
さ
ん
は
意
地
悪
そ
う
に
笑
っ
て
、
私
の
方
に
携
帯
端
末
を
向
け
る
。
そ
の
画
面
に

は
「ノ
ゾ
ミ
」の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。 

「
え
、
あ
れ
、
で
も
、
そ
の
写
真
、
す
ご
い
四
十
代
く
ら
い
で
」 

「
加
工
だ
よ
。
ま
ぁ
、
そ
れ
も
含
め
て
美
だ
っ
て
さ
」 

 

そ
の
流
れ
で
柳
川
さ
ん
は
カ
バ
ン
か
ら
保
険
証
を
取
り
出
し
て
見
せ
て
く
れ
る
。
名
前
は
柳
川
望
。
一
九
五
六
年
生
ま
れ
の

九
十
四
才
。 

「
さ
て
、
じ
ゃ
あ
フ
ロ
ー
ラ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
話
だ
け
ど
、
ど
う
だ
い
、
私
の
フ
ロ
ー
ラ
を
移
植
す
る
っ
て
の
は
？
」 

「
で
も
、
い
い
ん
で
す
か
？
」 

「
気
に
し
な
い
で
、
私
た
ち
は
友
達
だ
か
ら
ね
」 

 

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
な
ん
だ
か
不
思
議
と
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
私
と
柳
川
さ
ん
の
距
離
は
近
く
な
っ
て
い

た
よ
う
で
、
汚
い
と
感
じ
る
こ
と
も
な
い
ら
し
い
。 

「
じ
ゃ
、
二
人
で
写
真
で
も
撮
っ
て
投
稿
し
よ
う
か
」 

  

久
々
に
『Vie

w
tie

s

』
を
更
新
す
る
と
、
今
ま
で
で
一
番
多
く
の
反
響
が
あ
っ
た
。
で
も
、
別
に
内
容
は
気
に
し
な
い
。
大
事
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な
の
は
写
っ
て
る
私
た
ち
だ
。
そ
れ
も
外
見
で
な
く
、
そ
の
内
側
。 

 

ド
レ
ッ
サ
ー
の
鏡
に
は
、
笑
顔
で
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
作
る
私
と
ノ
ゾ
ミ
の
画
像
が
映
っ
て
い
る
。 
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「
く
ら
や
み
マ
ン
シ
ョ
ンS

.O
.S

」 

柴
田 

勝
家  

１
． 

 

こ
れ
は
僕
が
小
学
三
年
生
の
時
の
話
だ
。 

 

そ
の
頃
、
僕
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
で
変
な
噂
が
流
行
っ
て
た
。
そ
れ
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
「く
ら
や
み
階
」と
い
う
謎
の
空
間
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
「闇
人(

や
み
ひ
と)
」に
見
つ
か
る
と
異
世
界
へ
と
連
れ
去
ら
れ
る
、
っ
て
い
う
内
容
だ
。 

 

僕
と
、
み
っ
つ
ん
、
フ
ク
ロ
。
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
す
三
人
は
、
そ
ん
な
噂
を
め
ぐ
っ
て
小
さ
な
事
件
に
遭
遇
し
た
ん
だ
。 

  

始
ま
り
は
社
会
科
の
授
業
だ
っ
た
。
「
自
分
た
ち
が
食
べ
る
も
の
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
」と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
た
。
班
に
分
か

れ
て
、
図
書
館
で
調
べ
た
り
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た
り
す
る
ヤ
ツ
だ
っ
た
。
そ
れ
で
最
後
は
大
き
な
模
造
紙

に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
研
究
成
果
を
書
き
込
ん
で
、
一
週
間
後
に
発
表
。
正
直
に
言
え
ば
、
少
し
面
倒
だ
っ
た
。 

 

だ
っ
て
、
そ
の
頃
の
僕
ら
は
野
菜
が
ど
こ
で
出
来
る
か
想
像
も
し
て
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

「
な
ぁ
、
野
菜
っ
て
ど
こ
で
取
れ
ん
の
？ 

山
？
」 

 

そ
う
言
っ
た
の
は
友
達
の
み
っ
つ
ん
で
、
彼
は
元
気
が
取
り
柄
の
お
調
子
者
。 

「
ウ
チ
は
宅
配
で
届
い
て
る
よ
」 

 

こ
れ
は
友
達
の
フ
ク
ロ
。
お
っ
と
り
し
て
い
る
が
真
面
目
で
優
し
い
。 

「
野
菜
は
畑
で
取
れ
る
ん
だ
よ
。
逆
に
、
お
米
が
取
れ
る
の
が
田
ん
ぼ
だ
」 

「
へ
ぇ
、
や
っ
ぱ
イ
サ
は
物
知
り
だ
な
！
」 

 

み
っ
つ
ん
の
賞
賛
と
フ
ク
ロ
の
拍
手
に
、
僕
は
自
慢
げ
に
頷
い
て
み
せ
た
。 

「
で
も
、
畑
な
ん
て
近
く
に
な
い
よ
ね
」 

「
だ
よ
な
。
父
ち
ゃ
ん
が
見
て
た
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
た
け
ど
、
あ
れ
遠
く
の
山
だ
っ
た
よ
」 

「
と
り
あ
え
ず
図
書
館
で
調
べ
る
の
は
？
」 

 

学
校
か
ら
の
帰
り
道
、
僕
の
言
葉
を
聞
い
た
フ
ク
ロ
が
手
帳
を
開
く
。
中
に
入
っ
て
い
る
電
子
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
最
寄
り
の

図
書
館
を
検
索
中
。
先
生
は
「
紙
の
本
を
使
っ
て
調
べ
よ
う
」
な
ん
て
言
っ
て
た
け
ど
、
そ
の
図
書
館
に
本
が
残
っ
て
る
か
ど
う

か
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
本
末
転
倒
だ
。 

「
そ
も
そ
も
ペ
ー
パ
ー
じ
ゃ
な
い
紙
に
マ
ジ
ッ
ク
で
ど
う
書
け
ば
い
い
ん
だ
？ 

ち
ゃ
ち
ゃ
っ
と
ネ
ッ
ト
の
素
材
使
え
ば
い
い
だ
ろ
」 

「
自
分
の
手
で
書
く
こ
と
で
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
に
な
る
ん
だ
よ
。
先
生
が
言
っ
て
た
よ
」 

 

み
っ
つ
ん
の
ボ
ヤ
キ
に
僕
が
答
え
て
お
く
。
一
方
、
フ
ク
ロ
は
真
剣
な
様
子
で
「
野
菜
」
に
関
す
る
本
を
探
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
だ
け
ど
、
小
学
生
向
け
の
本
は
な
か
な
か
置
い
て
な
い
ら
し
く
、
難
し
そ
う
な
畑
の
作
り
方
み
た
い
な
本
ば
か
り
が
出
て
き

た
ら
し
い
。 

 

だ
か
ら
僕
ら
三
人
は
悩
む
ば
か
り
だ
っ
た
。
別
の
班
が
羨
ま
し
か
っ
た
。
肉
や
魚
を
選
ん
だ
同
級
生
た
ち
は
、
最
初
か
ら
図
書

館
で
済
ま
せ
る
と
言
っ
て
い
た
し
、
先
生
も
そ
れ
を
認
め
て
い
た
。
で
も
野
菜
を
選
ん
だ
僕
ら
に
は
「
近
く
の
農
家
さ
ん
に
聞
き
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な
さ
い
」と
言
っ
て
、
楽
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ど
う
や
ら
、
最
初
か
ら
図
書
館
に
は
「
野
菜
」
に
関
す

る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

「
こ
れ
は
き
っ
と
、
陰
謀
だ
ぞ
」 

 

三
人
で
マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
公
園
で
遊
び
つ
つ
、
み
っ
つ
ん
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
。 

「
オ
レ
ら
さ
、
給
食
の
野
菜
、
ず
っ
と
残
し
て
た
だ
ろ
」 

「
残
し
て
た
ね
」 

「
だ
か
ら
先
生
は
、
オ
レ
ら
に
イ
ジ
ワ
ル
し
て
ん
だ
よ
」 

 

僕
は
先
生
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」と
言
い
そ
う
に
な
っ
た
。
だ
け
ど
、
す
べ
り
台
の
上
か
ら
盛
り
上
が
る

二
人
を
見
て
い
る
と
、
あ
り
得
る
か
も
、
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
勝
っ
て
き
た
か
ら
黙
っ
て
い
た
。 

「
野
菜
の
こ
と
調
べ
る
の
に
、
遠
く
に
行
け
な
い
し
な
ー
」 

 

み
っ
つ
ん
が
嘆
い
た
と
こ
ろ
で
、
五
時
を
報
せ
る
チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
て
き
た
。
夕
暮
れ
の
公
園
に
街
灯
が
光
り
始
め
た
。
そ

ろ
そ
ろ
家
に
帰
ろ
う
と
、
僕
は
二
人
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
。 

 

で
も
、
そ
の
時
に
不
思
議
な
も
の
を
見
た
ん
だ
。 

「
あ
れ
、
変
な
光
だ
」 

 

僕
ら
の
家
が
あ
る
十
二
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
の
真
ん
中
く
ら
い
で
ユ
ラ
ユ
ラ
と
光
が
揺
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
上
に
奇
妙

だ
っ
た
の
は
、
変
な
光
が
消
え
た
の
と
同
時
に
、
そ
の
階
の
全
て
の
明
か
り
が
消
え
た
こ
と
だ
。
上
下
の
階
に
は
部
屋
の
明
か
り

が
あ
る
け
ど
、
ま
る
ご
と
一
つ
の
階
が
真
っ
暗
な
ま
ま
。 

「
く
ら
や
み
階
だ
」 

 

最
初
に
そ
う
言
っ
た
の
は
、
フ
ク
ロ
だ
っ
た
。 

 

２
． 

 

フ
ク
ロ
に
は
六
年
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
僕
ら
も
た
ま
に
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。 

「
へ
ぇ
、
く
ら
や
み
階
を
見
た
ん
だ
」 

 

翌
日
、
僕
と
み
っ
つ
ん
は
フ
ク
ロ
の
家
に
遊
び
に
行
っ
て
、
こ
の
間
、
夕
方
に
見
た
変
な
階
層
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
た
。
フ
ク

ロ
は
「く
ら
や
み
階
」と
い
う
言
葉
を
お
姉
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
。 

「
あ
れ
を
見
た
ら
、
も
う
ダ
メ
だ
。
君
た
ち
は
闇
人
に
狙
わ
れ
て
る
よ
」 

 

フ
ク
ロ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
そ
う
告
げ
て
き
た
。 

「
闇
人
っ
て
、
な
ん
だ
？
」 

「
く
ら
や
み
階
の
住
人
だ
よ
。
こ
の
世
界
と
は
違
う
、
暗
闇
の
世
界
に
住
ん
で
る
。
知
っ
て
る
？ 

こ
の
世
界
に
は
ね
、
色
ん
な
場

所
に
暗
闇
の
世
界
の
入
り
口
が
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
で
午
後
五
時
に
な
る
と
、
二
つ
の
世
界
が
一
瞬
だ
け
つ
な
が
っ
ち
ゃ
う
ん

だ
。
そ
こ
に
入
っ
た
ら
出
て
こ
ら
れ
な
い
」 

 

そ
ん
な
こ
と
を
言
う
フ
ク
ロ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
、
僕
ら
は
最
初
に
怯
え
て
、
次
に
は
「
そ
ん
な
の
嘘
だ
！
」と
反
発
し
た

く
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
み
っ
つ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
。 
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「
い
い
よ
、
く
ら
や
み
階
を
確
か
め
て
や
る
よ
！
」 

 

ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
笑
う
フ
ク
ロ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に
見
送
ら
れ
、
僕
ら
は
マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
公
園
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
た
ち
の

住
ん
で
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
見
上
げ
て
も
、
昨
日
の
夕
方
に
見
た
「
く
ら
や
み
階
」
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
建
物
は
同
じ

形
の
箱
が
積
み
重
な
っ
た
だ
け
に
見
え
る
。 

「
あ
、
見
て
！
」 

 

フ
ク
ロ
が
す
べ
り
台
の
上
か
ら
叫
ん
だ
。
時
刻
は
午
後
五
時
だ
。
「
く
ら
や
み
階
」の
現
れ
る
と
い
う
瞬
間
。
外
が
暗
く
な
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
の
明
か
り
が
目
立
つ
中
、
そ
の
階
だ
け
が
真
っ
暗
な
ま
ま
だ
っ
た
。 

「
イ
サ
、
何
階
か
数
え
る
ぞ
！
」 

「
う
ん
、
え
っ
と
」 

 

僕
ら
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
下
か
ら
数
え
た
。
ち
ょ
う
ど
六
階
が
「く
ら
や
み
階
」に
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
れ
を
確
か
め
て
か
ら
、
僕
ら
は
再
び
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
と
戻
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
と
乗
り
込
む
。
勢
い
の
ま
ま
六
階
の
ボ
タ
ン

を
押
し
た
け
ど
、
み
っ
つ
ん
も
フ
ク
ロ
も
怯
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
僕
も
同
じ
で
、
こ
の
ま
ま
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
「く
ら
や
み
階
」

に
つ
な
が
っ
て
、
異
世
界
へ
と
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
思
っ
た
。 

 

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

「
あ
れ
、
三
井
君
。
伊
崎
君
と
袋
井
君
も
一
緒
？
」 

 

僕
ら
が
六
階
に
降
り
立
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
買
い
物
袋
を
持
っ
た
女
性
と
出
会
っ
た
。
森
長
の
お
ば
さ
ん
だ
。
こ
の
人
は
六
階

に
住
ん
で
い
た
は
ず
。 

「
あ
、
あ
の
！
」 

 

声
を
上
げ
た
の
は
み
っ
つ
ん
だ
っ
た
。
彼
は
七
階
に
住
ん
で
い
る
か
ら
、
森
長
の
お
ば
さ
ん
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。 

「
森
長
の
お
ば
さ
ん
、
部
屋
、
明
か
り
つ
い
て
ま
す
か
！
」 

 

六
階
の
共
用
廊
下
は
明
る
い
ま
ま
だ
。
こ
こ
が
「く
ら
や
み
階
」
だ
と
は
思
え
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
部
屋
の
電
灯
を
消
し
て
い

る
の
だ
と
推
理
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
六
階
に
住
む
人
が
全
員
、
揃
っ
て
明
か
り
を
消
し
て
い
る

な
ん
て
。 

「
あ
、
そ
う
そ
う
、
買
い
物
行
く
け
ど
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
。
節
電
し
な
き
ゃ
ね
」 

 

案
の
定
、
森
長
の
お
ば
さ
ん
は
部
屋
の
明
か
り
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
、
僕
ら
が
見
た
真
っ
暗
な
六
階
は
な
ん

だ
っ
た
の
だ
。
森
長
の
お
ば
さ
ん
は
挨
拶
を
残
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
が
、
残
さ
れ
た
僕
ら
は
お
互
い
に
無
言
だ
っ

た
。 

「
き
っ
と
、
階
数
を
間
違
え
た
ん
だ
」 

 

よ
う
や
く
、
み
っ
つ
ん
が
口
を
開
い
た
。
そ
し
て
三
人
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
、
今
度
は
七
階
へ
向
か
っ
た
。
で
も
変
わ
ら

ず
、
こ
こ
も
廊
下
に
明
か
り
が
つ
い
て
い
る
。
じ
ゃ
あ
、
と
五
階
へ
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
結
果
は
同
じ
だ
っ
た
。 

 

僕
ら
は
「
く
ら
や
み
階
」
を
探
し
て
、
何
度
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
移
動
し
た
。
そ
れ
が
続
い
て
、
三
階
に
来
た
時
に
、
不
意
に
共

用
廊
下
を
歩
い
て
く
る
人
物
と
目
が
合
っ
た
。 

「
あ
ん
ま
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
遊
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
よ
」 
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そ
の
人
物
は
長
い
黒
髪
の
若
い
男
の
人
で
、
服
装
は
黒
い
帽
子
に
黒
い
マ
ン
ト
。
全
身
が
黒
尽
く
め
の
人
。
今
ま
で
、
こ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
見
た
こ
と
の
な
い
人
間
だ
っ
た
。 

「
ね
、
い
い
子
だ
か
ら
さ
」 

 

黒
尽
く
め
の
人
は
笑
顔
の
ま
ま
、
僕
ら
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
と
追
い
込
ん
だ
。
フ
ク
ロ
は
後
ず
さ
り
を
し
て
い
た
し
、
み
っ
つ
ん

は
何
度
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
僕
ら
は
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
思
う
。 

 

闇
人
に
見
つ
か
っ
た
！ 

 

３
． 

 

そ
れ
か
ら
数
日
、
僕
ら
は
闇
人
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

朝
に
学
校
へ
行
く
時
も
そ
う
だ
し
、
夕
方
に
帰
っ
て
き
た
時
も
見
か
け
た
。
平
日
も
、
休
み
の
日
も
、
あ
の
黒
尽
く
め
の
男
の

人
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
い
た
。
働
い
て
い
る
な
ら
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
か
け
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
人
は
ず
っ
と
マ
ン
シ
ョ
ン

の
中
に
い
る
。 

「
だ
か
ら
闇
人
だ
っ
て
？
」 

 

あ
る
日
の
食
卓
で
、
僕
は
つ
い
父
親
に
そ
の
こ
と
を
話
し
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
に
い
る
怪
人
。
く
ら
や
み
の
世

界
に
暮
ら
す
闇
人
。
そ
ん
な
こ
と
を
真
剣
に
語
っ
て
み
れ
ば
、
父
親
は
大
笑
い
し
て
き
た
。 

「
あ
れ
は
米
良
さ
ん
だ
よ
。
米
良
カ
ツ
キ
さ
ん
。
最
近
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
て
き
た
ん
だ
。
だ
か
ら
見
か
け
な
か
っ
た
だ
け

だ
」 

 

父
親
は
簡
単
に
言
う
け
ど
、
僕
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
夕
飯
に
出
さ
れ
た
野
菜
炒
め
だ
っ
て
、
口
に
し
よ
う
と

思
え
な
か
っ
た
。
単
純
に
野
菜
が
嫌
い
な
の
も
あ
っ
た
け
ど
。 

「
あ
ん
ま
り
米
良
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
な
よ
」 

 

そ
の
言
葉
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
僕
の
父
親
は
か
な
り
適
当
な
人
で
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
す
人
で
も
、
住
ん
で
る
階

が
違
う
と
名
前
を
覚
え
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
一
階
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
闇
人―

―

米
良
さ
ん
の
こ
と
は
フ
ル

ネ
ー
ム
で
覚
え
て
い
る
。 

 

奇
妙
だ
、
と
思
い
な
が
ら
野
菜
炒
め
に
箸
を
つ
け
た
。
す
る
と
、
そ
の
瞬
間
に
社
会
科
の
課
題
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
最
近

は
「く
ら
や
み
階
」の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け
ど
、
発
表
は
も
う
明
後
日
に
迫
っ
て
い
る
。 

「
ね
ぇ
、
こ
の
野
菜
っ
て
ど
こ
か
ら
来
て
る
の
？
」 

 

だ
か
ら
、
噂
話
の
こ
と
は
い
っ
た
ん
忘
れ
て
、
野
菜
に
つ
い
て
の
話
を
聞
こ
う
と
思
っ
た
。 

「
ど
こ
っ
て
、
ウ
チ
は
ど
こ
と
契
約
し
て
た
っ
け
？
」 

 

父
親
が
隣
に
い
る
母
親
に
尋
ね
て
い
た
。
母
親
は
僕
の
知
ら
な
い
名
前
を
出
し
て
、
ど
こ
そ
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
美
味
し
い
と

か
、
小
松
菜
の
色
味
が
よ
そ
と
違
う
と
か
、
色
々
と
言
っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
我
が
家
も
フ
ク
ロ
の
家
と
同
じ
く
、
遠
く
の
農
家

か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。 

 

で
も
、
父
親
は
笑
っ
て
、
僕
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
き
た
。 

「
ウ
チ
の
野
菜
は
な
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
出
た
い
ら
な
い
も
の
か
ら
出
来
て
る
ん
だ
よ
」 
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「
い
ら
な
い
も
の
っ
て
？
」 

「
大
体
は
生
ゴ
ミ
だ
な
。
後
は
紙
ゴ
ミ
も
あ
る
し
、
な
ん
で
も
あ
る
。
と
に
か
く
い
ら
な
い
も
の
だ
」 

 

不
意
に
、
僕
は
父
親
の
笑
顔
が
恐
ろ
し
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
。 

「
お
前
も
い
い
子
で
い
る
ん
だ
ぞ
。
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
捨
て
て
、
新
鮮
な
野
菜
に
変
え
て
も

ら
う
か
ら
な
」 

 

思
わ
ず
手
が
止
ま
っ
て
、
箸
で
つ
か
ん
で
い
た
野
菜
が
落
ち
た
。 

「
そ
う
い
え
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
米
良
さ
ん
と
も
契
約
し
た
い
ね
」 

 

横
か
ら
母
親
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
。
契
約
の
意
味
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
た
と
え
ば
、
悪
魔
と
の
契
約
み
た
い

な
話
だ
と
し
た
ら
。 

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」 

 

両
親
は
す
で
に
、
あ
の
闇
人
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
不
安
が
ど
ん
ど
ん
と
増
え
て
い
く
。
僕
は
自

分
の
部
屋
に
こ
も
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
チ
ャ
ッ
ト
を
開
い
た
。
話
し
相
手
は
い
つ
も
と
同
じ
、
み
っ
つ
ん
と
フ
ク
ロ
だ
。 

 

た
だ
、
既
に
事
件
は
起
き
て
い
た
ん
だ
。
僕
が
チ
ャ
ッ
ト
の
画
面
を
開
い
た
直
後
、
み
っ
つ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。 

『
た
す
け
て
。
く
ら
や
み
階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
！
』 

 

４
． 

 

僕
は
フ
ク
ロ
と
連
絡
を
取
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
集
合
し
た
。 

「
み
っ
つ
ん
が
、
く
ら
や
み
階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
っ
て
」 

 

心
配
そ
う
な
フ
ク
ロ
を
勇
気
づ
け
な
が
ら
、
僕
は
チ
ャ
ッ
ト
で
み
っ
つ
ん
と
や
り
取
り
を
続
け
る
。 

『
そ
こ
は
ど
こ
か
わ
か
る
？
』 

『
わ
か
ん
な
い
。
真
っ
暗
な
ん
だ
。
変
な
草
が
あ
る
。
異
世
界
の
草
だ
よ
』 

『
ど
う
や
っ
て
そ
こ
に
入
っ
た
の
？
』 

『
闇
人
が
い
た
か
ら
、
あ
と
を
追
っ
て
、
階
段
を
の
ぼ
っ
て
』 

 

変
な
と
こ
ろ
で
チ
ャ
ッ
ト
が
止
ま
っ
た
。
そ
の
直
後
、
み
っ
つ
ん
か
ら
絶
望
的
な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。 

『
充
電
き
れ
そ
う
』 

 

そ
の
言
葉
を
最
後
に
、
僕
ら
二
人
か
ら
の
呼
び
か
け
に
み
っ
つ
ん
の
既
読
が
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

「
ど
う
し
よ
う
、
イ
サ
」 

「
僕
ら
で
み
っ
つ
ん
を
探
そ
う
。
闇
人
の
あ
と
を
追
う
ん
だ
」 

 

作
戦
は
簡
単
だ
っ
た
。
一
階
に
住
ん
で
る
は
ず
の
闇
人―

―

米
良
さ
ん
を
追
っ
て
、
彼
が
本
当
に
暮
ら
し
て
い
る
「く
ら
や
み

階
」
へ
と
入
る
。
だ
か
ら
僕
ら
は
一
階
の
玄
関
が
見
え
る
自
転
車
置
き
場
に
隠
れ
て
、
彼
が
出
て
く
る
の
を
待
っ
た
。 

 

で
、
そ
れ
か
ら
数
分
も
し
な
い
う
ち
に
。 

「
来
た
」 

 

フ
ク
ロ
が
小
さ
く
呟
い
た
。
見
れ
ば
、
米
良
さ
ん
が
玄
関
を
開
け
て
共
用
廊
下
へ
出
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
黒
尽
く
め
の
服
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は
変
わ
ら
な
い
け
ど
、
普
段
は
見
な
い
荷
物
を
手
に
持
っ
て
い
る
。 

「
追
お
う
」 

 

僕
ら
は
米
良
さ
ん
を
追
っ
た
け
ど
、
大
そ
れ
た
動
き
な
ん
て
何
も
な
か
っ
た
。
米
良
さ
ん
は
廊
下
を
突
き
当
た
り
ま
で
歩
く

と
、
普
段
は
入
れ
な
い
ゴ
ミ
捨
て
場
の
門
を
開
け
、
そ
の
奥
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
僕
と
フ
ク
ロ
は
彼
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
、
少
し

距
離
を
取
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
ゴ
ミ
捨
て
場
へ
と
入
っ
て
い
く
。 

「
あ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
」 

 

狭
い
ス
ペ
ー
ス
の
奥
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
使
っ
て
い
る
も
の
と
は
違
っ
て
、
扉
は
大
き
く
て
、
横
に
広
い
よ
う

だ
っ
た
。
近
く
に
ゴ
ミ
を
乗
せ
る
大
型
の
カ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
一
緒
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と

思
っ
た
。 

「
行
こ
う
、
闇
人
も
こ
れ
に
乗
っ
た
ん
だ
」 

 

そ
し
て
僕
ら
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
む
が
、
そ
こ
で
奇
妙
な
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

「
イ
サ
、
見
て
！ 

ボ
タ
ン
が
！
」 

「
十
三
階
ま
で
、
あ
る
！
」 

 

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
十
二
階
建
て
だ
。
そ
れ
な
の
に
一
階
多
い
。
そ
れ
な
ら
、
答
え
は
一
つ
。
僕
は
意
を
決
し
て
、
六
階
の
ボ
タ

ン
を
押
し
た
。 

 

そ
し
て
、
次
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
開
い
た
時
、
そ
こ
に
は
真
っ
暗
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。 

「
み
っ
つ
ー
ん
！
」 

 

僕
ら
の
震
え
声
が
「く
ら
や
み
階
」に
響
く
。
つ
い
に
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
友
達
を
見
捨
て

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

 

僕
と
フ
ク
ロ
は
携
帯
端
末
の
明
か
り
を
た
よ
り
に
、
真
っ
暗
な
空
間
を
進
む
。
よ
く
観
察
し
て
み
れ
ば
、
空
間
の
作
り
自
体
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
他
の
階
と
似
て
い
る
。
た
だ
個
別
の
部
屋
は
な
い
し
、
誰
か
が
暮
ら
し
て
い
る
形
跡
も
な
い
。 

 

そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
だ
っ
た
。 

「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
」 

 

背
後
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
僕
と
フ
ク
ロ
は
悲
鳴
を
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
振
り
返
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
き
っ
と
、
米
良
さ
ん

は
本
性
を
現
し
て
僕
ら
を
異
世
界
へ
と
引
き
ず
り
込
む
の
だ
。 

「
見
ら
れ
た
な
ら
、
仕
方
な
い
」 

 

怯
え
る
僕
の
肩
に
手
が
触
れ
た
。
い
よ
い
よ
か
と
覚
悟
し
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ろ
を
見
る
。 

 

す
る
と
、
そ
こ
に
は
全
身
を
白
い
作
業
服
で
覆
っ
た
米
良
さ
ん
と
、
な
ん
と
も
呑
気
な
表
情
で
笑
っ
て
い
る
み
っ
つ
ん
が
い
た
。 

「
よ
う
、
二
人
も
来
た
か
！
」 

 

歯
を
見
せ
て
笑
う
み
っ
つ
ん
の
姿
に
、
僕
ら
は
安
堵
の
溜
め
息
を
吐
い
た
。 

 

５
． 

「
僕
は
ね
、
宅
地
栽
培
士
を
や
っ
て
る
ん
だ
」 
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懐
中
電
灯
で
通
路
を
照
ら
し
な
が
ら
、
米
良
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
。 

「
宅
地
、
つ
ま
り
人
が
住
ん
で
る
と
こ
ろ
で
、
栽
培
、
野
菜
を
育
て
る
専
門
家
な
の
さ
」 

 

は
ぁ
、
と
僕
が
な
ん
と
か
事
態
を
飲
み
込
も
う
と
す
る
。
み
っ
つ
ん
は
既
に
事
情
を
知
っ
て
い
る
の
か
、
米
良
さ
ん
と
並
ん
で

暗
い
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。 

「
都
市
部
の
野
菜
っ
て
い
う
の
は
、
大
体
が
栽
培
工
場
で
作
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
工
場
と
マ
ン
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が

最
近
の
流
行
り
で
ね
、
こ
こ
も
そ
う
し
た
物
件
だ
よ
」 

 

そ
う
言
い
つ
つ
米
良
さ
ん
は
一
つ
の
扉
の
前
に
立
ち
、
端
末
を
か
ざ
し
て
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
い
た
。
重
そ
う
な
扉
が
開
か
れ

る
と
、
そ
れ
ま
で
の
暗
闇
に
明
る
い
光
が
溢
れ
て
き
た
。 

「
で
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
野
菜
の
栽
培
を
任
さ
れ
て
た
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
な
か
な
か
見
せ
ら
れ
な
く
て
ね
」 

 

皆
で
明
る
い
部
屋
へ
と
入
っ
て
い
く
。
天
井
は
低
く
て
、
小
学
生
の
僕
ら
は
平
気
だ
っ
た
け
ど
、
米
良
さ
ん
は
少
し
窮
屈
そ
う

だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
よ
り
も
目
を
引
く
の
が
、
教
室
の
机
み
た
い
に
並
ぶ
大
量
の
白
い
箱
た
ち
だ
っ
た
。 

「
こ
こ
で
は
、
黄
ニ
ラ
を
栽
培
し
て
い
る
ん
だ
」 

 

部
屋
い
っ
ぱ
い
に
あ
る
白
い
箱
か
ら
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
野
菜
が
飛
び
出
し
て
い
た
。
こ
れ
が
み
っ
つ
ん
の
言
っ
て
い
た
異
世

界
の
草
の
正
体
な
の
だ
ろ
う
。 

「
黄
ニ
ラ
は
日
光
を
当
て
ず
に
育
て
る
か
ら
ね
、
窓
か
ら
太
陽
の
光
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
で
、

君
ら
は
『く
ら
や
み
階
』な
ん
て
も
の
を
想
像
し
た
ん
だ
」 

 

僕
と
フ
ク
ロ
が
み
っ
つ
ん
に
視
線
を
向
け
る
。
ど
う
や
ら
米
良
さ
ん
に
大
体
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
ら
し
い
。 

「
で
も
驚
い
た
な
。
ま
さ
か
住
ん
で
る
の
に
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
栽
培
の
こ
と
知
ら
な
か
っ
た
な
ん
て
。
い
や
、
そ
ん
な
も
ん
か
。
僕

も
君
ら
く
ら
い
の
時
に
は
、
魚
っ
て
い
う
の
は
切
り
身
の
ま
ま
海
を
泳
い
で
る
と
思
っ
て
た
か
ら
ね
」 

 

そ
こ
で
み
っ
つ
ん
と
フ
ク
ロ
が
二
人
で
笑
っ
た
。 

「
そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
！
」 

「
魚
は
ち
ゃ
ん
と
魚
だ
よ
ね
ぇ
」 

 

結
局
、
奇
妙
な
も
の
の
正
体
な
ん
て
こ
ん
な
も
の
だ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
す
大
人
や
、
少
し
年
上
の
子
供
で
も
知
っ
て
い
る
こ

と
で
、
た
だ
僕
ら
が
そ
れ
を
知
っ
た
の
が
今
だ
っ
た
と
い
う
だ
け
。 

「
は
は
、
ご
め
ん
ご
め
ん
。
ウ
チ
で
は
野
菜
だ
け
ど
、
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
肉
や
魚
を
作
っ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
さ
。
こ
こ

と
似
た
よ
う
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
を
使
っ
て
、
培
養
肉
を
沢
山
作
っ
て
た
り
、
海
産
物
の
養
殖
し
て
た
り
も
す
る
よ
。
僕
が

知
っ
て
る
と
こ
ろ
だ
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
で
釣
り
が
で
き
て
、
そ
の
ま
ま
魚
を
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
な
」 

「
な
ん
だ
そ
れ
、
住
み
て
ぇ
！ 

肉
も
食
べ
放
題
な
の
？
！
」 

 

と
、
大
盛
り
あ
が
り
の
み
っ
つ
ん
。 

「
い
い
よ
ね
、
で
も
残
念
だ
な
、
こ
の
近
く
だ
と
肉
や
魚
を
作
っ
て
る
複
合
マ
ン
シ
ョ
ン
は
な
か
っ
た
か
な
。
大
体
は
野
菜
み
た
い

だ
ね
」 

 

そ
う
か
、
と
思
わ
ず
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

社
会
科
の
発
表
で
、
肉
や
魚
を
調
べ
る
班
が
図
書
館
を
使
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
理
由
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
先
生
が
「
近
く



 

6
4

 

の
農
家
さ
ん
に
聞
き
な
さ
い
」と
言
っ
た
の
は
、
こ
の
米
良
さ
ん
の
よ
う
な
人
に
話
を
聞
け
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
だ
。
先
生
は

ウ
チ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
最
初
か
ら
近
く
に
聞
く
相
手
が
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
や
っ
ぱ
り
イ
ジ
ワ

ル
で
も
陰
謀
で
も
な
か
っ
た
。 

「
あ
の
、
野
菜
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
作
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

 

今
と
な
っ
て
は
「
く
ら
や
み
階
」
の
謎
も
解
け
た
。
だ
か
ら
、
僕
は
純
粋
に
野
菜
に
つ
い
て
の
疑
問
を
米
良
さ
ん
に
尋
ね
て
い
た
。 

「
今
は
ね
。
街
に
畑
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
と
、
遠
く
か
ら
野
菜
を
運
ぶ
の
が
珍
し
く
な
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
て
人
の
住
ん
で
る

空
間
の
隙
間
で
野
菜
を
作
っ
て
る
ん
だ
。
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
荷
物
を
運
ぶ
と
お
金
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
か
か
っ
ち
ゃ
う
か
ら
ね
、

近
い
方
が
い
い
ん
だ
」 

 

そ
れ
に
、
と
米
良
さ
ん
は
部
屋
の
隅
に
お
い
て
あ
る
ゴ
ミ
収
集
用
カ
ー
ト
を
指
差
し
た
。 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
が
捨
て
た
ゴ
ミ
と
か
も
、
畑
の
肥
料
に
な
る
か
ら
、
こ
っ
ち
の
方
が
楽
な
ん
だ
」 

「
あ
あ
」と
頷
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
適
当
な
こ
と
を
言
っ
た
父
親
へ
の
ち
ょ
っ
と
の
怒
り
。
い
ら
な
い
も
の
、
つ
ま
り
家
か
ら
出

る
ゴ
ミ
が
畑
の
肥
料
に
な
っ
て
野
菜
に
な
る
、
と
い
う
だ
け
の
話
だ
っ
た
。 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
ね
、
微
生
物
の
働
き
で
高
速
で
分
解
さ
れ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
り
、
肥
料
に
な
っ
た
り
す

る
ん
だ
。
こ
れ
は
凄
い
よ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と
に
住
ん
で
る
人
、
つ
ま
り
一
人
暮
ら
し
の
人
と
か
、
家
族
で
住
ん
で
る
人
と
か
、
そ

う
い
っ
た
種
類
が
違
う
か
ら
、
出
て
く
る
ゴ
ミ
も
違
っ
て
き
て
ね
。
す
る
と
肥
料
も
変
わ
っ
て
、
出
来
る
野
菜
も
変
わ
る
ん
だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
ご
と
に
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
、
個
性
の
あ
る
野
菜
が
作
ら
れ
る
時
代
さ
」 

 

ど
う
や
ら
米
良
さ
ん
は
本
当
に
野
菜
の
こ
と
が
好
き
ら
し
い
。
そ
れ
か
ら
僕
ら
の
反
応
も
無
視
し
て
、
い
か
に
美
味
し
い
野
菜

が
作
れ
る
か
実
験
中
だ
と
言
っ
て
き
た
。 

「
で
も
ま
ぁ
、
そ
ろ
そ
ろ
完
成
か
な
。
こ
の
黄
ニ
ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
出
来
た
ら
、
皆
の
家
と
も
契
約
し
て
、
新
鮮
な
野
菜
を
届
け

ら
れ
る
と
思
う
よ
」 

 

そ
う
だ
な
、
と
米
良
さ
ん
が
顎
に
指
を
当
て
て
少
し
悩
む
素
振
り
を
見
せ
た
。 

「
ブ
ラ
ン
ド
名
も
決
め
た
よ
。
『く
ら
や
み
マ
ン
シ
ョ
ン
の
黄
ニ
ラ
』に
し
よ
う
か
」 

 

６
． 

 

中
学
生
に
な
っ
た
今
、
家
か
ら
少
し
離
れ
た
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
あ
る
。 

 

そ
こ
は
不
動
産
会
社
と
一
体
型
に
な
っ
た
店
舗
で
、
各
地
の
宅
地
栽
培
農
家
と
契
約
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
を
多
く

取
り
扱
っ
て
い
る
。
美
味
し
い
野
菜
を
気
に
入
っ
た
お
客
さ
ん
が
、
そ
の
ま
ま
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
契
約
も
済
ま
せ
る
こ
と
も
あ

る
ら
し
い
。 

「
意
外
と
売
れ
て
ん
じ
ゃ
ん
」 

 

僕
は
陳
列
さ
れ
た
野
菜
の
中
か
ら
『
く
ら
や
み
マ
ン
シ
ョ
ン
の
黄
ニ
ラ
』
を
手
に
取
っ
た
。
生
産
者
の
顔
と
し
て
写
っ
て
い
る
の

は
米
良
さ
ん
だ
が
、
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
三
人
の
子
供
が
笑
っ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
が
誰
か
は
言
わ

ず
も
が
な
、
だ
。 

「
少
し
恥
ず
か
し
い
け
ど
ね
」 
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パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
裏
を
見
れ
ば
コ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
れ
は
黄
ニ
ラ
の
管
理
栽
培
法
と
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
向
け
の
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

を
伝
え
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
こ
れ
を
読
み
取
っ
て
契
約
す
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で
も
『く
ら
や
み
マ
ン
シ
ョ
ン
の

黄
ニ
ラ
』
が
栽
培
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
ご
と
に
味
は
変
わ
る
け
ど
、
こ
の
野
菜
が
多
く
広
ま
る
ほ
ど
に
価
値
は
上

が
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
僕
ら
の
暮
ら
す
マ
ン
シ
ョ
ン
の
価
値
も
上
が
る
ら
し
い
け
ど
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
僕
ら
の
恥
ず
か
し

い
勘
違
い
が
広
ま
る
の
は
勘
弁
だ
。 

 

結
局
、
あ
の
小
さ
な
事
件
が
僕
ら
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
す
ぎ
た
よ
う
で
、
社
会
科
の
授
業
で
の
発
表
は
ま
と
ま
り
の
な
い
、

散
々
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
ず
っ
と
残
っ
て
い
る
ら
し
く
。 

「
あ
れ
、
イ
サ
も
買
い
物
？
」 

「
お
ひ
さ
ー
」 

 

声
に
振
り
返
れ
ば
、
今
で
も
仲
良
く
し
て
い
る
二
人
の
友
達
の
姿
。 
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菱
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2.6 シンポジウムの開催 

フードテック官民協議会の会員を対象として、SF思考により制作した「2050年の食卓の姿」ビジョン

を軸に置いたシンポジウムを下記の日時、プログラム構成により実施した。本シンポジウムでは、制作し

たビジョンの検討経緯を含めて内容を共有し、小説を基にしたパネルディスカッションを行うことにより、

視聴者が 2050 年の食卓の姿について自らも考えるきっかけとなることに主眼を置いた設計とした。パ

ネリストは、食品産業、フードテックビジネス、食と消費者行動に精通する専門家及び本 SF 思考プロ

ジェクトの事務局より選定した。 

 

開催期日 2022年 3月４日(金) 13：30～15：30 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM ウェビナー 

参加者 登壇者：プログラムに記載、参加者数：１８６名 

会議資料・会議の概要 別添 PDF  

 

プログラム：（敬称略） 

１） 開会挨拶 農林水産省 大臣官房 政策課長 小林 大樹 

２） WTの目的・活動概要 三菱総合研究所 葦津 紗恵 

3） SF思考の講話 筑波大学 システム情報系 助教 大澤 博隆 

4) 小説のガジェット／ストーリーラインの紹介 三菱総合研究所 堀留 千恵子 

5) TF参加者の感想  

・アドバイザー 筑波大学 宮本 道人 

・TF参加者 
マックスバリュ南東北 高田 幸治 
東京工業大学 真尾 淑子 
江崎グリコ 山本 京子 

  質疑応答  

6) パネルディスカッション  

・ファシリテーション 三菱総合研究所 藤本 敦也 

・パネリスト 

筑波大学 システム情報系 助教 大澤 博隆 
株式会社スペックホルダー 代表取締役社長 大野 
泰敬 
株式会社電通 「食生活ラボ」主宰 大屋 洋子 
ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社 基盤
技術研究所 中島 美樹 
農林水産省 大臣官房 政策課 高梨 雄貴 

質疑応答  

7) 閉会挨拶 三菱総合研究所 常務研究理事 古屋 孝明 
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2.6.1 パネルディスカッション 

（1） パネリストの選定 

シンポジウムのパネリストは、食品産業、フードテックビジネス、食と消費者行動に精通する専門家及

び、本 SF思考プロジェクトの事務局より選定した。 

（2） ディスカッション概要 

議論① 

パネリストが思う、2050年の食卓で大事なこと 

消費者としての観点 

• 「食事が楽しいこと」が大切。技術が進展し、30年後に新しい食べ物があるとしても、今ある食

べ物も残っており、選択の自由があるのが理想。 

• 食事は単に栄養をとるだけではなく、食事を介したコミュニケーションも重要。2050 年も食を

通じた人と人のつながりがあるとよい。作り手の思い、食文化など、アナログな部分は将来も価

値を持つ。 

• 小説のホログラムを介して皆で食事をとるという世界観は面白い。フードパッチのように、食の

パーソナライズ化という新たな価値観に応えていくというのは 2050 年に必要とされているも

のだと思う。 

生産者としての観点 

• 生態系を崩すことなく、食料を安全に、安定的に生産するシステムを維持していくことが大切。 

• 自然的、社会的変動があったとしても、テクノロジーを駆使し、人々がおいしい食事をとり、健

康的に生活できる世界を作っていく必要。 

議論② 

 2050 年までに実現してほしいフードテック 

消費・調理過程 

• 2050 年の食卓は、一見今と変わらないのではないかと思う。一見変わらないが、食材は代替

肉だったり、機能性食品だったり、ゲノム編集されたものであったりするかもしれないが、調理

用ロボットが自動的に作ってくれるという世界はおそらく来ていないと考えている。小説に書か

れている技術は、数年後、もしくは既に実現できているが、ビジネスとして成立するかが課題と

なっているように思う。 

（パネリストが流行しそうと思う調理用ロボットの例） 

• 「共感してくれるオートシェフ」があるとよい。料理を教えてくれたり、一緒に料理ができたりと、

頼りになる料理のコーチみたいな存在か。オートシェフと会話し、共感できるようなものであれ

ば、即購入したい。 

• 敢えてミスするようなオートシェフもあってよいと思う。料理を通じたコミュニケーションも大事
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で、機械がドジをするなど、人間味を引き出すような動きを入れることでコミュニケーションが

活性化するのではないか。 

• 人の好きなところまで奪ってしまうテクノロジーはよくない。料理であれば、味付けの行程など

は自分で楽しみながら、それ以外の食材を切ったり、洗ったり、片づけをしたりする部分だけ代

わりにやってくれるテクノロジー等にニーズがあるのではないか。現代でも、ミールキットの評

判が良いのは、そこにあると思う。 

• VR 技術を活用した食体験というのもあるのではないか。例えば、錯覚などを利用して美味し

いもの食べているような感覚を味わうとか、食事量を多く見せるなどして摂取カロリーをコント

ロールするなどの技術利用もでてくるのではないか。 

• プログラミングマテリアルは興味深い。素材をいろいろ組み合わせて新しい食感を生み出す

というのは、今後ニーズがでてくると思う。食感は VRでは再現できないため、食べるというリ

アルに価値がある。 

• 食感に限らないが、ロボット・AI と付き合っていく上では、自らの食に対する考え（オーナー

シップ）をしっかり持っていく必要がある。よいフィードバックがないと、技術は発展しないし、

技術を享受できない。 

• 「フローラオートドライブ」の話を読んで、食の概念というのは広がるものだと思った。食の概念

をフレキシブルに持ち、食の技術と食以外の技術を組み合わせてデザインしていければ、新し

いものが出来るのではないかと思った。 

流通過程 

• 現在は地方の生産地から都会の市場へ、都会の市場から再び地方の消費者へ、という物流が

あるが、バーチャル上で市場を構築して、実際のモノは動かさず、データだけを動かすというこ

とをすると、流通コストも下げられるし、一種のフードテックになると思う。既存の物流や、それ

に関わる関係者もいるので、なかなか難しいと思うが、30 年 50 年後の食料安全保障を考え

ると、ときには既存のビジネスを見直し、無駄を省き、官民が一体となって政策を進めていく必

要があると思う。 

• 小説に出てきたような植物工場付きのスーパーマーケットは、たぶん既にあると思う。フードマ

イレージを考えたら消費するところに近いところで生産するのが一番よいと思うし、何より新

鮮。小説「くらやみマンション S.O.S」のようなシステムは必要になってくるのではないか。 

• 小説では、わざわざスーパーマーケットに行かないのが当たり前になったという話があったが、

スーパーに行って買い物を楽しむというのは、人間の生物的な欲求、本能に近い部分であり、

2050年にも引き続き残っていると思う。既にデリバリーがかなり浸透しているが、一方でその

欲求をちゃんと満たすことがスーパーに必要な機能になってくると思う。 

• 消費期限を延ばすテクノロジーを実装していくというのも重要。現代でも、０度で運搬すると

か、紫外線を活用するなど、消費期限を延ばす技術が開発されており、国内のとある企業が消

費期限を２～５倍に延ばすコンテナを開発するというフードテックも実現した。しかしながら、こ

の例では、消費期限の長い食品に消費者側の抵抗感があることに加え、コンテナの製造コスト



 

71 

が食材の商品価格に転嫁されるため、消費期限が短いが安い商品が選択されるなど、社会に

浸透しなかったという経緯もある。これからの食料課題の解決に向けては、生産側の技術利用

とともに、消費者の理解も得ながら解決していく必要がある。 

生産過程 

• 少しでも生産効率を上げるというのがいつの時代も大命題。何を作っていくかは別として、

2050 年も生産効率を上げていくという努力はしていると思う。その結果として、都心から離

れた人のいないところで生産効率よく合理的に作るというシステムは残りつつも、たしかに「く

らやみマンション S.O.S」のように、食べる人のすぐそばで作るというような新しい地産地消型

のサプライチェーン、製造方法もあり得ると思う。 

• 2050 年では、現代では食べていないものを食べるようになるということもあるだろう。将来の

食料問題を考えると、日本の場合は森林が多いので、地産地消の極論として、山の木を食べる

ということもあり得るかもしれない。木は、セルロースであり、分解さえできれば、日本人は食

べていけると思った。色々な香りがし、色々な味もするので産地の違いや、何年物などの楽し

みもあるのではいか。 

• 地産地消は大事だと思っている。世界では、サプライチェーンが遮断されて食料品が入ってこ

ないという危機的な社会問題も起きている。日本も全国がつながっており、災害によって一部

の地域でサプライチェーンが遮断されると、日本全体に影響が及ぶということも起こり得る話

である。 

• 地産地消は物流コストの面からも重要。例えば、魚の養殖において、飼料に昆虫を使おうとし

ても、昆虫を養殖する工場が養殖場と別の場所にあり、育成、加工もそれぞれ別の場所で行

い、最終的に養殖現場に持ってくるとなると、物流コストからビジネスとして収支が合わない。

魚の養殖場の隣にごみ処理施設を作り、その場で昆虫も育成できるといった、地域循環型モ

デルを作っていかないと、これからの環境や経済の課題に対処できない。 

• フードテックは地産地消の取組に寄与する。例えば、魚は植物性タンパク質の餌だと育ちが悪

いが、ゲノム編集により、少しの餌や植物性タンパク質の餌でも育つような魚に変化させること

などもあり得ると思う。 

議論③ 

パネリストが今後に向けて取り組んでいきたいこと 

• いまは、食べること自体が付加価値になってきていると感じる。消費者が食べることを楽しむた

めには、食材の旬や栄養価、食文化などを理解している必要があり、生産者は、消費者に選ば

れるために、適切な情報を伝えていく必要がある。テクノロジーはもちろん大切だが、消費者の

食に対するリテラシーの向上もそれと同時で進めていきたい。 

• フードテックラボという WEB サイトをフードテック官民協議会のコミュニティサークルで運営し

ている。最新のフードテックはどうなっているのかを情報発信するサイトで、Facebook で登

録すると世界中の情報が届くようになっている。登録者のビジネスで活用してもらえるように

改善していきたい。 
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• フードテックに関りを持ったのは、ここ 1 年で、代替肉を試したのもここ最近の話である。今後

色々と積極的に試してみたいと思う。技術が進化してもアナログ的な部分を大切にしたいと考

えている。美味しい食材、食事は重要だが、それ以上に環境が大切。そういったところも両立

できるよう、取り組んでいきたい。 

• フードテックと初めて聞いた時、食品メーカーが食品を作る技術と何が違うのだろうと思った

が、その後、IT 技術などベースにあるものが違うということを理解した。食品製造にこのような

周囲の技術を取り込み、うまく融合させてオリジナルのフードテックを作っていきたい。 

 

 

2.6.2 シンポジウム参加者満足度アンケート調査の実施 

シンポジウム参加者 186 名中、45 名から回答いただいた（回答率 24%）。約９割の方から、非常に

満足、もしくはやや満足との回答があった。 

 

表 2-11 シンポジウム参加者満足度アンケート 

 

回答 回答数 回答率 
非常に満足 22 49% 
やや満足 19 42% 
どちらともいえない 4 9% 

 

 

 

図 2-6 シンポジウム参加者満足度アンケート（N=45） 

 

以下に、自由回答によるご意見、感想の一部を抜粋して掲載する。 

• 未来の多様な可能性を描くことは、いま具体的に行動する上での有効な指針となりうること、加えて「食行動」は

いつの時代も「選ぶ楽しみ」を基本とし、消費とテクノロジーのバランスが最優先されなければならないように感

じた。 
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• 未来を小説で表現した着想が斬新だった。多くの視点の集合体で作られている感じで、未来を想像することにわ

くわく感を持ったと同時に、忘れさられてしまう何かができる不安感も感じた。令和になった今、平成・昭和の何

かを忘れているように。 

• WT で一つの技術アイディアに対し多くの方向性のアイデイアが出ていたことから、「発想を広げる」という SF 思

考の興味深さと強い可能性を感じた。SF 小説は単純に読み物としても面白く、またフードテック取り入れられた

未来を具体的に想像できた。一方でシンポジウムでも言われていたように、2050 年には小説に描かれている程

に生活は変化していないのかもしれないとも思った。それは需要の有無やアナログ嗜好など様々理由はあるだろ

うが、各個人が多様な選択肢の中から選んだ結果であったらよいと思う。食に関わるものとして、消費者が選択

する余地が生まれるようフードテックの一部を担っていきたいと思った。テクノロジー（ロボットと AI）と人間の関

係性の今後について認識を深められた。特に「弱いロボット」という概念、研究分野を知れてよかった。シロアリの

昆虫食を媒介すれば間接的に「木を食べる」ことは可能かもしれないと感じた。 

• 未来の食がどうなっていくのか、大変興味があり、勉強になった。食は、栄養補給だけではなく、美味しさ、楽し

さ、趣味、そして、文化でもあり、人生に欠かせない多様性に富んだものだと思う。将来、食料が不足する場面に

おいても、様々な制約を乗り越え、食の多様性は維持されていくのではないかと思った。 

• 小説については、現状の技術レベルや社会の延長上で常識的な進化予測に留まった感がある。技術に係る説明

的描写が多いことも気になった。パネルディスカッションでは、現状の食文化や食環境が持続する(持続させた

い)というスタンスのパネリストが多数を占めたため、議論の幅が広がらなかったのではないかと考える。 
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3. 新興技術ガバナンスワーキングチーム（官民協議会作業部会の運営） 

新興技術ガバナンスワーキングチーム（以下、WT）は、フードテック分野について、官が民を規制する

「技術統治」ではなく、官と民が双方向でルールを形成する「新興技術ガバナンス」の発想の下、産学官

で新たなルールづくりの枠組み構築に向けたあり方を検討するものである。 

令和2年度中に官民協議会会員から募集した計５１名のメンバーを対象に、参加者を募り、オンライン

形式にて、計 3 回の WT 会議を開催した。3 回の会議を通じて、新興技術ガバナンスに関する知見（全

体像及び具体的な事例）を共有するとともに、我が国のフードテック分野における新興技術ガバナンス

のあり方について、その具体化に向けた課題を含め共通認識を得ることを目指して実施した。 

3.1 ワーキングチームの開催 

新興技術ガバナンスWTとして、以下のとおり 3回のウェブ会議を開催した。第３回WTでは、これま

での議論の経過を踏まえ、フードテック分野における新興技術ガバナンスの在り方などに関するパネル

ディスカッションを行った。 

第 1回 新興技術ガバナンスWT 

開催期日 2021年 9月 29日（水）16：00～17:30 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 18名（事務局含まず） 

会議資料 別添 PDF 

プログラム概要 ＜有識者講演＞ 
東京大学 公共政策大学院 
未来ビジョン研究センター兼務教員 特任准教授 
松尾 真紀子 氏（新興技術ガバナンスWTメンバー） 

目的 ■「新興技術ガバナンスWT」の目的を明示すること 
■「新興技術ガバナンス」の基本的な考え方、全体像について共有すること 

 

第 2回 新興技術ガバナンスWT 

開催期日 2021年 11月 26日（金）9：30～11：00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 18名（事務局含まず） 

会議資料 別添 PDF 

プログラム概要 ＜情報提供＞ 
令和 2年度フードテックの振興に係る調査委託事業 
調査概要 株式会社三菱総合研究所 長田 侑子 
 

＜有識者講演＞ 
国立研究開発法人科学技術振興機構 
濱田 志穂 氏（新興技術ガバナンスWTメンバー） 
 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
技術戦略研究センター 
バイオエコノミーユニット ユニット長 
水無 渉 氏（新興技術ガバナンスWTメンバー） 

目的 ■フードテック分野における国内外の機関の新興技術ガバナンスに係る先
進的な取組事例を紹介 

■我が国が今後フードテック分野における新興技術ガバナンスに係る取組
を具体的に検討し、実行していくうえで重要な論点や課題について共
有すること 
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第 3回 新興技術ガバナンスWT 

開催期日 2022年 2月 10日（木）14:00～16:00 

開催方法 ウェブ会議システム：ZOOM 

参加者 １６名（事務局含まず） 

会議資料・会議の
概要 

別添 PDF 

プログラム概要 ＜有識者講演＞ 
Beyond Next Ventures 有馬 暁澄 氏 
 

＜パネルディスカッション＞ 
（ファシリテーター） 
農林水産省 大臣官房 政策課 企画官 高梨 雄貴（事務局） 
 

（パネリスト） 
東京大学 公共政策大学院 
未来ビジョン研究センター兼務教員 特任准教授 
松尾 真紀子 氏（新興技術ガバナンスWTメンバー） 
 
国立研究開発法人科学技術振興機構 
濱田 志穂 氏（新興技術ガバナンスWTメンバー） 
 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
技術戦略研究センター 
バイオエコノミーユニット ユニット長 
水無 渉 氏（新興技術ガバナンスWTメンバー） 
 
Beyond Next Ventures 有馬 暁澄 氏 
 
世界経済フォーラム 第四次産業革命日本センター センター長 
山室 芳剛 氏 
 
大日本印刷 技術・研究開発本部 研究開発統括室 
石川 浩二 氏 

目的 ■第 1回、第 2回で取り上げた内容についてレビューする 
■我が国のフードテック分野における新興技術ガバナンスのあり方、今後
の取組について共有し、参加者間での共通認識を得る 

 

3.2 パネルディスカッション概要 

パネルディスカッションを通じて、フードテックにおける新興技術のガバナンスにおいて重要な観点と

して、以下の論点を取りまとめた。 

 
 

フードテック分野における新興技術のガバナンス上重要な観点 

新興技術

の価値 

⚫ 人、地域、国によって新興技術の価値は異なるため、マーケティング・ブランディング

等により価値の明確化や市場への浸透が必要。 

⚫ 価値を測る指標をステークホルダー間で議論して決めていくことが重要であり、それ

が投資を呼び込むことにも繋がる。 
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安全性・

ELSI・RRI

の観点での

評価 

⚫ 食は身体に関わるものなので安全性は科学的エビデンスに基づく評価が必要。 

⚫ ELSIの評価にあたっては、新興技術の実装に伴い、食だけでなく様々なものと連関

したシステム全体というレベルで、様々な影響を想定し評価していく観点が重要。 

⚫ フードテックは領域・分野を超えた問題が大きく、科学的確からしさに関する信頼を

得られる情報をどうつくるかが重要。 

⚫ ゲノム編集や細胞培養は、フードテックだけでなく、物質生産などの他分野でも応用

できる技術であり、そららの他分野と共同で議論を進めることが重要。 

規制改革・

ルールづく

り 

⚫ 新興技術にはポテンシャルがある一方、安全性等のほか多様なリスクとのトレードオ

フの問題が生じることがあり、マルチステークホルダー（政策立案者、ビジネス、アカ

デミア、イノベーター等）が事前にトレードオフの問題をどう解決（法制化等）していく

か議論することが必要。 

⚫ 食の安全性を法規制により担保しつつも、商品の多様性、選択可能性を確保し、一

定程度は消費者が選択の責任を負うという弾力性も重要。 

⚫ 法規制だけではなく、業界としてのルールを早期に検討することが必要。 

⚫ メリットとリスクのバランスを考えて法規制の在り方を考えることが、ガバナンス体系

を作っていく上で重要。 

⚫ 安全性の確保が前提だが、規制を柔軟に調整するアジャイルガバナンスの観点も有

用。 

⚫ 国内と海外の議論をいかにシームレスに繋ぐかが重要。 

⚫ 現在の食料システムの担い手である、生産者、流通、食品加工など、既存セクターと

の調整や連携が必要。 

支援策 ⚫ 基礎研究の段階、検証の段階、開発・実用化の段階などのステージごとに、実装を目

指す技術を定めたうえで、官民が積極的に支援することが重要。 

⚫ アグリフードテックはヘルステック等とは異なり、マーケティングに左右されるもので

あり、商品の魅力とあわせて生産性を向上させることが重要。そのため、これらの商

業的な部分の仕組みづくりなどの支援が必要。 

⚫ 支援策を検討するうえで、世界に展開していく技術か、国内で完結させる技術なの

か、国として意志を持つことが必要。 

⚫ 国内では新しい食品が製品化された際、消費者に口にしてもらうまでのハードルが

非常に高く、食べてもらう仕組み・しかけを作る必要がある。食経験の積み重ねが社

会実装の早期化につながる。 



 

77 

官学民の

役割 

⚫ 国は、研究者や企業と共にビジョンを描き、ロードマップ策定などビジョンを設計して

いくことが重要。 

⚫ 企業は、安全に関するデータを業界団体など横の連携によって共有化することで、早

期のルール形成につなげていくことが必要。ただし、安全性等の評価は企業だけで

はなくアカデミアやNGOも入ったコンソーシアムをつくり検討することも重要。 

⚫ 産学官の連携も大事だが、民間の横の連携が重要。業界が手をとりあって考えてい

く必要。 
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